
    
      
        
      
    

  











〈保護者のみなさまへ〉


本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その町まちの人ひと々びとは、今いま、だれもかれも影かげをなくしていた。

　よく晴はれた空そらの下しただ。照てりつける夏なつの日ひ差ざしの中なかだ。

　建たて物ものや木き々ぎからは、濃こい影かげが伸のびている。けれど、人ひとの影かげはどこにもない。

　そんな異い様ような風ふう景けいの中なかを、和わ服ふく姿すがたの男おとこが一人ひとり、ゆうゆうと歩あるいていた。

　真まっ黒くろな着き物ものをまとい、古ふるぼけた首くび飾かざりをじゃらりと首くびに巻まきつけた、若わかい男おとこ。その格かっ好こうは、今いまの時じ代だいにはめずらしいものだった。

　でも、町まちをうろつく影かげのない人ひと々びとは、男おとこのことを気きにも留とめない。彼かれらはみんな、魂たましいを抜ぬかれたように、感かん情じょうも思し考こうもなく空からっぽになっているからだ。

　黒くろい着き物ものの男おとこにもまた、影かげはなかった。けれどそれは、男おとこが影かげをしまっているからだ。

　魂たましいを抜ぬかれたようになっているのは、男おとこと違ちがって、影かげを食くわれた人ひと々びとだった。

「本ほん当とうに、食くいつくされたもんだなあ……」

　つぶやいて、ため息いきをつくその男おとこは、探さがし物もののために町まちを歩あるいていた。

　探さがし物ものは、二つ。

　一つ目めは、町まちの人ひと々びとの影かげを食くいつくした化ばけ物もの。

　二つ目めは、その化ばけ物ものを生うみ出だすきっかけとなった者もの。




　しばらく歩あるいたところで、トランクと一冊さつの本ほんが道みちに落おちているのを、男おとこは見みつけた。

　正しょう面めんに扉とびらがついた、凝こったデザインのキャスター付つきトランク。

　表ひょう紙しにも裏うら表びょう紙しにも何なにも書かかれていない、真まっ黒くろな本ほん。

「……ひょっとして。これがうわさに聞きく、【魔ま】のカタログってやつか？」

　男おとこは、その真まっ黒くろな本ほんとトランクを拾ひろう。

　これらはおそらく、二つ目めの探さがし物ものの、落おとし物ものだろう。

「本ほんの目もく次じを見みれば、はっきりするか。目もく次じの中なかに【影かげ細ざい工くセット】とやらがあれば──……」

　男おとこは近ちかくにある木きの影かげを、くいと手て招まねいて、自じ分ぶんのいるところまで伸のばした。

　そして、木こ陰かげの中なかで、真まっ黒くろなその本ほんを開ひらいた。








































　あれは──〈夕ゆう焼やけのリンゴあめ〉じゃないか！

　と。それを目めにした瞬しゅん間かん、蛍けい子こは思おもった。

　夕ゆう焼やけのリンゴあめ。

　それは、蛍けい子このお気きに入いりの本ほんに出でてくる、架か空くうの食たべ物もの。その本ほんの中なかで、不ふ思し議ぎな町まちに迷まよいこんだ主しゅ人じん公こうが、不ふ思し議ぎなお祭まつりの屋や台たいで買かって食たべた、不ふ思し議ぎなお菓か子しの名な前まえなのだ。

　夕ゆう焼やけ空ぞらの色いろをしたあめの中なかに、真まっ赤かな夕ゆう日ひのようなリンゴが一つ、閉とじこめられている。

　本ほんの中なかで、そんなふうに書かかれていたそのお菓か子しは、蛍けい子このあこがれだった。

　こんなリンゴあめ、一いち度どでいいから見みてみたい、食たべてみたい。

　本ほんを読よみ返かえすたびに、そう願ねがって。

　でも、いくら願ねがっても、それが叶かなうはずなどなくて。

　ああ、どうして自じ分ぶんは、この本ほんの中なかの世せ界かいに入はいることができないんだろう！　……と。リンゴあめは味あじわえないのに、いつももどかしい思おもいばかりを味あじわっていた。

　だからこのとき、蛍けい子こは、つい。

「あ、あのっ！　それっ……どこに、売うってるんですか!?」

　と。リンゴあめを持もっていたその少しょう女じょに、たまらず声こえをかけてしまった。
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　街まちでぐうぜん見みかけたその子こは、ぜんぜん知しらない少しょう女じょだった。

　ショッキング・ピンクのパーカーに、銀ぎん色いろに染そめた髪かみの毛け。右みぎの目めには、パーカーとおそろいの色いろをした、ハートにバッテンマークの柄がらの眼がん帯たい。

　そんな人じん工こう的てきな色いろをまとう少しょう女じょと、素そ朴ぼくな色いろのリンゴあめは、なんだかちぐはぐな印いん象しょうだった。

　でも、少しょう女じょの引ひいているキャスター付つきのトランクは、かわいらしく凝こったデザインで。これもまた、物もの語がたりの中なかに出でてきそうなカバンだと、蛍けい子こは胸むねをときめかせた。

　少しょう女じょは、すでに一ひと口くちかじったリンゴあめを、シャク、シャク、と何なん度どかかんで。

　それをごくんと飲のみこんでから、人ひとなつっこく、にっこり笑わらった。

「あそこのお店みせに行いけば、手てに入はいるよ」

　少しょう女じょは、リンゴあめを小ちいさくふりつつ、近ちかくにあった一軒けんのお店みせを指ゆび差さした。

　蛍けい子こは、「ありがとう！」と少しょう女じょに頭あたまを下さげて、すぐさまそのお店みせに、飛とびこんだ。







　うす暗ぐらい店みせの中なかは、がらんと広ひろい空くう間かんだった。

　商しょう品ひんらしきものは、どこにも何なにも置おかれていない。飲いん食しょく店てんのようなテーブルやイスもない。

　そういえば、ここはいったい、なんのお店みせなんだろう。

　それをたしかめる前まえに、思おもわず夢む中ちゅうで、店みせの中なかに入はいってしまったけれど……。

「いらっしゃいませ、お客きゃくさま」

　ふいに、店みせの奥おくから声こえがした。

　声こえのしたあたりに目めをこらすと、そこに、店てん員いんらしき人ひとが立たっていた。

　つばの広ひろい帽ぼう子しをかぶって、首くびにぶあついマフラーをまいた、男おとこの人ひと。その顔かおは、このうす暗ぐらい店てん内ないでは真まっ暗くらな影かげになっていて、人にん相そうも表ひょう情じょうもまったくわからない。

　その店てん員いんらしき人ひとに、蛍けい子こは、おそるおそる話はなしかけた。

「あのう……。えっと……。ここって、なんのお店みせ、なんですか……？」

「はい。当とう店てんは、世よにもめずらしい『文も字じ起おこし屋や』でございます」

「──文も字じ起おこし？」

　その言こと葉ばを、蛍けい子こは一いち応おう、聞きいたことがあった。

　たしか、録ろく音おんしたインタビューの音おん声せいなどを、聞きき取とって文ぶん章しょうに書かき起おこす作さ業ぎょう……それを、「文も字じ起おこし」と言いうんじゃなかったろうか。

　ここは、そういうことを請うけ負おってるお店みせなのかな？

　蛍けい子こは、そんなふうに考かんがえたが。

　顔かおの見みえない店てん員いんは、蛍けい子こに近ちかづき、一本ぽんの蛍けい光こうマーカーを差さし出だして、こう言いった。

「この【文も字じ起おこしマーカー】をお買かい上あげいただければ、いつでもこの店みせで〈文も字じ起おこし〉を楽たのしむことができますよ」

「……は、はあ。……？？？」

　やっぱりよくわからない。

　文も字じ起おこしって、はたして楽たのしいものだろうか？

　そして、その蛍けい光こうマーカーは、文も字じ起おこしといったいどういう関かん係けいが……？

　悩なやむ蛍けい子こをよそに、店てん員いんは、壁かべのほうに向むかってリモコンのようなものを操そう作さした。

　すると、その壁かべが一いち面めん、パッと明あかりに照てらされた。

　その壁かべを見みて、蛍けい子こは目めを丸まるくした。

　壁かべ──だとばかり思おもっていたもの。

　そこにあったのは、すき間まなくならぶ、本ほんの背せ表びょう紙しだったのだ。

　壁かべ一いち面めんが、巨きょ大だいな本ほん棚だなになっている……！

　しかも、それだけではない。

　巨きょ大だいな本ほん棚だなには、大だい小しょうさまざまなサイズの本ほんがならんでいるのだが。小ちいさいサイズの本ほんは、ともかくとして。いちばん大おおきいサイズのそれが、とんでもない大おおきさだった。

　蛍けい子この背せ丈たけよりも大おおきい。ドアと同おなじくらいの、見みたこともないサイズの本ほん。

　そんなものが、巨きょ大だいな本ほん棚だなの一いっ角かくに、何なん冊さつもならんでいるのである。

「な……なんで、あんなに大おおきな本ほんが!?」

「それはですね。ふつうのサイズの本ほんは、文も字じが小ちいさいからですよ」

　店てん員いんは、あたりまえのことのように説せつ明めいした。

　いやいやいや。いくらなんでも、本ほんにあそこまでのサイズは必ひつ要ようないだろう。

　そう思おもいながら、巨きょ大だいな本ほんの背せ表びょう紙しを、ざっとながめてみたところ。

　その中なかに、蛍けい子こは、なじみのあるタイトルを発はっ見けんした。

　それは、蛍けい子この長なが年ねんのお気きに入いり。

　あの〈夕ゆう焼やけのリンゴあめ〉が出でてくる物もの語がたりの本ほん、だったのだ。

「あっ、あれ！　あの本ほんって……！」

　蛍けい子こは思おもわず、本ほんを指ゆび差さし、そのタイトルを店てん員いんに告つげた。

　すると店てん員いんは、「かしこまりました」とうなずいて本ほん棚だなに向むかい、蛍けい子この指ゆび差さしたその巨きょ大だいな本ほんを、ずるりと引ひき抜ぬいて持もってきた。

　見みた目めよりも軽かるいものなのか。店てん員いんは、さほど苦く労ろうもない様よう子すで、その本ほんを店みせの真まん中なかまで運はこんだ。それから、本ほんを床ゆかに下おろしてページを開ひらき、天てん井じょうにリモコンを向むけ、本ほんを照てらし出だすように明あかりを点つけた。

　規き格かく外がいの巨きょ大だいな本ほんは、それでも、中なか身みまでちゃんとした本ほんだった。

　開ひらかれたページをのぞきこむと、そこには、見み覚おぼえのある文ぶん章しょうが印いん刷さつされている。

　サイズが違ちがうだけで、それはまさしく、蛍けい子このお気きに入いりの本ほんと同おなじものだった。

「たとえばですね。この本ほんの中なかに出でてくる〈夕ゆう焼やけのリンゴあめ〉などが、文も字じ起おこしでは人にん気きなのですが」

「えっ……。そ、それって！」

「ええと。まだ起おこしていない文も字じは、どのページにあったかな……」

　言いいながら、店てん員いんは、しゅぐわあん、しゅぐわあん……と本ほんのページをめくっていく。

　サイズのせいで空くう気き抵てい抗こうがものすごく、一ページめくるごとに、蛍けい子このいるところまで風かぜが送おくられてくる。

　前まえ髪がみをふわふわさせつつ、蛍けい子こは本ほんをのぞきこむ。

　そこで蛍けい子こは、あれ？　と思おもった。

　なんだか、ところどころ、文も字じのうすくなっている部ぶ分ぶんがあるような……。

　やがて、店てん員いんは、「あったあった」とページをめくる手てを止とめた。

　そのページの文ぶん章しょうの中なかには、〈夕ゆう焼やけのリンゴあめ〉の文も字じがあった。

「では、これから文も字じを、起おこします」

　そう言いって、店てん員いんは、手てに持もったマーカーのフタをはずした。

　そして、〈夕ゆう焼やけのリンゴあめ〉の九文も字じをくし刺ざしにするように、キュ────っとそこに蛍けい光こう色しょくの線せんを引ひいた。

　すると、次つぎの瞬しゅん間かん。

　マーカーの線せんが、大おおきなその文も字じの幅はばに合あわせて、さあっと横よこに広ひろがった。

　線せんを引ひかれたその九文も字じが、マーカーの色いろの中なかにきれいにおさまる。

　その直ちょく後ご。

　本ほんのページから、文も字じが、むくり、とはがれて起おき上あがった。

「……!?」

　不ふ思し議ぎな現げん象しょうは、それだけではなかった。

　起おき上あがった文も字じにくっついた、マーカーの蛍けい光こう色しょく。それがハラハラとはがれて、空くう中ちゅうにとけて消きえていくにつれ、その九文も字じが、「文も字じではない別べつのもの」に見みえてきたのだ。

　そう。

　あの、ピンクのパーカーの少しょう女じょが食たべていたのと同おなじ、夕ゆう焼やけ空ぞらの色いろをしたリンゴあめに。
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「食たべ物ものを『文も字じ起おこし』するなら、文も字じはやっぱり、このくらいの大おおきさはあったほうがいいでしょう？　……はい、どうぞ。これは、おためしのサービスです」

　店てん員いんは、蛍けい子こにその〈夕ゆう焼やけのリンゴあめ〉を手て渡わたした。

　受うけ取とったそれを見みつめて、蛍けい子こは何なん度どもまばたきする。

　それはたしかに、〈夕ゆう焼やけのリンゴあめ〉そのものに違ちがいなかった。

　けれども同どう時じに、〈夕ゆう焼やけのリンゴあめ〉という文も字じでもあった。

　なんとも奇き妙みょうな感かん覚かくだ。

　そもそも、考かんがえてみれば、文も字じというのは奇き妙みょうなものだ。何なにかを表あらわす文も字じを見みたとき、そこにあるのは、あくまでただの「文も字じ」という種しゅ類るいの記き号ごうでしかない。それなのに、頭あたまの中なかにはちゃんと、その文も字じで表あらわされたものが思おもい浮うかぶのだから。

　そんな頭あたまの中なかにあるイメージが、ぼやけることなく固かたまったもの、というか。

　あるいは、強きょう力りょくな錯さっ覚かく、というか。

　意い識しきしてみれば、たしかにそれは文も字じだとわかる。もとの文も字じが目めに見みえる。でも、意い識しきするのをやめると、そこにあるのは、夕ゆう焼やけ空ぞらの色いろをしたリンゴあめなのだ。

　その色いろ合あいは、まさに、本ほんを読よんで蛍けい子こがイメージしていた色いろ、そのもので──……。

　見みた目めだけではない。リンゴあめに刺ささった、持もち手てになっているわりばしの感かん触しょく。お祭まつりの空くう気きがしみこんだような、かすかに香こうばしさのまざった、甘あまいあめと夕ゆう暮ぐれ時どきのにおい。

　もちろん、ぺろり、とそれをなめてみても──。

　ああ、これこれ。まさにこれ。何なにもかも想そう像ぞうどおり。

　ほのかに舌したをあたためる夕ゆう日ひの温おん度ど。じんわりとなつかしさを感かんじる味あじ。

　本ほんの中なかにしか存そん在ざいしないはずだった、あこがれのお菓か子し。

　それを今いま、自じ分ぶんはこうして、味あじわっている──……。

「ううう……すごい。なんという、感かん動どう的てき体たい験けん……！」

「それはそれは。当とう店てんの『文も字じ起おこし』、楽たのしんでいただけたようで、何なによりです。……ちなみに、この【文も字じ起おこしマーカー】は、一本ぽん百円えんなのですが──」

「はいっ。もちろん、買かわせていただきます！」




　そうして、蛍けい子こはその日ひから、足あししげく『文も字じ起おこし屋や』に通かよい始はじめたのだった。
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　それからというもの、蛍けい子こは『文も字じ起おこし屋や』で、いろいろな本ほんから文も字じを起おこした。

　店みせの巨きょ大だいな本ほん棚だなには、蛍けい子この心こころに残のこっている、お気きに入いりの本ほんがたくさんあった。

　それらの本ほんから起おこしたい文も字じは、次つぎから次つぎへと尽つきなかった。

〈入にゅう道どう雲ぐもで作つくったぬいぐるみ〉〈銀ぎん色いろの角かく砂ざ糖とうがコーヒーにとける音おと〉〈虹にじと星ほしのかけらが降ふりつもった丘おか〉……。

　物ものや、音おとや、景け色しきだけではない。

　ときには、物もの語がたりの登とう場じょう人じん物ぶつの名な前まえに、マーカーで線せんを引ひくこともあった。

　そうすると、本ほんから起おこしたその文も字じは、生いきている人にん間げんと同おなじように、動うごいてしゃべってくれるのだ。

（ああ……。あの本ほんのキャラや、この本ほんのキャラに、こうして現げん実じつで出で会あえるなんて……！）

　現げん実じつ世せ界かいに生いきる者ものは、本ほんの中なかの世せ界かいに入はいれない。

　でも、【文も字じ起おこしマーカー】があれば。物ものでも人ひとでも、本ほんの中なかに閉とじこめられた物もの語がたりの一いち部ぶを、この現げん実じつ世せ界かいに取とり出だすことができる。

　なんて不ふ思し議ぎで奇き妙みょうで、すばらしいアイテムなんだろう……！

　そんな具ぐ合あいに、蛍けい子こはすっかり、その「文も字じ起おこし」遊あそびにハマってしまった。







　ところで、蛍けい子こには、ひそかにどうしても起おこしてみたい文も字じがあった。

　でも、その文も字じが書かかれている本ほんは、『文も字じ起おこし屋や』の本ほん棚だなにはない。

『文も字じ起おこしをしたい本ほんがありましたら、リクエストしていただければ、お好すきなサイズの本ほんを本ほん棚だなにお入いれしますよ』……と、あの『文も字じ起おこし屋や』の店てん員いんは、言いっていたのだが。

　それでも、無む理りだ。

　だって、その本ほんは、この世よのどこにも存そん在ざいしないから。

　文も字じ起おこしをしたい、その物もの語がたりは、本ほんではなくて──。

　蛍けい子こがノートに書かいている、自じ作さくの小しょう説せつなのである。

（せっかく【文も字じ起おこしマーカー】なんてものがあるんだから。ほかの人ひとの作さく品ひんのキャラだけじゃなく、自じ分ぶんの小しょう説せつのキャラとも、お話はなししてみたい……！　でも……でも……）

　蛍けい子こが悩なやんでいるのには、理り由ゆうがあった。

【文も字じ起おこしマーカー】を買かったとき、蛍けい子こは、店てん員いんから次つぎのように言いわれていた。

『文も字じ起おこしをしたくなったら、この店みせに来きてください。マーカーは持もち帰かえってもかまいませんが、ここの店てん内ない以い外がいでは、くれぐれもご使し用ようにならないように。この店みせの外そとでマーカーを使つかって、何なにか問もん題だいが起おきたとしても、当とう店てんでは責せき任にんを負おいかねますのでね』……と。

　たしかに、【文も字じ起おこしマーカー】は、使つかい方かたによっては危き険けんな道どう具ぐかもしれない。

　マーカーで起おこすことのできる文も字じは、おいしいものや、きれいなものや、楽たのしいものだけではないのだから。

　しかし、かといって。

（あの店みせに、自じ作さく小しょう説せつのノートを持もっていって、店てん員いんさんもいるところで、自じ分ぶんのオリキャラたちとおしゃべりするとか──……いや、むりむりむりっ、それはむりっ！）

　自じ作さくの小しょう説せつそのものだって、蛍けい子こは、今いままで人ひとに読よませたことがない。

　いつか、だれかに読よんでもらいたいと、思おもわないでもないけれど。少すくなくとも、今いまはそんなの、どうにもこうにも恥はずかしいのだ。

「うーん……どうしよう……」

　蛍けい子こは、しばらくの間あいだ、迷まよいつつ『文も字じ起おこし屋や』に通かよっていたが。

　ほかの人ひとの作つくったキャラには、こうして本ほんの外そとで会あえるのに。

　それ以い上じょうに会あいたくてたまらない、自じ分ぶんのオリキャラたちは、相あい変かわらずノートの中なかに閉とじこめられている──。

　そのことに、ある日ひとうとう、がまんができなくなってしまった。
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「だいじょうぶ……！　この話はなしのキャラたちは、みんないい子こだし、問もん題だいなんて起おこさないはず……！　あぶない文も字じに、うっかりマーカーで線せんを引ひいたりも、ぜったいしない……！」

　家いえに持もち帰かえった【文も字じ起おこしマーカー】。

　それをにぎって、蛍けい子こは、自じ作さく小しょう説せつのノートを開ひらいた。

　ドキン、ドキン、と。

　胸むねを高たかならせつつ、蛍けい子こは、マーカーをノートに近ちかづける。

　そのノートの小しょう説せつに登とう場じょうする、主おもなキャラクターたちは、みんな名な前まえを持もっていない設せっ定ていだ。

　だから、物もの語がたりの中なかで彼かれらは、それぞれあだ名なで呼よび合あったり、名な乗のったりしている。

〈カタリベ〉〈食くいしんぼう〉〈魔ま法ほう使つかい〉〈せっかち〉〈オサ〉

　それが、この物もの語がたりの主おもな登とう場じょう人じん物ぶつ、五人にんのあだ名な。

　それを文ぶん章しょうの中なかから探さがし出だし、蛍けい子こは、マーカーで文も字じに線せんを引ひいていく。

　キュッ……。キュッ……。キュッ……。キュッ……。キュッ……。

　ノートに書かいた手て書がきの文も字じが、マーカーの蛍けい光こう色しょくの中なかにおさまる。

　むくり……むくり……と、線せんを引ひいた順じゅんに、文も字じがノートから起おき上あがる。

　そして──。

「わあああああ……」

　ノートの上うえに、五人にんのキャラクターの姿すがたが、あらわれた。

　文も字じそのものが小ちいさかったから、キャラクターの姿すがたも、数すうセンチのミニサイズ。

　でも、大おおきさ以い外がいはだいたいイメージどおりだ。……字じが下手へたなせいか、ちょっとへなちょこなイラスト、って感かんじの見みた目めではあるけれど。それでも、自じ分ぶんの書かいた小しょう説せつのキャラだと思おもうと、多た少しょうのへなちょこっぷりなんて問もん題だいにならないくらい、愛いとおしい。

「私わたしはおどろいてあたりを見み回まわし、足あし元もとを見み下おろしました。不ふ思し議ぎなこともあるものです。どうやらここは──」

「あれっ？　もしかしてぼくら、この世せ界かいにミニサイズでご登とう場じょう？　じゃあ、この世せ界かいの食たべ物ものって、ぼくらにとってはどれもこれもビッグサイズ!?」

「おやおや。外そとの世せ界かいの人にん間げんさん。きみも、不ふ思し議ぎな魔ま法ほうが使つかえるようだね」

「はじめましてこんにちは！　……えっ？　だれ？　だれ？　ここはどこ？」

「はじめまして、作さく者しゃさん。あなたがこの物もの語がたりを書かき始はじめてから、もう三年ねんになるのですな……」

　五人にんがしゃべり始はじめて、ノートの上うえは、一いっ気きにさわがしくにぎやかになった。

　そんな光こう景けいを前まえに、蛍けい子こは、思おもわずうるっと涙なみだぐむ。

　彼かれらは、ずっと、自じ分ぶんの頭あたまの中なかに住すんでいた。

　いちばん近ちかくにいるのに、けっして会あうことも、話はなすこともできないはずだった。

　けれど今いま、彼かれらは世せ界かいと世せ界かいの垣かき根ねを越こえて、ここにいる。

　作さく者しゃである自じ分ぶんと、物もの語がたりのキャラクターである彼かれらが、こうして同おなじ世せ界かいの存そん在ざいとなって。

　自じ分ぶんが今いままで、頭あたまの中なかにいる彼かれらを見みつめていたように。

　この世せ界かいに来きた彼かれらもまた、作さく者しゃであるこの自じ分ぶんを、見みつめることができるようになったのだ。

　それは、ちょっと気き恥はずかしくて、照てれくさくて……。

　でも、やっぱり。

「はじめまして……！　みんなに会あえて、わたし、わたし……すっごく、うれしいよ……！」

　指ゆび先さきで涙なみだをぬぐって、蛍けい子こは、ノートの上うえの五人にんに笑わらいかけた。







　そうして、蛍けい子こはその日ひから、〈カタリベ〉〈食くいしんぼう〉〈魔ま法ほう使つかい〉〈せっかち〉〈オサ〉の五人にんといっしょに暮くらし始はじめた。

　蛍けい子こと五人にんは、出で会あったそばから、すでに気き心ごころ知しれた友ゆう人じんのようだった。

（わたしは、五人にんのことをだれよりよく知しってるし、五人にんは、わたしの頭あたまの中なかから生うまれたキャラクターで、わたしの一いち部ぶみたいなものだもんね。だからきっと、こうして仲なか良よくできるんだ）

　蛍けい子こは、『文も字じ起おこし屋や』に通かようこともやめて、毎まい日にち夢む中ちゅうで彼かれらと遊あそんだ。

　彼かれらとの暮くらしは、とても楽たのしいものだった。

　そんな毎まい日にちの中なかで、蛍けい子こはある日ひ、ふとこう思おもった。

（何なにか、みんなに、お返かえしをしたいなあ）

　彼かれらと出で会あえたこと、彼かれらがいっしょにいてくれることは、蛍けい子こにとって、とびきり最さい高こうのプレゼントをもらったようなものだった。

　だから、こちらからも、このすてきな日ひ々びに見み合あうようなお返かえしをしたい……。

（何なにがいいかな？　五人にんがよろこんでくれる、とびきり最さい高こうのプレゼントってなると……）

　それを考かんがえるのは、そうむずかしいことではなかった。

　なにしろ、蛍けい子こは彼かれらの物もの語がたりの作さく者しゃ。彼かれらのことを、だれよりもよく知しっている人じん物ぶつなのだ。

　五人にんの望のぞむことだって、もちろん、蛍けい子こにはお見み通とおしだった。

（よし、決きめた……！　五人にんに、すてきな飛ひ行こう機きをプレゼントしよう！）

　そのアイデアに、「これしかない！」と蛍けい子こは思おもった。

　なぜかというと──。

　ノートに書かいた小しょう説せつの中なかで、五人にんは「いつか飛ひ行こう機きで空そらを飛とぶこと」を目め指ざしているからだ。

　彼かれらの物もの語がたりの世せ界かいには、飛ひ行こう機きというものが存そん在ざいしない。その世せ界かいの空そらは〈翼つばさを持もつ人ひと々びと〉に支し配はいされていて、〈翼つばさを持もたない人ひと々びと〉は空そらを飛とぶことを禁きんじられている。かつてあった飛ひ行こう機きや飛ひ行こう船せんや気き球きゅうや、それらの製せい作さく技ぎ術じゅつを記しるした書しょ物もつなどは、今いまや世せ界かいから失うしなわれてしまった。そんな世せ界かいで、ひょんなことから出で会あった五人にんは、世せ界かいのどこかにかくされているという飛ひ行こう機きの設せっ計けい図ずを探さがして、町まちから町まちへ、国くにから国くにへ、共ともに旅たびする仲なか間まとなった──……。

　と、まあ。

　蛍けい子こがノートに書かいている小しょう説せつは、そんな設せっ定ていとストーリーのものだった。

　物もの語がたりは、まだ結けつ末まつにたどり着つけていない。

　五人にんはまだ、飛ひ行こう機きに乗のって空そらを飛とんだことがない。

　だから。

（ノートに書かき始はじめてから三年ねんたっても、まだ物もの語がたりを完かん結けつさせられない、ふがいない作さく者しゃだけど……。せめて、この世せ界かいに出でてきてくれた五人にんには、この世せ界かいで、空そらを飛とばせてあげるからね！　──そう。【文も字じ起おこしマーカー】を使つかって！）

　本ほん物ものの飛ひ行こう機きなんて、蛍けい子こには、もちろん手てに入いれられるはずもない。

　でも、五人にんのキャラクターたちだって、その実じっ体たいは、ノートから起おこされた「文も字じ」なのだ。

　それなら、プレゼントする飛ひ行こう機きも、むしろ同おなじ「文も字じ」で作つくったもののほうがいいだろう。

　そう思おもって、蛍けい子こはさっそくメモ用よう紙しに、

〈５人にん乗のりのすてきな飛ひ行こう機き〉

　と文も字じを書かいた。

　そして、その文も字じにマーカーでキューっと線せんを引ひいた。

　──が、しかし。

「……あれ？　だめだ。文も字じが、起おきないや」

　ノートの文も字じには、本ほんと同おなじくマーカーが使つかえたのに。

　どうやら、文も字じ起おこししたいものの言こと葉ば、それだけでは、マーカーの力ちからは働はたらかないらしい。

「……もしかして、文も字じを起おこすには、『物もの語がたりの力ちから』が必ひつ要ようだったりするのかな。物もの語がたりの世せ界かいがまずあって、その世せ界かいが持もつ力ちからと、人ひとの想そう像ぞう力りょくと、【文も字じ起おこしマーカー】の力ちから──その三つが合あわさってはじめて、『文も字じを起おこす』ことができるのかもしれない」

　そこで蛍けい子こは、またノートを開ひらいて、小しょう説せつの続つづきを書かき始はじめようとした。

　でも、蛍けい子この頭あたまの中なかにある物もの語がたりは、今いまの蛍けい子こでは手てにあまるくらい、壮そう大だいで、長ちょう大だいで。

　五人にんの乗のる飛ひ行こう機きが、物もの語がたりに出でてくるのはいつになることやら、わからなかった。

「……うーん。まあ、いっか。とりあえず、途と中ちゅうの話はなしはぜんぶはしょって、さっさと飛ひ行こう機きだけ登とう場じょうさせちゃお。【文も字じ起おこしマーカー】を使つかったあとで、話はなしはまた、書かき直なおせばいいや」

　そう考かんがえて、蛍けい子こはノートの続つづきに、

『その後ご、なんだかんだあって彼かれらは、五人にん乗のりのすてきな飛ひ行こう機きを手てに入いれたのだった。』

　……と、ささっとそれだけ、書かき足たした。

　その文ぶん章しょうの、〈五人にん乗のりのすてきな飛ひ行こう機き〉の文も字じに、キューっとマーカーで線せんを引ひく。

　すると、今こん度どはちゃんと、文も字じがノートから起おき上あがった。

「ふむ。やっぱり、文も字じ起おこしには、『物もの語がたり』が必ひつ要ようなんだ。──でも。なんか、これ……」

　その〈五人にん乗のりのすてきな飛ひ行こう機き〉を見みて、蛍けい子こは首くびをかしげた。

　それはなんだか、霧きりに包つつまれたように、ぼんやりとかすんだ飛ひ行こう機きだったのだ。

　一いち応おう、目めを凝こらして見みてみれば、あの五人にんにぴったりなサイズの小こ型がた飛ひ行こう機きが、そこに見みえてくる……ような気きはする、のだが。

　これは、あれか。

　物もの語がたりの中なかに、ろくな描びょう写しゃもなく適てき当とうに登とう場じょうさせすぎちゃったせいで、飛ひ行こう機きのイメージがうまく固かたまらなかった。そのことが、文も字じ起おこしに影えい響きょうをおよぼした、ということか。

「うう～ん……。まあ、しかたない。今いまはとりあえず、このヘボい飛ひ行こう機きで、五人にんにはがまんしてもらおう」

　いつかぜったい、あの五人にんの物もの語がたりを、ちゃんと完かん成せいさせてみせるから。

　飛ひ行こう機きのことをいっぱい調しらべて、自じ分ぶんの中なかでイメージを固かためて、そうして〈すてきな飛ひ行こう機き〉を、説せっ得とく力りょくある描びょう写しゃで書かきつづってみせるから──……！

　と、自じ分ぶんに言いい訳わけしつつ。

　蛍けい子こは、その飛ひ行こう機きを、おそるおそる五人にんにプレゼントした。

　それに対たいして、五人にんの反はん応のうはというと……。

「ほう。これが、話はなしに聞きく飛ひ行こう機きというものなのですな」

「わあ……。これで空そらを飛とべるのか。翼つばさを持もたない人にん間げんが飛とべるなんて、魔ま法ほうのようだ」

「早はやく、早はやく乗のろうよ！　ぐずぐずしてたら、日ひが暮くれちゃう！」

「飛ひ行こう機きとは……言いい表あらわしようがありませんが、とにかく〈すてき〉なものでした。」

「どうせだから、お弁べん当とうでも持もっていって、ごはん食たべながら空そらの散さん歩ぽをしたいなあ」

　ヘボい出で来きのわりには、みんな意い外がいと、その飛ひ行こう機きをよろこんでくれた。

　考かんがえてみれば、あたりまえか。そもそも五人にんは、飛ひ行こう機きというのがどういうものなのか、知しらないのだから。実じつ物ぶつはおろか、飛ひ行こう機きの写しゃ真しんや絵えでさえも、彼かれらのいた世せ界かいでは見みることができなかったのだ。

　ホッとしたような、申もうしわけないような。

　そんな気き持もちを抱かかえつつ、蛍けい子こは、飛ひ行こう機きの周まわりにむらがる五人にんに言いった。

「それじゃあ……ちゃっちゃとお弁べん当とう作つくって、外そとに行いって、飛ひ行こう機きを飛とばそう！」







　小ちいさな五人にん分ぶんのお弁べん当とうを持もって、蛍けい子こと五人にんは、家いえの庭にわに出でた。

　蛍けい子こはそこで、〈五人にん乗のりのすてきな飛ひ行こう機き〉を地じ面めんに下おろす。

　五人にんは、思おもい思おもいにはしゃぎながら、ぼやけた飛ひ行こう機きに乗のりこんだ。

　そして──。

　よくわからないが、何なにかをどうにかして、たぶんエンジンをかけた。それから、前まえの座ざ席せきに座すわったキャラクターが、操そう縦じゅうかんかもしれないものをにぎって、飛ひ行こう機きを走はしらせ──なんかいろいろあいまいではあるけれど、とにかくとうとう、飛ひ行こう機きを飛とび立たたせた。

「……う……うう～ん……？」

　やっぱり、物もの語がたりの中なかで具ぐ体たい的てきな「描びょう写しゃ」を、ぜんぜん書かかなかったせいか。

〈五人にん乗のりのすてきな飛ひ行こう機き〉は、何なにもかもが適てき当とうすぎる。

　はたして、いいのかこれで。

　蛍けい子こは、ちょっと不ふ安あんに思おもったが……。

　五人にんのキャラクターたちは、気きにすることなく、空そらの散さん歩ぽを楽たのしんでいるようだった。

　庭にわの上うえを、ぶうーんぶうーんと飛とび回まわる、ぼんやりとした小ちいさな飛ひ行こう機き。

　そのエンジン音おんにまぎれて、楽たのしそうにはしゃぐ五人にんの声こえが、ふってくる。

（……うん！　なんだかんだで、飛ひ行こう機きをプレゼントして、やっぱりよかった！）

　飛ひ行こう機きを見み上あげて、蛍けい子こは気きを取とり直なおし、笑えみを浮うかべた。

　──ところが。

　その直ちょく後ご。とつぜん、飛ひ行こう機きの動うごきがおかしくなった。

　機き体たいがぐらつき、ぷすん、ぷすん、とよからぬ音おとがし始はじめて。

　かと思おもえば、ぼやけた飛ひ行こう機きは、ぼやけたまま、なんと空くう中ちゅうでバラバラになった。

「えええええっ……！」

　蛍けい子この叫さけびと、飛ひ行こう機きに乗のっていた五人にんの悲ひ鳴めいが、重かさなる。

　バラバラになったぼやけた飛ひ行こう機きは、五人にんと共ともに、まっさかさまに落おちてきて──。

　ぐわしゃん！　と、庭にわの隅すみに墜つい落らくした。

「……ひ……飛ひ行こう機きのイメージが、固かたまらなさすぎて……空くう中ちゅう分ぶん解かいした……」

　蛍けい子こは、呆ぼう然ぜんとしてつぶやいた。

　が、すぐに、そんな分ぶん析せきをしている場ば合あいではないと気きづいて、あわてて落らっ下かした五人にんのもとへと駆かけ寄よった。

「み、みんなっ……！」

　蛍けい子こは、小ちいさな墜つい落らく現げん場ばの地じ面めんを見み下おろした。

　しかし──。

　そこに落おちていたのは、あの五人にんでも、飛ひ行こう機きの残ざん骸がいでもなかった。

　それは、ただの「文も字じ」だったのだ。

　蛍けい子こがノートに書かいた、あんまりうまくない字じ。

　単たん語ごにもなっていない、一文も字じずつバラバラになった、ひらがなやカタカナや漢かん字じ。

　それ以い外がいの、何なに物ものでもなかった。

「う、うそでしょ……そんな……みんな……」

　蛍けい子こは、がくりとその場ばにひざをついた。

　そして、地じ面めんに落おちた文も字じへと、手てを伸のばした。

　まず目めについた「飛ひ」「行こう」「機き」の漢かん字じを、一文も字じずつ拾ひろい上あげて、手ての平ひらに載のせる。

「ああ……みんな……。ごめんね……。わたしが、あんなヘボい飛ひ行こう機き、作つくっちゃったばっかりに……」

　ほかのぐちゃぐちゃにまざり合あった文も字じも、すべて残のこらず拾ひろい集あつめて。

　蛍けい子こは泣なきながら、その文も字じたちを、ぎゅっとにぎりしめた。

　──すると、次つぎの瞬しゅん間かん。

　手ての中なかで、文も字じが、もぞりと動うごいた。

「え……？」

　蛍けい子こは、そっと手てを開ひらいた。

　その手ての上うえで、

〈へぼ〉

　という文も字じが、むくり、と起おき上あがった。

「……へ？」

　なんか、いきなり文も字じにののしられた。たしかに、あの飛ひ行こう機きはヘボい出で来きだったけど。

「いや、そうじゃなくて……。これって、もしかして……」

　蛍けい子この手ての上うえで、さらに次つぎ々つぎと、文も字じが起おき上あがる。

〈ぎ法ほう〉〈リっち〉〈サん五〉

「えっと……『技ぎ法ほう』に……これは、『立りっ地ち』？　それとも、お金かね持もちの『リッチ』？　『サん五』は……九く九くの『３×５』かな？」

〈ぎ法ほう〉の文も字じは、見みていると、何なにかの職しょく人にんさんの姿すがたが浮うかんできた。

〈リっち〉は、住じゅう宅たく情じょう報ほうのチラシにも見みえるし、金きん貨かや宝ほう石せきや札さつ束たばの山やまにも見みえる。

〈サん五〉は、「15」に見みえてきた。

　どうやら、やっぱり。一いち度どバラバラになった文も字じが、もとの言こと葉ばとはちがう組くみ合あわせで寄より集あつまって、ちがう言こと葉ばを形かたち作づくって、起おき上あがってしまったようだ。

〈麻あさの飛ひ行こう機き〉

　という文も字じが、またあらたに起おき上あがった。

　その文も字じは、機き体たいの全ぜん身しんが麻あさ布ぬのでできた、固かためのぬいぐるみみたいな飛ひ行こう機きに見みえた。

「……ん？　あれ？　『麻あさ』なんて漢かん字じ、もとの言こと葉ばの中なかにあったっけ……？」

　そのことを、深ふかく考かんがえる間まもなく、今こん度どは、

〈て乗のりうし使つかい〉

　の文も字じが起おき上あがった。

　手てに乗のるくらい小ちいさな牛うしをあやつる、牛うし使つかいだ。その牛うし使つかいもまた、蛍けい子こにとっては手て乗のりサイズである。ちょっとかわいい。

「あはは……。あたらしいキャラクターが、できちゃった……」

　あの五人にんがいなくなってしまったのは、つらいけど。ほんの少すこしだけ、心こころがなごんだ。

　でも、あらたに生うまれた〈て乗のりうし使つかい〉は、あの五人にんとはちがって、なんだか蛍けい子こに対たいしてよそよそしい態たい度どだった。あの五人にんは、出で会あったばかりでも、すぐに仲なか良よくなれる感かんじがしたのに。……蛍けい子こが書かいた物もの語がたりの登とう場じょう人じん物ぶつと、そうでない人じん物ぶつのちがいだろうか。

　そして。

　蛍けい子この手ての上うえに残のこった文も字じは、もうひと固かたまり、だいたい十文も字じくらいになった。

　その文も字じが、一列れつにならんでいく。

　それをながめながら、蛍けい子こは、さっき気きになったことをまた考かんがえた。

（……『麻あさ』なんて漢かん字じ、やっぱり、もとの言こと葉ばの中なかにはなかったよなあ……。あ。あと、〈ぎ法ほう〉の「ぎ」の字じも、たしかなかったはず。……ん？　それをいうなら、〈へぼ〉の「へ」の字じも）

　と。そこまで考かんがえて、蛍けい子こはピンときた。

「あーっ、わかった！　〈カタリベ〉の「ベ」の濁だく点てんが取とれて、〈すてきな飛ひ行こう機き〉の「き」の字じにくっついたんだ！　それで、もともとはなかった「ぎ」と「へ」の文も字じができたんだ！」

　つまり、飛ひ行こう機きが落おちたとき、一文も字じがさらにバラバラに、分ぶん解かいされていたわけだ。

　ということは、もともとなかった「麻あさ」の文も字じは……。

「ええっと……。もとの文も字じは、〈カタリベ〉〈食くいしんぼう〉〈魔ま法ほう使つかい〉〈せっかち〉〈オサ〉

〈五人にん乗のりのすてきな飛ひ行こう機き〉。……で、それがならび変かわってできたのが、〈ヘぼ〉〈ぎ法ほう〉〈リっち〉〈サん五〉〈麻あさの飛ひ行こう機き〉〈て乗のりうし使つかい〉。……じゃあ、まだ使つかわれてない文も字じの組くみ合あわせは──」

　蛍けい子この手ての上うえで、ならんだ文も字じが、むくむくむく、と起おき上あがる。

　残のこった文も字じが、組くみ合あわさってできた、その言こと葉ばは──……。




〈 オ な カ す か せ タ 人ひと 食く い 鬼おに 〉




　起おき上あがったそいつは、手ての平ひらの上うえで蛍けい子こを見み上あげて、にやりと笑わらった。
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　芳よし乃のには、ほしいものがたくさんある。

　雑ざっ誌しやテレビで紹しょう介かいされていた、おいしそうな食たべ物ものや、おしゃれな服ふくや、かわいい雑ざっ貨か。

　そんなものを売うっているお店みせに、行いってみたくてたまらない。

　それなのに。

「はあっ……。いいなあ、雑ざっ誌しやテレビで紹しょう介かいされるような、すてきなお店みせのある町まちは。この町まちには、そういうお店みせがいっこもなくて、ああもうほんと、つまんない」

　雑ざっ誌しやテレビで、いくらおいしそうな食たべ物ものや、おしゃれな服ふくや、かわいい雑ざっ貨かのことを知しったとしても。それを売うっているお店みせに行いって、商しょう品ひんを買かうことができないんじゃ、ただただくやしい気き持もちがつのるだけだ。

　それがわかっていても、芳よし乃のはついつい、すてきなお店みせがいろいろ載のっている雑ざっ誌しをながめてしまう。

「うう……。こんな宝ほう石せきみたいにきれいなケーキ、一いち度ど食たべてみたいよお……。オリーブと手て造づくりハムたっぷりの天てん然ねん酵こう母ぼパン！　どんな味あじがするんだろう……。へえ、ハンドメイドで一いっ点てん物ものの服ふくやバッグかあ。じかに見みて、手てに取とって選えらびたいなあ……。わあああ、この雑ざっ貨か店てん、お店みせの見みた目めからして雰ふん囲い気きあるー。物もの語がたりに出でてくる魔ま法ほうのアイテムのお店みせみたい……」

　ああ、あこがれのすてきなお店みせたち。

　でも、芳よし乃のはそこに載のっているお店みせに、どれ一つとして行いくことができない。

　だって、それらのお店みせの住じゅう所しょはどれも、芳よし乃のの住すむ町まちから遠とおく遠とおく離はなれている。

　いちばん近ちかいお店みせを選えらんで行いったとしても、お店みせで買かい物ものするより前まえに、交こう通つう費ひだけでおこづかいがふっ飛とんでしまうくらい……。

「ううう……。こんななんにもない町まち、退たい屈くつだよお。出でていきたいよお。そんで、すてきなお店みせがいっぱいある町まちで暮くらしたいよお」

　なげきつつ、芳よし乃のは読よんでいた雑ざっ誌しを閉とじた。

　まだ子こどもの芳よし乃のには、住すむ町まちを自じ分ぶんで好すきに選えらぶことなんて、できっこない。

　だから、もちろん。

『すてきなお店みせがいっぱいある町まちで暮くらしたい』

　なんて望のぞみは、芳よし乃のにとって、とうていかなうはずのないものだった。




　──その奇き妙みょうなお店みせを見みつけるまでは。
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　ある日ひのこと。

　近きん所じょを散さん歩ぽしていた芳よし乃のは、見みなれない看かん板ばんを見みつけた。

　家いえ々いえの屋や根ねより高たかい位い置ちに、飛とび出だすように掲かかげられたその看かん板ばんは、とても大おおきくよく目め立だつものだった。
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　その看かん板ばんには、でかでかとそれだけ書かかれていた。

　芳よし乃のは思おもわずその看かん板ばんを見み上あげて、首くびをかしげた。

「看かん板ばん屋や？　……って、何なに？　看かん板ばんを売うるお店みせ？　そんなのがあるの？」

　いったいどんなお店みせなのか。

　気きになって、芳よし乃のはその看かん板ばんのもとへと向むかった。

　そうして、たどり着ついたところにあったのは……。

　名な前まえのとおり、店みせ先さきにも店みせの中なかにも、埋うめつくさんばかりにたくさんの看かん板ばんがならべられたお店みせだった。

「こんなお店みせ、今いままでここになかったよね？　いつの間まにできたんだろう……」

　つぶやきながら、芳よし乃のは店みせの商しょう品ひんらしきいろいろな看かん板ばんをながめてみる。

　大おおきな看かん板ばん。小ちいさな看かん板ばん。四し角かくい看かん板ばん。丸まるい看かん板ばん。派は手でな看かん板ばん。素そ朴ぼくな看かん板ばん。

　木きの看かん板ばん。スチールやアルミの看かん板ばん。プラスチックの看かん板ばん。ブリキの看かん板ばん。布ぬの張ばりの看かん板ばん。

　大おおきさも、色いろも、形かたちも、素そ材ざいも。その看かん板ばん屋やには、ありとあらゆる種しゅ類るいの看かん板ばんがそろっているようだった。

「めずらしいお店みせだなあ。……けど、売うってるものが、看かん板ばんじゃあね」

　今いままでの人じん生せいで、看かん板ばんがほしいと思おもったこととか、一いち度どもない。

　めずらしくはあるけれど、自じ分ぶんには用ようのない店みせだ。

　そう思おもい、芳よし乃のは店みせの前まえから立たち去さろうとした。

　しかし、そのとき。

　大たい量りょうの看かん板ばんの中なかの、ある一枚まいの看かん板ばんに書かかれた文も字じが、芳よし乃のの目めに飛とびこんだ。
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　芳よし乃のは、その看かん板ばんにくぎ付づけになった。

　なんて奇き妙みょうな宣せん伝でん看かん板ばんなのだろう。こんなの、見みたことも聞きいたこともない。

　芳よし乃のはついついきびすを返かえし、看かん板ばんのすみっこに書かかれた矢や印じるしの示しめすほうへ──その「看かん板ばん屋や」の店みせの入いり口ぐちへと、近ちかづいた。

　なじみのない店みせに、ちょっと緊きん張ちょうしながらも、そろりと店みせの入いり口ぐちをくぐる。

　店みせの中なかは、どこもかしこも看かん板ばんだらけ。

　やけにうす暗ぐらい店てん内ないで、そこここにある大たい量りょうの看かん板ばんだけが、それぞれの看かん板ばんの近ちかくにあるスポットライトに照てらされている。

　うす暗くらがりの中なかに浮うかび上あがる看かん板ばんを、ちらちらとながめつつ、芳よし乃のは店みせの奥おくへと進すすんだ。
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　店みせの奥おくに行いきつくと、そこにはレジカウンターがあった。

　カウンターの向むこうに、店てん員いんらしき人ひとが座すわっていた。

　こんなに暗くらい店てん内ないだというのに、その人ひとは、わざわざ日ひよけのついた帽ぼう子しをかぶっていた。それに加くわえて、首くびにはぶあついマフラーまで巻まいていて、帽ぼう子しとマフラーの間あいだにある顔かおは、濃こい影かげになっていてぜんぜん見みえない。

　なんとも怪あやしい店てん員いんだ。

　でも、あの奇き妙みょうな宣せん伝でん看かん板ばんを掲かかげるようなお店みせには、似に合あっているかもしれない。

　そう思おもいながら、芳よし乃のは、その店てん員いんに話はなしかけた。

「あ……あの。表おもてにあった看かん板ばんに、書かいてあった看かん板ばんのことなんですが……」

「はい。表おもてにあった、どの看かん板ばんに書かいてあった看かん板ばんのことでしょうか？」

「え、えっと。たしか……【店みせ寄よせ看かん板ばん】っていう……」

　あの看かん板ばんに書かかれていた看かん板ばんが、本ほん当とうにこの店みせに売うられているなら、面おも白しろい。

　おまじないみたいなものでもいいから、その看かん板ばんを、芳よし乃のは買かってみたかった。

「近きん所じょにできてほしいお店みせを、思おもいのままに引ひき寄よせる──って。本ほん当とうに、そんな看かん板ばんがあるんですか？」

「ええ。もちろん、ありますとも」

　顔かおの見みえない店てん員いんは、力ちから強づよく言いいきった。

「ここは、ありとあらゆる看かん板ばんを売うる『看かん板ばん屋や』ですからね。お店みせにお客きゃくを呼よぶための【客きゃく寄よせ看かん板ばん】だけでなく、お客きゃくがお店みせを呼よぶための【店みせ寄よせ看かん板ばん】だって、ちゃんと取とりそろえているのですよ」

　……そうなのか。そういうものなのか、看かん板ばん屋やって。

　おどろきつつ、芳よし乃のは店てん内ないを見み回まわし、店てん員いんに聞きいた。

「このたくさんある看かん板ばんの中なかの、いったいどれが【店みせ寄よせ看かん板ばん】なんですか？」

　すると、店てん員いんはレジカウンターを出でて、店てん内ないを埋うめつくす看かん板ばんの山やまの中なかから、一つの看かん板ばんを取とってきた。

　それは、学がっ校こうで使つかうノートを開ひらいたくらいの大おおきさの、小こぶりな立たて看かん板ばんだった。

　なんでできているのか、素そ材ざいはよくわからない。

　わりと安やすっぽい質しつ感かんの、シンプルな長ちょう方ほう形けいの看かん板ばんで、つるつるした白しろいその表ひょう面めんには、
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　と、黒くろい文も字じで書かかれていた。

「この看かん板ばんの空くう白はく部ぶ分ぶんに、ほしい品しな物ものと、引ひき寄よせたいお店みせの種しゅ類るいを、好すきなように書かきこむんです。そうして空くう白はくを埋うめた看かん板ばんを、この町まちの中なかの、お店みせができてほしい場ば所しょに立たてれば──」

「看かん板ばんに書かいたものを売うるお店みせが、そこにオープンする……!?」

「ええ、そのとおり。ただし、この看かん板ばんに、具ぐ体たい的てきな店てん名めいやメーカー名めい、商しょう品ひん名めいなどを書かきこむことは、できないのですが」

「ん？　……それじゃあ、たとえばテレビや雑ざっ誌しで見みて、行いきたいって思おもったお店みせや、ほしいなって思おもった商しょう品ひんの名な前まえを、この看かん板ばんに書かくわけにはいかないんだ？」

「はい。それだと、この看かん板ばんの力ちからが働はたらかないんです」

　それを聞きいて、芳よし乃のは少すこし残ざん念ねんに思おもった。

「でも、大だい丈じょう夫ぶ！　この【店みせ寄よせ看かん板ばん】を使つかえば、世よの中なかの有ゆう名めい店てん、人にん気き店てんにも負まけないくらいすてきなお店みせを、かならず引ひき寄よせることができますからね！」

　続つづけて店てん員いんが言いったその言こと葉ばで、芳よし乃のはふたたび、その看かん板ばんへの興きょう味みを持もち直なおす。

　やっぱり、なかなか面おも白しろそうな商しょう品ひんだ。ほしい。買かって帰かえりたい。

　でも、ものすごく怪あやしい商しょう品ひんなのも、また事じ実じつ。

　これを買かうかどうかは……まあ、値ね段だん次し第だいだろうか。

　そう思おもって、看かん板ばんの価か格かくを、店てん員いんに聞きいてみたところ。

「【店みせ寄よせ看かん板ばん】は、一枚まい百円えんです」という答こたえが返かえってきた。

　想そう像ぞうしていたよりも、だいぶお安やすい。

　芳よし乃のは、もう迷まよわずそれを買かって帰かえることにした。

「お買かい上あげ、ありがとうございます。それでは、【店みせ寄よせ看かん板ばん】専せん用ようのペンキを、お付つけしておきますね。これ以い外がいのペンキで看かん板ばんに文も字じを書かきこんでも、『店みせ寄よせ』の効こう果かはありませんので。──ご注ちゅう意いを」
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　奇き妙みょうなお店みせで買かい物ものをした、その日ひの夜よる。

　芳よし乃のは、晩ばんごはんを食たべながらテレビを見みていた。

　その番ばん組ぐみでは、人にん気きのパン屋や特とく集しゅうをやっていた。

　でも、そこで紹しょう介かいされるパン屋やは、例れいによって遠とおく離はなれた町まちにあるお店みせばっかりだ。

「はあああ……。石いし窯がまで焼やいたカリッとモチモチ食しょっ感かんの熟じゅく成せいバゲット。こだわり卵たまごをぜいたくに使つかった黄おう金ごんのクリームパン。た、食たべたいなあ……！」

　テレビの前まえで身みを乗のり出だして、芳よし乃のはごくん、とつばを飲のむ。

　いつもだったら、そうする以い外がい、何なにもできることはない。

　すてきなパン屋やがある町まちを、その町まちに住すむ人ひとたちを、うらやましがってくやしがることしか、できはしない。

　でも──。

　今いまの芳よし乃のには、昼ひる間ま、あの看かん板ばん屋やで買かってきた【店みせ寄よせ看かん板ばん】がある。

　晩ばんごはんを食たべ終おわるやいなや、芳よし乃のはダイニングを飛とび出だし、自じ分ぶんの部へ屋やに戻もどった。

　そして、持もち帰かえるとき店みせでもらった大おおきな紙かみ袋ぶくろから、【店みせ寄よせ看かん板ばん】と、専せん用ようのペンキの缶かんを取とり出だした。

　小ちいさなペンキの缶かんのフタを、ペキリ、と開あける。

　缶かんの中なかには、真まっ赤かなペンキと、これもまた小ちいさな刷毛はけが入はいっていた。

「よーし、それじゃあ。……ええと、なんて書かけばいいのかなあ。ほしいものとお店みせの種しゅ類るいを書かくんだよね。で、具ぐ体たい的てきな店てん名めいとか、商しょう品ひん名めいは書かけないわけだから……」

　ブラシ部ぶ分ぶんが赤あかいペンキに浸つかった刷毛はけで、ぐるぐるとペンキをかきまぜながら、考かんがえて。

　しばらく悩なやんだあと、芳よし乃のはペンキから刷毛はけを引ひき抜ぬいた。

　ぺと、ぺと、ぺとり。

　使つかいなれない刷毛はけに苦く戦せんしながら、看かん板ばんに文も字じを書かいていく。

「んー……こんなもんかな！」

　最さい後ごの一文も字じを書かき終おえ、看かん板ばんから刷毛はけの先さきを離はなして。

　芳よし乃のは、一ひと仕し事ごと終おえたとばかりに、ふうっと大おおきく息いきをついた。
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　それが、芳よし乃のが空くう白はくを埋うめて完かん成せいさせた、【店みせ寄よせ看かん板ばん】だった。

　真まっ白しろな面めんに、真まっ赤かなペンキで書かいた文も字じがよく目め立だつ。

　この書かき方かたなら、具ぐ体たい的てきな商しょう品ひん名めいやメーカー名めい、店てん名めいは使つかっていないし、それでいて、こちらの要よう望ぼうをきちんと表ひょう現げんできているはずだ。

　一歩ぽ引ひいたところから看かん板ばんをながめ、芳よし乃のは満まん足ぞくしてうなずいた。







　翌よく日じつ。芳よし乃のはさっそく、でき上あがった看かん板ばんの設せっ置ち場ば所しょを探さがしに出でかけた。

「お店みせができてほしい場ば所しょ……とりあえず、そのへんの空あき地ちでいいよね。この町まち、ろくなお店みせはないけど、空あき地ちや空あき家やは多おおいんだよなあ。……おっ。あったあった」

　家いえを出でて一分ぷんもしないうちに、芳よし乃のは早はやくも空あき地ちにたどり着ついた。

　芳よし乃のは、きょろきょろとあたりを見み回まわす。

　小こぶりな看かん板ばんとはいえ、勝かっ手てに空あき地ちにこんなものを立たてているのを見みつかれば、「何なにいたずらしてるんだ！」と、近きん所じょの大人おとなに怒おこられてしまうかもしれない。

　けれどもさいわい、あたりに人ひとの気け配はいはなかった。

　人ひとの少すくない、ひっそりとした活かっ気きのない町まちも、こういうときにはありがたいものだ。

（よし。それじゃあ、人ひとに見みられないうちに、さっさと作さ業ぎょうを終おわらせよう！）

　芳よし乃のは、持もってきた紙かみ袋ぶくろの中なかから【店みせ寄よせ看かん板ばん】を取とり出だした。

　空あき地ちの地じ面めんのすみっこに、看かん板ばんの杭くいの先さきを置おき、

「えいっ！」

　と、看かん板ばんを上うえから押おしこみ、杭くいをつき立たてる。

　看かん板ばんの杭くいは、ずぶっとほとんど抵てい抗こうもなく、簡かん単たんに地じ面めんにつき刺ささった。

「これでよし！　と……。さあて。本ほん当とうに、この看かん板ばんで、すてきなお店みせが寄よってくるのかな？」

　わくわくと、胸むねをときめかせ。

　芳よし乃のは、何なん度ども何なん度ども空あき地ちの看かん板ばんをふり返かえりながら、家いえへと帰かえった。







　はたして、その翌よく日じつのこと。

「──うっ……うそみたいっ……!!」

　昨日きのうの空あき地ちをおとずれた芳よし乃のは、そこにあるものを見みて、目めを丸まるくした。

　その場ば所しょは、もうすでに空あき地ちではなかった。

　なんとたった一ひと晩ばんで、昨日きのうまでは影かげも形かたちもなかったお店みせが、そこにオープンしていたのである。

　しかもそれは、まさに芳よし乃のが一いち度ど行いってみたいと思おもっていたような、たまらなくすてきなパン屋やさんだった。

　ビスケットみたいな色いろの外がい壁へき。色いろ違ちがいのクッキーをならべたような屋や根ね。飴あめ色いろの木きの扉とびらにはめこまれたガラスには、チョコレートソースで描えがいたような飾かざり格ごう子しが付ついている。

「わあああ、なんてかわいいお店みせ……！」

　目めを輝かがやかせてそうつぶやき、芳よし乃のは、くんくんと鼻はなを動うごかした。

　パンを焼やく香こうばしいにおいが、店みせの外そとにまでただよってくる。

　そのにおいをかいだら、ぐう～っとおなかがなった。

　芳よし乃のはたまらず、そのパン屋やの扉とびらを開あけた。

　かろやかなドアベルの音おとが響ひびく。いろいろなパンのにおいがまじり合あった、ほんわりとあたたかい空くう気きが、店みせに入はいった芳よし乃のをむかえる。

　店てん内ないには、たくさんのおいしそうなパンがならんでいた。

　菓か子しパンも、総そう菜ざいパンも、がっしりしたハード系けいの食しょく事じパンも、ふわふわとやわらかそうな食しょくパンも──なんという豊ほう富ふな品しなぞろえ！

　店みせの奥おくに目めをやると、レジのうしろに見みえる厨ちゅう房ぼうには、ちゃんと立りっ派ぱな石いし窯がまがある。

　あの窯かまで、素そ材ざいにこだわったおいしいパンを焼やいているのだ。

　芳よし乃のはうっとりとため息いきをついた。

　何なにもかも、芳よし乃のの理り想そうどおり、思おもったとおりのパン屋やさんだった。

　……いや。

　ただ、一つ。予よ想そう外がいのこともあったけど。

「いらっしゃいませ～。今いまのお時じ間かん、焼やき立たてのパンがいっぱいですよお～」

「うわっ!?　……え？　……ええ!?」

　店てん員いんに声こえをかけられて、芳よし乃のはギョッとした。

　なぜならその店てん員いんは、遊ゆう園えん地ちなどによくいるような、動どう物ぶつの着きぐるみだったからだ。
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　クマの着きぐるみ。それがぽつんとレジカウンターの中なかに立たっていたのは、店みせに入はいったときから、目めについてはいたけれど。てっきり、そこに飾かざってあるマスコットか何なにかだとばかり思おもっていた。まさか、中なかに人ひとが入はいっていたなんて……。

（ほかに店てん員いんさんらしい人ひともいないし……。このお店みせ、店てん員いんさんが着きぐるみ姿すがたで接せっ客きゃくするの？）

　なんだか、ちょっと変かわったお店みせだなあ。

　そう思おもいつつも、芳よし乃のは気きを取とり直なおし、おしゃれなトレーとトングを持もってパンをえらぶ。

「わああああ……！」

　クリームやフルーツをのせた、美うつくしくつややかな焼やき色いろのデニッシュ！

　色いろとりどりの切きり口くちをならべた、華はなやかなカンパーニュのスライス！

　クロワッサンやあんぱんやカレーパンも、ほかの店みせのものより数すう段だんおいしそう。

　あまり好すきでないレーズンパンさえ、どっさり入はいったレーズンが見みるからにジューシーで、ついついかぶりつきたくなってしまう──……。

　芳よし乃のは夢む中ちゅうになって、店てん内ないをぐるぐる何なん周しゅうもし、気きがすむまでパンをえらんだ。

　そして、やっとの思おもいで五つのパンをえらび終おえ、それを買かって店みせを出でた。

　本ほん当とうは、もっともっと、いろいろほしいパンはあったけど──。

（でも、こんなに近きん所じょにあるパン屋やだもん！　また、いつでも来こられるしね！）

　そう。「店みせに行いくため遠とお出でする」んじゃなく、「近きん所じょに店みせを呼よんだ」おかげで──！

　店みせをあとにするとき。

　芳よし乃のは、その敷しき地ちのすみっこに立たつ看かん板ばんを、ふり向むいて言いった。

「期き待たいどおり……いや、期き待たい以い上じょうのお店みせだよ！　こんなすてきなお店みせを呼よんでくれて、ありがとう、【店みせ寄よせ看かん板ばん】！」
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　着きぐるみ店てん員いんのパン屋やで買かったパンは、見みた目めのとおり、どれもものすごくおいしかった。

　日ひがたつにつれ、その店みせの存そん在ざいは町まちの人ひと々びとに知しれ渡わたり、店みせはたちまち人にん気きになった。

　毎まい日にち毎まい日にち、押おし寄よせる客きゃくでにぎわう着きぐるみパン屋や。

　その様よう子すを横よこ目めで見みながら。しかし、芳よし乃のが通かようのは、パン屋やとは別べつの店みせだった。

　その店みせとは──「看かん板ばん屋や」である。

「もっと、もっと……！　この町まちに、すてきなお店みせを増ふやすんだ！」

　すてきなお店みせがいっぱいある町まちで暮くらしたい。

　その望のぞみをかなえるために、来くる日ひも来くる日ひも、芳よし乃のは看かん板ばん屋やに行いって【店みせ寄よせ看かん板ばん】を買かい続つづけた。

　買かったそばから、次つぎ々つぎほしいと思おもうものを看かん板ばんに書かいて、完かん成せいした看かん板ばんを、町まちにある空あき地ちに立たて続つづけた。

『小しょう中ちゅう学がく生せいに人にん気きのブランド物もの　を売うっている　服ふく屋や　にきてほしい客きゃく、ここにいます！』

『センスばつぐんの手て作づくり一いっ点てん物もの　を売うっている　雑ざっ貨か店てん　にきてほしい客きゃく、ここにいます！』

『手てごろな値ね段だんで高こう級きゅう店てんなみに満まん足ぞくできる創そう作さく料りょう理り　を売うっている　レストラン　にきてほしい客きゃく、ここにいます！』

　……などなどの看かん板ばんで、次つぎから次つぎへとすてきなお店みせを引ひき寄よせ続つづけた。

「ケーキ屋や、アイス屋や、駄だ菓が子し屋や、和わ風ふう甘かん味み処どころ、お好このみ焼やき屋や、回かい転てんずしのお店みせ……本ほん屋や、文ぶん具ぐ店てん、ゲームセンター……どうせなら、コンビニやスーパー、百円えんショップやドラッグストアも、今いまこの町まちにあるのより、もっとすてきなお店みせを呼よぼう！　それから、それから──……」

　不ふ思し議ぎなことに。

【店みせ寄よせ看かん板ばん】に引ひき寄よせられてできたお店みせは、どの店みせも、例れい外がいなく店てん員いんが着きぐるみだった。

　服ふく屋やの店てん員いんは、ウサギの着きぐるみ。

　雑ざっ貨か店てんの店てん員いんは、リスの着きぐるみ。

　レストランの店てん員いんは、キツネの着きぐるみ。

　……といったふうに。

　着きぐるみ店てん員いんは、みんないつも着きぐるみを着きていて、けっしてそれを脱ぬごうとしなかった。

　町まちの人ひとたちは、着きぐるみ店てん員いんの着きぐるみの下したの素す顔がおを、だれも知しらないままだった。

　とはいえ、そんなことは関かん係けいなく。

　町まちの人ひとたちは、芳よし乃のが看かん板ばんで引ひき寄よせたすてきなお店みせに、大おおよろこびだった。

　どうしてこの町まちに、次つぎから次つぎへと新あたらしい店みせができるのか。そのことを奇き妙みょうに思おもう人ひとはいても、それが芳よし乃のの立たてた看かん板ばんのせいだということは、だれも気きづかないようだった。




　たくさんできたお店みせのおかげで、町まちはにわかに活かっ気きづいた。

　その一いっ方ぽうで、前まえから町まちにあった店みせの多おおくは、新あたらしくできた店みせにたちまちごっそり客きゃくを取とられて、ひとたまりもなくつぶれていった。

　そうして閉へい店てんしたお店みせを見みると、芳よし乃のは、少すこし申もうしわけない気き持もちになった。……が。

（まあ、しょうがないよね。私わたしたちお客きゃくにとっては、前まえからこの町まちにあるお店みせより、新あたらしくできた着きぐるみ店てん員いんのお店みせのほうが、ずっとずっと魅み力りょく的てきなんだもん）

　客きゃくには、店みせをえらぶ権けん利りがある。

　だから、客きゃくにえらばれなかった店みせは、つぶれたってしかたない。

　そう考かんがえて、芳よし乃のは自じ分ぶんを納なっ得とくさせた。

（それにしても……。つぶれたお店みせの、建たて物ものだけがまだ残のこってる土と地ち──もったいないなあ！）

　この町まちにはたくさんの空あき地ちがあったから、最さい初しょは、看かん板ばんの設せっ置ち場ば所しょにはこまらなかった。

　でも、今いまはもう目めぼしい空あき地ちを使つかい果はたして、あらたな看かん板ばんを立たてる場ば所しょを探さがすのに、苦く労ろうしているところだったのだ。

（つぶれたお店みせの土と地ち……有ゆう効こう利り用ようしたいなあ）

　そう思おもった芳よし乃のは、ある日ひ、ためしてみることにした。

　閉へい店てんした店みせの、まだ建たて物ものが残のこっている土と地ちのすみっこに、新あたらしく書かいた【店みせ寄よせ看かん板ばん】をつき立たててみた。

　すると、どうだろう。

　その土と地ちの地じ面めんには土つちがなく、全ぜん面めんアスファルトで固かためられていた。にもかかわらず、看かん板ばんの杭くいは簡かん単たんに、ずぶっと硬かたい地じ面めんにつき刺ささったではないか。

　そして次つぎの日ひ。その場ば所しょには、ちゃんとあらたなお店みせができていた。

　そこにもともとあった店みせの建たて物ものは、というと。そちらは、不ふ思し議ぎなことに影かげも形かたちもなくなって、すてきなお店みせと入いれ替かわるようにして、消きえてしまったのだ。

「そっか。別べつに、建たて物もののない空あき地ちじゃなくても、【店みせ寄よせ看かん板ばん】は立たてられるんだ」

　けれど、そのあとさらに実じっ験けんとして、民みん家かの空あき家やの庭にわに看かん板ばんを立たてようとしてみたところ。

　今こん度どは、やわらかそうな土つちの地じ面めんなのに、どうやっても看かん板ばんの杭くいは刺ささらなかった。

「うーん。建たて物ものがある土と地ちの場ば合あい、『何なにかのお店みせがあった場ば所しょ』にしか、この看かん板ばんは立たてられないのかなあ。──あ。でも、それなら。古ふるいお店みせが閉へい店てんすれば閉へい店てんするだけ、そこにまた新あたらしいお店みせを呼よべるってことか！」

　芳よし乃のにとって、それはうれしい発はっ見けんだった。

　それからというもの。その町まちでつぶれたお店みせは、あらたな着きぐるみ店てん員いんのお店みせと入いれ替かわって、どんどん消きえてなくなっていった。

　そんな中なか。どんなにお客きゃくが来こなくなっても、しぶとくつぶれない店みせもいくつかあった。

　そういう店みせは、以い前ぜんの町まちの風ふう景けいになら、しっくりなじんでいた店みせだった。でも、着きぐるみ店てん員いんのすてきなお店みせでいっぱいになった今いまの町まちでは、それらはひどく目めについた。

（ああ、いやだなあ。こんなにたくさんすてきなお店みせがある町まちに、前まえからあるパッとしないお店みせなんて、ふさわしくない……！）

　そう思おもい。芳よし乃のは、また「実じっ験けん」してみた。

　新あたらしく書かいた【店みせ寄よせ看かん板ばん】を、今こん度どは「まだ営えい業ぎょうしているお店みせ」の土と地ちに、つき立たてたのだ。

　その結けっ果か。

　看かん板ばんの杭くいは、あっさりとそこにつき刺ささった。

　そして翌よく日じつ。そこにあったお店みせは消きえて、あらたな着きぐるみ店てん員いんのお店みせができていた。

「──なーんだ。この看かん板ばん、こういうこともできるんだ！」

　その大おおきな発はっ見けんに、芳よし乃のの目めは輝かがやいた。

「そうだ……！　こうなったら、この町まちをもっともっとすてきな町まちにするために、前まえからこの町まちにあるお店みせは、ぜんぶ着きぐるみ店てん員いんのお店みせと入いれ替かえちゃおう！」

　そのほうが、この町まちの人ひとたちだってうれしいに違ちがいない。

　そう考かんがえて、芳よし乃のはそれからすぐに、そのアイデアを実じっ行こうに移うつした。

　芳よし乃のが行いきたいような種しゅ類るいのお店みせだけじゃなく。芳よし乃のにとっては今いまのところ用ようがない、あるいはあまり興きょう味みがない──たとえば、酒さか屋や、眼鏡めがね屋や、手しゅ芸げい店てん、園えん芸げい店てん、電でん機き屋や、ホームセンター、などなどのお店みせまで。手て当あたり次し第だいに、看かん板ばんを使つかって新あたらしいお店みせと入いれ替かえていった。

　そうしてやがて、町まちにある店みせは、ほとんどすべて着きぐるみ店てん員いんのお店みせになった。
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　それからいくらかたった、ある日ひのこと。

　芳よし乃のは、テレビの情じょう報ほう番ばん組ぐみで、「揚あげたてのサックリホクホクなポテトコロッケ」が紹しょう介かいされているのを見みた。

　遠とおい町まちにある商しょう店てん街がいの、肉にく屋やで売うられているコロッケ。

　その町まちに住すむ、学がっ校こう帰がえりや会かい社しゃ帰がえりの人ひとたちが、アツアツのそれを買かって、その場ばでザクッとかぶりつく映えい像ぞう──。

「お……お……おいしそう……！」

　見みたとたん、芳よし乃のはそれが食たべたくなった。

「おいしい揚あげたてコロッケを売うる肉にく屋や、この町まちにもほしい！　学がっ校こう帰がえりに寄より道みちして、アツアツのコロッケ、買かって食たべたい……！」

　芳よし乃のはもう、いてもたってもいられなかった。

　また【店みせ寄よせ看かん板ばん】を使つかって、おいしいコロッケを売うる着きぐるみ店てん員いんの肉にく屋やを、引ひき寄よせなくては……！

　と、思おもったものの。

　ふと気きづけば、この町まちにはもう、あらたなお店みせを呼よぶための「場ば所しょ」がなかった。

　空あき地ちも、新あたらしい店みせと入いれ替かえてしまっていいような店みせも、もうこの町まちのどこにもない。

　それらの場ば所しょは、着きぐるみ店てん員いんのお店みせが、ひとつ残のこらず埋うめつくしてしまった。

　──いや。

　一つだけ、残のこっている。

　まだ、着きぐるみ店てん員いんのお店みせと入いれ替かわっていない、前まえからこの町まちにあった店みせが。

（看かん板ばん屋や──。あそこになら、新あたらしい看かん板ばんを立たてられる！）

　それを思おもいついて。

　その翌よく日じつ。芳よし乃のはさっそく、看かん板ばん屋やで新あたらしい【店みせ寄よせ看かん板ばん】を一枚まい買かった。

（これが、最さい後ごの一枚まいだ。この町まちも、もうじゅうぶん『すてきなお店みせがいっぱいある町まち』になったしね）

　さんざんお世せ話わになったお店みせに、この看かん板ばんを使つかうなんて、本ほん当とうに申もうしわけないけれど。

　でも、この店みせがあるかぎり、「引ひき寄よせたいお店みせ」にキリがなくなりそうだし、ちょうどいい機き会かいかもしれない。

　そんなふうに思おもいながら、芳よし乃のは新あたらしく書かいた看かん板ばんを、看かん板ばん屋やの店みせの敷しき地ちにつき立たてた。

　翌よく日じつ。看かん板ばん屋やのあった場ば所しょは、揚あげたてコロッケのにおいがただよう肉にく屋やになっていた。
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「さあて、それじゃあ……。私わたしもそろそろ、すてきなお店みせでいっぱいになったこの町まちで、ショッピングを楽たのしむか！」

　週しゅう末まつのお休やすみに、芳よし乃のは、ウキウキしながら外そとに出でた。

【店みせ寄よせ看かん板ばん】を買かい続つづけて、お金かねを使つかいすぎたせいで、今いままでそれ以い外がいの買かい物ものもままならなかった。でも、看かん板ばんを買かうのをやめて、やっと少すこしおこづかいが貯たまったのだ。

「けど、今日きょう買かえるのは、パンくらいかなあ。……よし、あそこに行いこう！」

　芳よし乃のは、家いえのすぐ近ちかくにある、クマの着きぐるみ店てん員いんのいるパン屋やに向むかった。

　──ところが。

「……え？　……ど、どうして……」

　店みせのある場ば所しょに行いってみて、芳よし乃のはがくぜんとした。

　そのすてきなパン屋やさんの、お店みせの中なかは──空からっぽ、になっていたのだ。

　かわいいお店みせの建たて物ものだけは残のこっているけど、建たて物ものの中なかには、何なにもない。だれもいない。

　ただ、お店みせの入いり口ぐちの前まえには、クマの着きぐるみが座すわりこんでいた。

　芳よし乃のは震ふるえる声こえで、その着きぐるみに話はなしかけた。

「て、店てん員いんさん？　これって、どういうこと？　お店みせ、どうしちゃったの？　ねえ──」

　芳よし乃のは、着きぐるみの肩かたを軽かるくゆさぶった。

　そのとたん。ぽろり、と着きぐるみの頭あたまが落おちた。

　着きぐるみの中なかは──空からっぽ、だった。

「……なんで？　……何なにが起おこったの？　……──そうだ！　か、看かん板ばんは……!?」

　それに思おもいいたって、芳よし乃のは、敷しき地ちのすみっこに立たてた看かん板ばんをたしかめに行いった。

　芳よし乃のが空くう白はくを埋うめて完かん成せいさせた【店みせ寄よせ看かん板ばん】は、なくなったり倒たおれたり折おれたりすることもなく、ちゃんとその場ば所しょに立たっていた。

　しかし──。
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「何なにこれ。文も字じが……消きえてる！」

　その看かん板ばんは、芳よし乃のの書かいた赤あかい文も字じだけが、ほとんど消きえて読よめなくなっていた。

　ほしい品しな物ものと、来きてほしいお店みせの種しゅ類るい。

　その部ぶ分ぶんが、空くう白はくに戻もどってしまっていたのである。

　それを見みて、芳よし乃のはふっと思おもい出だした。

　そういえば、こういう状じょう態たいの看かん板ばん、見みたことがある。何なにかの注ちゅう意い喚かん起きの看かん板ばんなのだろうけど、肝かん心じんな部ぶ分ぶんが消きえて読よめなくなって、なんの看かん板ばんなのかわからなくなったやつ。

　ああいう看かん板ばんの、文も字じが読よめなくなった部ぶ分ぶんには、よくよく見みると──赤あかいペンキの跡あとが、うっすら残のこっていたりするものだ。

（そうだ……！　赤あかいペンキは、派は手ででよく目め立だつけど、ほかの色いろより消きえやすいんだ……！）

【店みせ寄よせ看かん板ばん】の、空くう白はく部ぶ分ぶんを埋うめるために使つかったペンキは、真まっ赤かな色いろのものだった。

　そのせいで、書かいてから時じ間かんがたって、赤あかい文も字じだけが消きえてしまった。

　その結けっ果か、「ほしい品しな物もの」と「来きてほしいお店みせの種しゅ類るい」を書かいた部ぶ分ぶんが、空くう白はくになって。

　──看かん板ばんで引ひき寄よせたお店みせが、空からっぽになった。

　きっと、そういうことなのだろう。

「……で……でも、大だい丈じょう夫ぶ！　看かん板ばん自じ体たいは、無ぶ事じなんだから。文も字じなんて、また書かき直なおせば──」

　冷ひや汗あせをかきつつも、芳よし乃のはそうつぶやいた。

　けれど、その直ちょく後ごにハッとした。

　──ああ、そうだ。だめなのだ。

　だって、看かん板ばん屋やの店てん員いんは、こう言いっていた。

『【店みせ寄よせ看かん板ばん】専せん用ようのペンキを、お付つけしておきますね。これ以い外がいのペンキで看かん板ばんに文も字じを書かきこんでも、『店みせ寄よせ』の効こう果かはありませんので。──ご注ちゅう意いを』……と。

　その「専せん用ようのペンキ」を売うる店みせを、芳よし乃のは、自みずからの手てで消けしてしまったのだ。

「揚あげたてのサックリホクホクなポテトコロッケを売うる肉にく屋や」と引ひき換かえに。







　その後ご。

　芳よし乃のが立たてた看かん板ばんの赤あかい文も字じは、書かいた順じゅんから、どんどんうすれて消きえていった。

　看かん板ばんに空くう白はくが戻もどるたび、町まちにはすてきなお店みせと着きぐるみの、抜ぬけがらだけが増ふえていった。

　そうして、やがて……。

　着きぐるみ店てん員いんのお店みせが、いちばん最さい後ごの一軒けんまで、ぜんぶ空からっぽになったあと。

　その町まちには、すてきなお店みせもそうでないお店みせも、もう、どこにも残のこっていなかった。
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　その日ひ、南みなみは、悩なやみの種たねを抱かかえて家いえに帰かえった。

　それは、野や菜さいの無む人じん販はん売ばい所じょのすみっこで売うられていた、袋ふくろ入いりの種たねだった。

　値ね段だんは一袋ふくろ百円えん。

　袋ふくろの裏うらには、次つぎのような商しょう品ひん説せつ明めいが書かかれていた。





【悩なやみの種たね】の育そだて方かた および特とく徴ちょうと性せい質しつ

　① 土つちのある場ば所しょに、まきたいだけ種たねをまきます。

　② 種たねをまいた場ば所しょに、やりたいだけ水みずをやります。

　③ 種たねをまいてから一週しゅう間かんほどで、〈悩なやみの葉はっぱ〉が収しゅう穫かくできます。

　④〈悩なやみの葉はっぱ〉一枚まいにつき、悩なやみが一つ生うまれます。持もちたい悩なやみの数かずに合あわせて、


葉はっぱをおいしくいただきましょう。葉はっぱは生なまのまま食たべられます。








　食たべると悩なやみが生うまれる葉はっぱの種たね。

　その珍ちん妙みょうな商しょう品ひんを、南みなみが思おもわず買かってしまったのは、もちろん南みなみが「悩なやみを抱かかえたい」と思おもっていたからだ。

『あなたって、悩なやみとかなさそうだよね』

　南みなみは、よく人ひとからそう言いわれる。

　それはじっさい、当あたっていた。南みなみの人じん生せいには、悩なやみというものが存そん在ざいしない。

　でも、最さい近きんになって、南みなみはそのことが少すこし気きになり始はじめていた。

　はたして、自じ分ぶんはこのままで本ほん当とうにいいのだろうか──と。

（だって、十三年ねんちょい生いきてきて、いまだに悩なやみの一つも持もったことのない人にん間げんって、どうなんだ？　周まわりを見みても、いろんなドラマや漫まん画がを見みても、人にん間げんってだいたいみんな、悩なやみってものを何なにかしら経けい験けんしてるっぽいぞ……？）

　悩なやみを持もつのがふつうなら。ほかのみんなが悩なやみを持もっているのなら。

　自じ分ぶんだって、一いち度どくらいそれを持もってみたい。

（けど、持もとうと思おもって持もてるものじゃないしなあ……。まあ、いっか！　悩なやみがないのは幸しあわせなことだし、いいことだ！）

　結けっ局きょく、南みなみはそんなふうに、いったんは考かんがえたのだけど。

　その日ひ、散さん歩ぽの途と中ちゅうにめずらしい色いろの蝶ちょうを見みかけて、暇ひまつぶしに三十分ぷんくらいその蝶ちょうを追おいかけていたら……見み知しらぬ無む人じん販はん売ばい所じょの前まえに、たどりついていたのだった。

　そこで売うられていた【悩なやみの種たね】には、ちなみに、「甘あま口くち」と「辛から口くち」の二種しゅ類るいがあった。

『「甘あま口くち」の葉はっぱを食たべて生うまれた悩なやみは、解かい決けつするのが簡かん単たんです。

　「辛から口くち」の葉はっぱを食たべて生うまれた悩なやみは、解かい決けつするのに苦く労ろうします。』

　──と、袋ふくろの裏うらの説せつ明めい文ぶんには書かかれていた。

　それを読よんで、南みなみが買かって帰かえったのは「甘あま口くち」のほうだった。

「よしそれじゃ。さっそく、種たねをまいてみよっと」

　家いえに帰かえってすぐ、南みなみは、種たねの袋ふくろを持もって庭にわに出でた。

　南みなみの家いえの庭にわは、今いまは荒あれてはいるけれど、けっこう広ひろくて日ひ当あたりもいい。

　その庭にわには、今いまは使つかわれていない植うえ木き鉢ばちやプランターが、中なかに土つちを入いれられたまま、いくつも置おきっぱなしにされている。

　南みなみは、その中なかから小ちいさな植うえ木き鉢ばちをえらんで、その土つちの上うえに種たねをまき、水みずをやった。







　一週しゅう間かん後ご。

　種たねをまいた植うえ木き鉢ばちには、わっさりと見み事ごとな葉はっぱが生はえていた。

　不ふ思し議ぎに青あおみがかった草くさ色いろの、フリルをくしゃっと丸まるめたみたいなちぢれた葉はっぱ。

　南みなみはぷちっと一枚まい、その葉はを摘つんだ。

　とたんに、葉はっぱの香かおりがあたりに広ひろがる。なんとも言いえない独どく特とくの。たとえるなら、日ひが沈しずんだあとの暗くらい青あおが、風かぜになって胸むねの中なかを吹ふき抜ぬけていくような。そんなひんやりした香かおり。

「わあ。……これって、ハーブの一いっ種しゅなのかなあ」
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　うっとりとその香かおりを吸すいこんで。

　南みなみは、庭にわの水すい道どうで葉はっぱをよく洗あらったあと、おもむろにそれを口くちに入いれた。

　一ひとかみすると、暗くらくて冷つめたい青あおの香かおりが鼻はなに抜ぬけた。

　まったりとした甘あまさ。ほのかな苦にがみ。ピリッとした刺し激げき。──それらが一いっ体たいとなって口くちの中なかに広ひろがる。葉はっぱをかみしめるたび、ピリピリする感かん覚かくが、舌したの上うえにちょっとずつ増ふえていく。

　もしゃ。もしゃ。もしゃ。……ごくん。

　葉はっぱをのみこんで、南みなみは口くちの周まわりをぺろりとなめた。

「んー、けっこうおいしい。癖くせになる味あじだな！」

　食たべ物ものがおいしいのはいいことだ。

　でも、この葉はっぱを食たべたことで、本ほん当とうに悩なやみなんて生うまれるのだろうか。

（まあ、もしその話はなしがウソだったとしても、「まあいっか」だけど！）

　南みなみはのんきにそう思おもった。

　けれど、その直ちょく後ご。

「…………ん？」

　南みなみは、胸むねの中なかで風ふう船せんがふくらむような、息いき苦ぐるしさを感かんじた。

　それを吐はき出だそうと、思おもわず、はあっと大おおきく息いきをつく。

〈悩なやみの葉はっぱ〉の香かおりの息いき。

　でも、いくら息いきを吐はいても、息いき苦ぐるしさは胸むねの中なかに残のこったままだ。

　それに加くわえて、なんだかやけに気き分ぶんがそわそわする。

（なんだろ、この気き持もち。何なにか──今いま、わたし。すごく、気きがかりなことがあるような）

　胸むねの底そこから、あせりと不ふ安あんがドクドクわいてくる。

　その原げん因いんを、南みなみは必ひっ死しで考かんがえた。

「……そういえば。定てい期きテストまで、あと一週しゅう間かんだったっけ」

　それを思おもい出だして、南みなみはハッとした。

　南みなみは勉べん強きょうがきらいだった。きらいなことは、やりたくなかった。だから南みなみは、テスト勉べん強きょうも、宿しゅく題だいも、授じゅ業ぎょうの予よ習しゅう復ふく習しゅうも、まともにやったためしがない。

　今いままでは、それでいいと思おもっていた。

　宿しゅく題だいを提てい出しゅつしなくても、予よ習しゅうしてない授じゅ業ぎょうで当あてられて問もん題だいに答こたえられなくても、テストでひどい点てん数すうを取とっても、べつに死しぬわけじゃないんだから「まあいっか！」と思おもっていた。

　それなのに。

（本ほん当とうに、いいの？　このままで。……たしかに、定てい期きテストの点てん数すうがいくら悪わるくても、それで死しんじゃうわけじゃないけどさ。というかむしろ、人にん間げんいつ死しんじゃうかわからないからこそ、きらいな勉べん強きょうするよりも、漫まん画がを読よんだりゲームをしたり、そういう楽たのしいことに人じん生せいの時じ間かんを使つかったほうが、きっと後こう悔かいしないはず。──とか、思おもってた、けどさ）

　この人じん生せいが、それなりに長ながく続つづいていく可か能のう性せいだって、もちろんあるわけで。

　自じ分ぶんも将しょう来らい、進しん学がくとか就しゅう職しょくとかの選せん択たくに、直ちょく面めんするかもしれないわけで。

（勉べん強きょうができないと……学がっ校こうの成せい績せきが悪わるいと……行いけない高こう校こうや大だい学がく、就つけない職しょく業ぎょうは、いっぱいある。もしも将しょう来らい、わたしがそういう進しん学がく先さきや就しゅう職しょく先さきを目め指ざしたい、と思おもったら？）

　進しん学がくや就しゅう職しょくの選せん択たくなんて、今いまはまだまだ、遠とおい未み来らいのことだと感かんじる。

　けれど、自じ分ぶんの勉べん強きょうのできなさ、成せい績せきの悪わるさでは、将しょう来らいの選せん択たく肢しがとてもせまいものにかぎられてしまうことは、間ま違ちがいない。

　それを考かんがえると、息いき苦ぐるしい。胸むねの中なかの空くう気きが重おもい。

　重おもたいその空くう気きのかたまりが、楽たのしい気き分ぶんやうれしい気き分ぶんのわき出だす穴あなを、ぴったりふさいでしまったような感かんじがする。

　ああ──そうか。この感かん覚かくが。

「これが──『悩なやみを抱かかえる』ってことなのか！」

　こうして、南みなみは一つの「悩なやみ」を持もつことができた。

　となると、次つぎに考かんがえることは、その「悩なやみ」の解かい決けつだ。

「えーっと。今いまのわたしの悩なやみは、『勉べん強きょうができない』『学がっ校こうの成せい績せきが悪わるい』ってことなわけだから。それを解かい決けつするには──……勉べん強きょうを、するしかないな！」

　その決けつ意いを固かためると同どう時じに、南みなみは、いてもたってもいられなくなった。

　南みなみは、いそいで自じ分ぶんの部へ屋やに戻もどると、勉べん強きょう机づくえの上うえに教きょう科か書しょとノートとプリントを広ひろげ、テスト範はん囲いの勉べん強きょうをし始はじめた。

　それから毎まい日にち、南みなみは、定てい期きテストに向むけて猛もう勉べん強きょうした。

　そのかいあって、テストの結けっ果かは、自じ分ぶんでもびっくりするほど良よいものだった。

　今いままでは学がく年ねん最さい下か位いをうろちょろしていた順じゅん位いが、なんと、いきなり上うえから二十位いにまでなったのである。
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　テストが終おわってしばらくたった、ある日ひのこと。

　南みなみは、そろそろ次つぎの悩なやみでも持もとうかと、朝あさ起おきるなりパジャマのまま庭にわに出でて、〈悩なやみの葉はっぱ〉を一枚まい摘つんだ。

　二枚まい目めとなるそれを、朝あさのサラダ代がわりにもしゃもしゃ食たべる。

　その直ちょく後ご。

「──あれ？　……なんだか。……今日きょう、学がっ校こうに行いきたくないな」

　そんな気き分ぶんになったことは初はじめてで、南みなみは自じ分ぶんでおどろいた。

　とまどいつつも、南みなみはとりあえず家いえの中なかに戻もどって、いつものように朝あさの支し度たくをしようとする。

　でも、いつもとちがって体からだが重おもたく感かんじられ、何なにをするにものろのろとしか動うごけない。

　顔かおを洗あらいたくない……。着き替がえたくない……。朝あさごはんを食たべたくない……。

　支し度たくができたら、学がっ校こうへ行いかなきゃいけない、と思おもうと。

（なんでだろう……。なんでわたしは、学がっ校こうに行いきたくないんだろう……）

　その原げん因いんを考かんがえながら、南みなみは必ひっ死しで朝あさの支し度たくを進すすめていった。

　そして、遅ち刻こくぎりぎりの時じ間かんになってから、ようやく玄げん関かんに出でて靴くつを履はいた、そのとき。

（そういえば……。この靴くつ、昨日きのう、ぞうきんをしぼったバケツの中なかに、つっこまれたっけ）

　ぐじゅっとしめった感かん触しょくを踏ふんで、南みなみはそのことを思おもい出だす。

　見みた目めにはわからないけれど、靴くつの中なかは、一日にちたってもまだ乾かわいていなかった。

（何なん十じゅっ回かい目めだっけ……何なんか月げつ前まえからだっけ……こういうの）

　中ちゅう学がっ校こうに入はいってわりとすぐ、南みなみはクラスメートの一いち部ぶから、たびたびこの手てのいやがらせをされるようになった。

　教きょう科か書しょや机つくえに落らく書がきされたり、階かい段だんで思おもいっきり体たい当あたりされたり、給きゅう食しょくにゴミを入いれられたりしたこともある。

　それらのことを、南みなみは今いままでべつに気きにしていなかった。

　せまい教きょう室しつにたくさんの人にん間げんが集あつまれば、そりゃあ中なかには意い地じ悪わるな人にん間げんだっているだろうし、これも貴き重ちょうな人じん生せい経けい験けんと考かんがえれば「まあいっか！」と思おもっていた。

　いいわけがない。何なにも良よくない。

　どんな場ば所しょだろうと、だれが相あい手てだろうと、こんないやがらせは絶ぜっ対たいに許ゆるされない。

（人ひとに、こんないやがらせができるくらい……やっていいことと、悪わるいことの区く別べつもつかない人ひとたちが……同おなじクラスにいるなんて）

　そのことに、南みなみは初はじめてぞっとした。

　自じ分ぶんをターゲットにした「悪あく意い」。それがおそろしくて、足あしがふるえた。

（学がっ校こうに行いったら、あいつらがいる……。あいつらに、また、いやがらせされる……。いやだ。怖こわい。……行いきたくない）

　けれど──それでも。

　しめった靴くつとふるえる足あしを引ひきずって、南みなみはその日ひも学がっ校こうに行いった。

　この「悩なやみ」を、解かい決けつするために。

　学がっ校こうに着ついて、教きょう室しつに入はいって、自じ分ぶんの席せきに着つこうとした南みなみは、ギクリとした。

　イスの上うえに、絵えの具ぐがチューブ一本ぽん分ぶんくらい、たっぷりしぼり出だされていたのである。

　気きづかず腰こしを下おろしていたら、大たい変へんなことになっていたところだ。

　イスから顔かおを上あげ、南みなみは教きょう室しつを見み回まわした。

　すると、窓まど辺べのところに、いつもいやがらせをしてくるやつらが固かたまっているのが見みえた。

　そいつらは、南みなみのほうを見みながら、そろってニヤニヤとうす笑わらいを浮うかべていた。

「…………言いいたいことがあるなら、はっきり言いえよ。──卑ひ怯きょう者もの！」

　気きがつけば、南みなみはそう口くちにしていた。

　教きょう室しつが、しんと静しずまり返かえる。

　いやがらせの犯はん人にんたちが、目めを丸まるくして南みなみを見みつめる。

　南みなみは、つかつかと犯はん人にんたちに歩あゆみ寄より、その中なかの一人ひとりの胸むなぐらをつかんで、怒ど鳴なりつけた。

「おまえらいっぺん、自じ分ぶんたちがセコセコいやがらせしてるところを、動どう画がにでも撮とって見みてみればいいよ。それを見みて、自じ分ぶんたちが何なにをやってんのか、よーく考かんがえてみろっ！」

　ふんっ、と息いきを吐はいて、南みなみはそいつから手てを離はなした。

　犯はん人にんたちは、あっけに取とられた顔かおをしている。

　数すう秒びょう、時じ間かんが止とまったように、教きょう室しつにいるだれも動うごかなかった。

　そして──。

　いやがらせの犯はん人にんたちは、ハッと我われに返かえった顔かおになり、逃にげるように教きょう室しつを出でて行いった。

　それからというもの、南みなみに対たいするいやがらせは、ぱたりと止やんだ。
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　またしばらくたってから、南みなみは三枚まい目めの〈悩なやみの葉はっぱ〉を摘つんで食たべた。

　そうして生うまれた今こん度どの悩なやみは──……。

「そういえば……。うちの親おや、そろそろ離り婚こんするのかもしれないなあ」

　その気け配はいは、前まえからうすうす感かんじていた。

　けれど、南みなみは例れいによって、べつに気きにしていなかった。

　親おやが結けっ婚こんしていようが離り婚こんしていようが。それによって、自じ分ぶんの家か族ぞくの形かたちや生せい活かつが変かわろうが。自じ分ぶんが自じ分ぶんであることに変かわりはないのだから、「まあいっか！」と思おもっていた。

　……でも。よくよく考かんがえてみると、やっぱり。

（わたしは──お母かあさんのことも、お父とうさんのことも、好すき。二人ふたりとも、わたしにとっては大だい事じな家か族ぞく。できるなら、これからも今いままでどおり、家か族ぞく三人にんで暮くらしたい……！）

　それが、南みなみの本ほん心しんだった。

（わたしがいくら三人にんいっしょにいたいと思おもっても、親おやの人じん生せいは、親おやの人じん生せいだ。二人ふたりが別わかれたいって思おもったのなら、それは、どうしようもないことかもしれない……）

　人ひとの気き持もちを変かえるなんて、そんなの、とてもむずかしいことだ。

　たとえ親おや子こであったとしても、そのむずかしさは、きっとあまり変かわらない。

（でも……お母かあさんと離はなれるのも、お父とうさんと離はなれるのも……わたしは、どっちもさびしいよお）

　ぽろぽろと、南みなみの目めから涙なみだがこぼれた。

　その涙なみだを袖そで口ぐちでぬぐって、南みなみは庭にわを見み回まわした。

　広ひろくて日ひ当あたりも良よくて、でも、今いまはただ雑ざっ草そうばかりが生おい茂しげる庭にわ──……。

　南みなみの両りょう親しんは、二人ふたりともガーデニングが趣しゅ味みだった。二人ふたりは園えん芸げい店てんの常じょう連れん客きゃくとして知しり合あって、その共きょう通つうの趣しゅ味みをきっかけに親したしくなって、結けっ婚こんしたのだと以い前ぜんに聞きいた。

　両りょう親しんの仲なかがよかったころ、この家いえの庭にわには、きれいな花はな畑ばたけがあった。

　ハーブや野や菜さいや果くだ物ものも、庭にわをうろつけば、いつも何なにかしら取とって食たべられるものがあった。

　でも、今いまは。人ひとが手て入いれしなければならない植しょく物ぶつたちは、のきなみ枯かれて、この庭にわから姿すがたを消けした。おたがいに顔かおを合あわせたくない両りょう親しんが、二人ふたりとも、ガーデニングのために庭にわに出でることをやめてしまったから。

　荒あれ放ほう題だいになったこの庭にわは、つまり、今いまの両りょう親しんの関かん係けい性せいを映うつし出だしているようなものなのだ。

（お母かあさんもお父とうさんも、きっとそれぞれ自じ分ぶんなりに考かんがえて、自じ分ぶんが幸しあわせになるために、離り婚こんをしようとしてるんだろうな。……でも、それでも。わたしは、「家か族ぞく三人にんで仲なか良よく暮くらす」って形かたちの幸しあわせがほしい。二人ふたりが自じ分ぶんの幸しあわせのために行こう動どうしようとしてるなら……わたしだって、わたしにとっての幸しあわせのために、がんばってみてもいいよね──？）

　南みなみは、決けつ意いした。

　両りょう親しんの離り婚こんを止とめるために。二人ふたりを仲なか直なおりさせるために。何なにか方ほう法ほうを考かんがえよう、と。

「……けど、そうはいっても、いったい何なにをどうすれば？　………………うーん」

　南みなみは、しばらく必ひっ死しに考かんがえた。

　考かんがえて、考かんがえて──考かんがえた末すえ、園えん芸げい店てんに行いって、バラの苗なえを一ひと株かぶ買かった。

　その苗なえを両りょう親しんに見みせて、南みなみはこう言いったのだ。

「お母かあさん、お父とうさん。わたしと賭かけをしてください。わたし、初しょ心しん者しゃには育そだてるのがむずかしいっていうバラの苗なえを、こうして一ひと株かぶだけ買かってきたの。まだつぼみもついてないこの苗なえを、わたしが育そだてて、もし花はなを咲さかせることができたなら──……今いまは離り婚こんするのを、やめてください！」

　それを聞きいた両りょう親しんは、そろっておどろいた顔かおをした。

　両りょう親しんは、南みなみの賭かけに乗のるとも乗のらないとも言いわずに、言こと葉ばをにごした。

　また、「何なに言いってるの。別わかれるつもりなんてないよ」なんてことも言いわなかったが──……。

　ただ、その代かわり。

「南みなみ。バラを育そだてるのなら、まずは本ほんでも読よんで、あらかじめ勉べん強きょうしておきなさい。植しょく物ぶつは生いき物ものなんだから、ペットを飼かうときと同おなじで、育そだて方かたをちゃんと知しっておかないと……」

「南みなみ。バラの苗なえ、毎まい日にちこまめに様よう子すを見みてあげてるか？　バラは病びょう害がい虫ちゅうにやられやすいものが多おおいから、ちょっとでも何なにか変へんだなと思おもったら、すぐに原げん因いんを調しらべて対たい処しょしなきゃだぞ……」

　そんなふうに、南みなみが育そだてるバラを、二人ふたりはとても気きにかけていた。

　そのうち二人ふたりは、南みなみにアドバイスするだけでなく、たびたび庭にわに出でて、自じ分ぶんでもバラの様よう子すをたしかめるようになった。

　そしていつしか、バラに元げん気きがないときは、その原げん因いんを二人ふたりで話はなし合あうようになっていた。

　そんな日ひ々びが、しばらく続つづいて。

　いつの間まにか、家いえの庭にわには、小ちいさな花はな畑ばたけと小ちいさな畑はたけができていた。

　その花はな畑ばたけと畑はたけの横よこで、「次つぎは何なにを植うえようか」と、両りょう親しんが笑えみを交かわし合あう姿すがたを、あたりまえのように目めにするようになっていた。
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「【悩なやみの種たね】……か。本ほん当とうに、とっても不ふ思し議ぎな商しょう品ひんだったなあ」

　青あおみがかった葉はっぱの茂しげる、植うえ木き鉢ばち。

　その前まえにしゃがんで葉はっぱを見みつめ、南みなみは、これまでのことを思おもい返かえした。

【悩なやみの種たね】から生はえた〈悩なやみの葉はっぱ〉を食たべたことで、南みなみの中なかには、たしかに今いままでなかった「悩なやみ」が生うまれた。

　でもそれは、「悩なやみとなる出で来き事ごと」が、何なにかあたらしく起おこったからってわけじゃない。

　自じ分ぶんでは「悩なやみ」だなんて思おもっていなかった、勉べん強きょうや、学がっ校こうや、家か族ぞくに関かんする問もん題だい。それらに向むき合あって、あせってこわがって苦くるしんで、「悩なやむ」ようになったのだ。

「これを食たべると『悩なやみが生うまれる』──……って。なるほど、そういうことだったんだ」

　妙みょうに納なっ得とくしながら、南みなみは植うえ木き鉢ばちから顔かおを上あげ、空そらを見み上あげた。

　今いま、南みなみの胸むねの中なかは、充じゅう実じっ感かんでいっぱいだった。

　以い前ぜんの南みなみには、けっして知しることのできなかった、満みたされた気き持もち。

「こんなわたしでも、ちゃんと悩なやみを持もって、それを解かい決けつすることができたんだ」

　そのことが、南みなみはうれしくて、ほこらしかった。

「……けど。悩なやみを『解かい決けつ』できたのは、それも、この葉はっぱの力ちからなんだよな」

　南みなみは、ふたたび植うえ木き鉢ばちの葉はっぱを見み下おろし、つぶやいた。

　そう。葉はっぱを食たべたことで生うまれた悩なやみは、どれもみな、南みなみにとっていちばん都つ合ごうよく物もの事ごとが運はこんで、あっという間まに解かい決けつできた。

　それは、この葉はっぱが「甘あま口くち」だったからだ。

『「甘あま口くち」の葉はっぱを食たべて生うまれた悩なやみは、解かい決けつするのが簡かん単たんです。』

　種たねの袋ふくろの商しょう品ひん説せつ明めいに、そう書かいてあったではないか。

「そうだよな。……今いままでろくに勉べん強きょうしてこなかった人にん間げんが、テスト前まえに付つけ焼やき刃ばで勉べん強きょうしたからって、簡かん単たんにいい結けっ果かなんて、出だせるもんじゃない。……いやがらせをしてくるやつらに、勇ゆう気きを出だして立たち向むかったからって、それで相あい手てがいやがらせをやめるとは、かぎらない。逆ぎゃくに相あい手てを怒おこらせて、ますますいやがらせがエスカレートする、そんな危き険けんだってあった……」

　それに、両りょう親しんの不ふ仲なかのことだって。

　あのときの二人ふたりが、内ない心しんではおたがい仲なか直なおりしたがっていて、南みなみがそのきっかけを作つくる形かたちになった──そんな可か能のう性せいも、なくはないけれど。

「まあ、とにかく。この葉はっぱを食たべるのは、もうやめておくか」

　この不ふ思し議ぎなアイテムのおかげで、自じ分ぶんはきっと、人ひととして「成せい長ちょう」できたから。

　今いままで悩なやみを持もてなかった人にん間げんが、悩なやみを持もてるようになったのだ。

　その大おおきな変へん化かは、「成せい長ちょう」を通とおりこして、もはや「進しん化か」といってもいいかもしれない。

「悩なやむって経けい験けんをしたことで、なんでもかんでも『まあいっか！』ですませることが、怖こわいことだっていうのもわかったし」

　だからもう、【悩なやみの種たね】の力ちからを借かりなくたって、大だい丈じょう夫ぶ。

　これからは、自じ分ぶんの悩なやみは自じ分ぶんで見みつける。

　たとえそれが、簡かん単たんには解かい決けつしない悩なやみでも。これからは、むやみやたらに「まあいっか！」は使つかわない。

「あ……」

　ふと見みると、庭にわに二匹ひきの蝶ちょうが飛とんでいた。

　どこでも見みかけるようなアゲハ蝶ちょうと──めずらしい、ピンクと黒くろの羽はねの蝶ちょう。

「……【悩なやみの種たね】を買かった日ひに、追おいかけたのと、同おなじ蝶ちょうだ」

　そのめずらしい蝶ちょうが、アゲハ蝶ちょうをさそうように飛とんでいて、アゲハ蝶ちょうはそれにひらひら付ついて回まわっている。違ちがう種しゅ類るいの蝶ちょうでも、仲なかが良よかったりするんだろうか？

　ほほえましい気き持もちになりながら、バラの香かおりの風かぜの中なか、南みなみは陽ひざしに目めを細ほそめた。




【悩なやみの種たね】から生はえた葉はっぱは、やがて小ちいさな花はなを付つけ、その花はなもじきに枯かれ。

　葉はっぱそのものも、いつの間まにやら、植うえ木き鉢ばちから消きえてなくなっていた。




　しかし。

　話はなしは、これで終おわらなかったのだ。
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　ある日ひのこと。

　庭にわを歩あるいていた南みなみは、庭にわのうんとすみっこのほうに、色いろとりどりの蝶ちょうの群むれを見みつけた。

　不ふ思し議ぎに思おもい、舞まい飛とぶ蝶ちょうにさそわれるようにして、その場ば所しょに近ちかづいてみたところ。

　そこには、パセリやミツバやセロリなど、食たべられるいろんな葉はっぱの茂しげみがあった。

「なんだろう？　これ……。お母かあさんやお父とうさんが植うえたわけじゃ、なさそうだけど」

　しかも、そこに生はえているのは、それらのふつうの葉はっぱだけではない。

　よく見みれば、茂しげみの奥おくには、あの〈悩なやみの葉はっぱ〉まであるではないか。

　あの葉はっぱは、とっくにぜんぶ、枯かれてなくなったとばかり思おもっていたのに……。

「もしかして、花はなが付ついたあと、種たねができていたのかな？　その種たねが、ここまで飛とんで……？」

　南みなみが首くびをかしげてつぶやいた、そのときだった。

　茂しげみの周まわりを飛とんでいた、色いろとりどりの蝶ちょうの群むれが、ふいにさあっと左さ右ゆうに散ちった。

　そして──。

　葉はっぱの茂しげみの中なかから、イモムシが一匹ぴき、あらわれたのだ。

　あざやかな色いろ合あいのしま模も様ようが、思おもわず見みとれるくらいにきれいなイモムシ。

　その姿すがたを、たしか、前まえにも見みたことがあるような……と、南みなみは思おもった。

「……んん？」

　ふと気きづくと、イモムシと南みなみとの間あいだに、たくさんのアリが集あつまってきていた。

　とまどう南みなみの前まえで、次つぎの瞬しゅん間かん、信しんじられないことが起おこる。

　なんと、たくさんのアリたちは、その体からだをつなげてならべて、地じ面めんに文も字じを書かいたのだ。


『こんにちは！　わたしは　このにわに　すんでる　キアゲハの　ようちゅう　だよ。』



　それを見みて、南みなみは、ぽかーんとあっけに取とられた。

（な……何なにこれ？　うちの庭にわで、いったい何なにが起おこってるんだ……!?）

　混こん乱らんしつつも、南みなみはなんとか、目めの前まえの状じょう況きょうを理り解かいしようと考かんがえる。

『わたし』……。文も字じを書かいているのはアリだけど、『わたし』というのは、茂しげみから出でてきた、このしま模も様ようのイモムシのことか？　……キアゲハの、幼よう虫ちゅう？

（そ、そういえば……。昔むかし、お母かあさんかお父とうさんが育そだててたパセリに、このイモムシが大たい量りょう発はっ生せいしたこと、あったような）

　そうだ。思おもい出だした。とてもきれいな見みた目めのイモムシだったから、南みなみはそれを退たい治じされる前まえに何なん匹ひきかもらって、蝶ちょうになるまで育そだてたのだ。──エサとして、パセリやミツバやセロリなどの葉はっぱをたっぷり与あたえて。

　と。そこで、南みなみはハッとした。

（ひょっとして──このイモムシは、あの〈悩なやみの葉はっぱ〉を食たべたんじゃ？）

　フリルをくしゃっと丸まるめたみたいなちぢれた葉はっぱは、そういえば、キアゲハの幼よう虫ちゅうの好こう物ぶつであるパセリに、ちょっと似にているかもしれない。

　あの葉はっぱ。いつの間まにか、枯かれてなくなったのだと思おもっていたけど。

　そうじゃなく、このイモムシが、あれを食たべつくしていたのだとしたら……？

　南みなみの頭あたまに浮うかんだ、その疑ぎ問もんに答こたえるように。

　地じ面めんのアリが、いったんバラけて、さらに数かずを増ふやして、また別べつの文も字じを作つくり直なおした。


『わたしは　ふしぎな　はっぱを　たべて　しんかした　キアゲハの　いちぞく　だいひょう。

　この　はっぱの　しげみは　わたしたちの　おうちで　だいじな　はたけ。

　この　しげみの　なかには　なかまが　いっぱい　いるんだよ！』



　それを読よんだ南みなみは、信しんじられない気き持もちで、それでもゆっくりとうなずいた。

　──進しん化か。

　以い前ぜん、南みなみは思おもった。今いままで悩なやみを持もてなかった自じ分ぶんが、悩なやみを持もてるようになったこと。その大おおきな変へん化かは、人ひととしての「成せい長ちょう」を通とおりこして、もはや「進しん化か」といってもいいかもしれない。……なんてことを。

　でも、このイモムシは、そういう言こと葉ばのあやとかではなく。

　本ほん当とうにこうして、イモムシを超こえた能のう力りょくを持もつ生いき物ものに、文も字じどおり「進しん化か」したのだ。

　あの〈悩なやみの葉はっぱ〉の力ちからによって。

「えっと、つまり。この、パセリやミツバやセロリや、〈悩なやみの葉はっぱ〉でできた茂しげみ。これは、あなたたちキアゲハ一いち族ぞくが、ここに作つくったものなの？　自じ分ぶんたちの食しょく料りょうを、収しゅう穫かくするために？」


『その　とおり！

　ほかの　むしたちに　てつだって　もらって

　たねや　つちや　みずを　はこんでもらって

　ここに　じぶんたちの　はたけを　つくったんだ。

　たべものの　ことで　なやまなくても　いいようにね。』



　南みなみの言こと葉ばを、進しん化かしたキアゲハの幼よう虫ちゅうは、完かん全ぜんに理り解かいできるようだ。

　こちらは声こえで、向むこうはアリ文も字じを使つかって、問もん題だいなく会かい話わが成せい立りつしている。

「ほかの虫むしたちに、手て伝つだってもらって？　そんなことができるの？　……あ。だから、このアリたちも、あなたに協きょう力りょくして、こうして文も字じを書かいてるのか！」


『そういう　ことだね！』



　南みなみは、はあーっと大おおきく息いきをついた。

（このイモムシたちを助たすけるために、ほかの虫むしたちが、そんなに都つ合ごうよく動うごいてくれるなんて。──それもこれも、このイモムシたちが、〈悩なやみの葉はっぱ〉を食たべたから、かあ）

　そう。それが、あの葉はっぱの力ちからなのだ。

　南みなみのときだって、そうだった。イモムシたちの場ば合あいほどには、極きょく端たんではないにしろ。

　葉はっぱを食たべたことで生うまれた悩なやみは、どれもみな、あっという間まに解かい決けつできた。

　南みなみにとって、いつもいちばん都つ合ごうよく、物もの事ごとが運はこんでくれたから。

　南みなみの周まわりの人ひとたちの、その心こころや行こう動どうが、南みなみにとって都つ合ごうよく変かわってくれたから。


『わたしたち　いちぞくは　これからも　この　ふしぎな　はっぱを　そだてて　たべる。

　こどもたちや　そのこどもたちも　ずっと　この　しんかを　うけつげる　ように！』



　あらたにつづられたそのアリ文も字じに、南みなみは「そっか」とうなずいた。

「そうだよね。こんなにすごい進しん化かだもんね。……ん？　あれ。でも、ちょっと待まって？」

　そこでふと、南みなみは、一つの疑ぎ問もんを抱いだいた。

　イモムシが、ほかの虫むしたちに手て伝つだってもらって、自じ分ぶんたちの畑はたけを作つくれるようになった。それは、たしかにすごいことだけど。

　でも、このイモムシたちが手てに入いれた能のう力りょくは、それだけじゃない。

「イモムシさんはさ。そうやって、人にん間げんの言こと葉ばをあやつって、わたしと話はなしをしてるけど。……畑はたけを作つくれるようになったことよりも、そっちのほうが、むしろすごい進しん化かって気きがするんだけど」

　その「進しん化か」もまた、〈悩なやみの葉はっぱ〉の力ちからのおかげなら。

　手てに入いれたその能のう力りょくは、やっぱり、なんらかの悩なやみを解かい決けつするためのもの、なんだろうか。

「人にん間げんと話はなしができるようになったことで──あなたたちの『悩なやみ』が、何なにか解かい決けつするの？」


『ああ。それはね。』



　そのとたん。

　ざわ、ざわ、ざわ、と。

　庭にわ中じゅうの草くさむらから、何なにかたくさんのものが、はい出だしてくる音おとがした。


『わたしたち　きづいちゃったんだ。

　わたしたちが　これから　どんどん　こどもを　うんで

　どんどん　かずを　ふやしていったら

　こんな　ちっぽけな　はたけで　そだてる　はっぱ　だけじゃ

　すぐに　しょくりょうが　たりなく　なっちゃうって。』



　小ちいさな小ちいさな足あし音おとや、耳みみざわりな羽は音おとが、無む数すうに重かさなり南みなみのほうへと近ちかづいてくる。


『だからね。わたしたち　にんげんに　たのむことに　したんだよ。

　このにわを　ぜんぶ　わたしたちに　ちょうだい　って！

　あと　ついでに　いえの　たてものも　もらえると　うれしいな。

　にんげんの　すみかには　とりとか　はいって　こないから

　そとと　ちがって　あんぜんだし

　なつは　すずしくて　ふゆは　あたたかくて　とても　かいてきだからね！』



　足あし音おとと羽は音おとの主ぬしたちが、南みなみのまわりを取とりかこむ。


『ねえ。にんげん　さん。』



　南みなみは、顔かおを上あげ、ゆっくりとまわりを見み回まわした。

　……なるほど。「ほかの虫むしたちの手て伝つだい」は、畑はたけ作づくりだけではないってことか。

　人にん間げんの身み近ぢかには、さまざまな虫むしがいる。蝶ちょうやアリだけではなくて。

　人ひとを刺さす虫むし、毒どくのある虫むし、家いえの柱はしらを食たべる虫むし。

　殺さっ虫ちゅう剤ざいのパッケージに描えがかれがちな、いわゆる「害がい虫ちゅう」とよばれる虫むしたち。

　そういう種しゅ類るいの虫むしたちが、もし、はっきりとした意い志しや目もく的てきを持もって、一いち丸がんとなって人にん間げんにおそいかかってきたら──……。


『ねえ。いやだ　なんて　いわないよね？』



　南みなみの背せ中なかを、たらっと一ひとすじ、冷ひや汗あせがつたう。

（ああ──そうだ。「甘あま口くち」の葉はっぱを食たべて生うまれた悩なやみは、解かい決けつするのが簡かん単たんなんだ）

　そうなのだ。そして。

　だれかの悩なやみの解かい決けつは、こんなふうに、だれかのあらたな悩なやみになる、ということもある。

　であれば、あの「甘あま口くち」の葉はっぱは、ほかのだれかに食たべられてはいけないものだった。

　とりわけ、人にん間げん以い外がいの生いき物ものには、けっして──。

「……どうしたもんかな、こりゃあ」

　南みなみは、途と方ほうに暮くれてため息いきをつく。




　これぞまさしく、とびきり大おおきな「悩なやみの種たね」だ。
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　その小ちいさな商しょう店てん街がいには、二つの紅こう茶ちゃ専せん門もん店てんがあった。

　それぞれの店みせの名な前まえは、『いちのせ紅こう茶ちゃ店てん』と『ニノミヤ紅こう茶ちゃ店てん』。

　二つの店みせは、なにしろおたがいすぐ近ちかくにあるものだから、客きゃくを取とり合あう商しょう売ばい敵がたきだった。




「ああ、くそ、いまいましい。いちのせ紅こう茶ちゃ店てんのやつめ」

　ニノミヤ紅こう茶ちゃ店てんの店てん主しゅ、二にノの宮みやは、思おもわずそうはきすてた。

　というのも、ついさっき、こんなことがあったからだ。

　店みせの商しょう品ひんの仕し入いれに出でかけた、帰かえり道みち。

　いちのせ紅こう茶ちゃ店てんの前まえを通とおりかかった二にノの宮みやは、その店みせの中なかに、よく見み知しった顔かおを見みつけた。

　それは、いつもニノミヤ紅こう茶ちゃ店てんに紅こう茶ちゃを買かいにきてくれる、お得とく意いさまの客きゃくだった。

　その客きゃくが、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんで楽たのしそうに買かい物ものしているところを見みてしまい、二にノの宮みやはがぁんとショックを受うけたのだ。

「よくも、うちの客きゃくを横よこ取どりしやがって……！」

　二にノの宮みやは、かたくにぎった両りょう手てのこぶしで、いらだちまかせにテーブルを叩たたいた。

　テーブルの上うえに重かさねて置おいたティーカップとソーサーが、カタカタカタッ、と小ちいさく震ふるえた。

　近きん所じょにあんな店みせがあるのは、まったく目めざわりでしょうがない。

　さっさとつぶれてしまえばいいのに、あんな店みせ。

　──とは思おもうのだけど。

　あいにく、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんは、二にノの宮みやの店みせよりも人にん気きの紅こう茶ちゃ専せん門もん店てんなのだった。

　もしも二つの店みせが、おたがい本ほん気きになってつぶし合あいでもしようものなら、先さきにつぶれるのは、まず間ま違ちがいなく二にノの宮みやの店みせのほうになるだろう。
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　ベーシックな紅こう茶ちゃの質しつや品しなぞろえに関かんしては、二にノの宮みやの店みせだって、けっして負まけてはいない。

　だが、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんには、ほかの店みせには真似まねできない強つよみがある。

　それは、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんの元もと店てん主しゅが作つくる、オリジナル・フレーバーティーだ。

「あの元もと店てん主しゅ、フレーバーティーの調ちょう合ごうセンスが、飛とびぬけているからな……」

　いちのせ紅こう茶ちゃ店てんの元もと店てん主しゅは、今いまのあの店みせの店てん主しゅの、母はは親おやだ。

　彼かの女じょの作つくり出だすフレーバーティーは、昔むかしからいちのせ紅こう茶ちゃ店てんの人にん気き商しょう品ひんだった。

　定てい番ばんのフレーバー、季き節せつのフレーバー、次つぎ々つぎに生うみ出だされる新あたらしいフレーバーティー。

　それらの商しょう品ひんは、紅こう茶ちゃ初しょ心しん者しゃからこだわり派はの玄くろう人とまで、多おおくの客きゃくの心こころをとりこにしてきた。

　しばらく前まえに、彼かの女じょは息子むすこに店みせをゆずったが。

　それでも今いまも相あい変かわらず、あの店みせで、彼かの女じょにしか作つくれないフレーバーティーを作つくり続つづけている。

　あの元もと店てん主しゅがいるかぎり、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんの人にん気きがおとろえることは、ないだろう。

　そう思おもい、二にノの宮みやは、深ふかくため息いきをついたのだった。




　ところが、それからほどなくして、思おもわぬ知しらせが耳みみに入はいった。

　なんと、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんの元もと店てん主しゅが、重おもい病やまいをわずらい倒たおれてしまったというのである。

　うわさによれば、もはや治なおる見みこみのない病やまいであるらしい。

　それを聞きいた二にノの宮みやは、心こころの中なかでほくそ笑えんだ。

（しめしめ。これでもう、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんは、今いままでのようなオリジナル・フレーバーティーを作つくれまい。今いまのあの店てん主しゅ、一人ひとりではな……）

　二にノの宮みやが、そう考かんがえたとおりだった。

　元もと店てん主しゅが倒たおれてからというもの、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんのフレーバーティーは、どんどん種しゅ類るいを減へらしていった。

　元もと店てん主しゅの作つくるフレーバーティーは、ほかのだれにも真似まねできない。だから、店みせにある在ざい庫こが売うれてしまったら、もうそれっきり。商しょう品ひんの補ほ充じゅうができなくなってしまったのだ。

　いちのせ紅こう茶ちゃ店てんの商しょう品ひんの棚たなには、日ひに日ひに「ただいま品しな切ぎれ」の札ふだが増ふえていった。

　そうして棚たながスカスカになるにつれ、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんの客きゃく足あしは、目めに見みえてさびしくなっていった。

　その様よう子すを観かん察さつしつつ、二にノの宮みやは、期き待たいに胸むねをふくらませた。

　いいぞ、いいぞ。

　このまま、あの店みせの人にん気きが落おちて、あの店みせがつぶれてくれれば……。

（目めざわりな商しょう売ばい敵がたきが消きえて、うちの店みせも安あん泰たいだ）

　一いち日にちも早はやくその日ひが来くることを、二にノの宮みやは、毎まい日にち毎まい日にち願ねがって過すごした。
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　そんなある日ひのことだった。

　二にノの宮みやの店みせに、めずらしい客きゃくがおとずれた。

　それは、ニノミヤ紅こう茶ちゃ店てんに紅こう茶ちゃを買かいに来きた客きゃく、ではなかった。

　その逆ぎゃくで、二にノの宮みやのところに品しな物ものを売うりに来きた、訪ほう問もん販はん売ばい員いんだったのだ。

「薬くすりは、いりませんか？　とてもよく効きく薬くすりですよ」

　口くちを開ひらくなりそう言いった、その訪ほう問もん販はん売ばいの薬くすり屋やは、見みるからに怪あやしい男おとこだった。

　くたびれたコートを身みにまとい、つばの広ひろい帽ぼう子しをかぶって、首くびにはやけにぶあついマフラー。

　そんな格かっ好こうをした、その薬くすり屋やの男おとこの顔かおは、濃こい影かげにおおわれていた。

　声こえを出だしてしゃべっているのだから、口くちを開ひらいているのだろうに。その口くちがまったく見みえないくらい、薬くすり屋やの顔かおは真まっ暗くらだった。

　薬くすり屋やは、革かわ張ばりの行ぎょう商しょうカバンを持もっていた。

　あちこちステッカーをはがした跡あとがある、その古ふるぼけたカバンを開あけて、薬くすり屋やは中なかから品しな物ものを取とり出だした。

　それは、液えき体たいの入はいった小こビンだった。

　人ひと差さし指ゆびほどの丈たけの、ガラスのビン。

　それを二にノの宮みやの前まえに差さし出だして、薬くすり屋やは言いった。

「このビンの中なかには、『万ばん能のう薬やくになる液えき体たい』が入はいっています。この液えき体たいを、水みずやお茶ちゃに落おとしてまぜて飲のむだけで、どんな病やまいもケガも、たちどころに治なおすことができるのですよ。しかも、それだけではありません。というのも、この商しょう品ひんの名な前まえは──」

「ああ、いや。せっかくだが、薬くすりなら間まに合あってるよ」

　二にノの宮みやは、顔かおの前まえで両りょう手てを広ひろげ、首くびを横よこに振ふる。

　ばかばかしい。

　どんな病やまいもケガも、たちどころに治なおすことができる万ばん能のう薬やく、だなんて。

　そんな都つ合ごうのいい薬くすりが、あるものか。

　どうせインチキな商しょう品ひんなのだろう。おおかた、小こビンの中なかには、薬くすりとは名なばかりのシロップでも入はいっているんじゃないだろうか。それをよく効きく薬くすりといつわって、高たかい値ね段だんで売うりつけるつもりにちがいない。

（それに──……。この薬くすり屋や、いったいなんなんだ？）

　薬くすり屋やの「顔かお」をじろじろながめて、二にノの宮みやは、ぞくっと背せ筋すじに寒さむ気けを覚おぼえる。

　先さきほどから、ずっと目めをこらして、真まっ暗くらなその影かげの奥おくをのぞこうとしているのだが。

　どれだけ見みても、そこに人ひとの顔かおは見みえない。ただ、影かげの塊かたまりがあるだけなのだ。

　こいつは何なにか、おそらくきっと、「不ふ吉きつなもの」だ。

　一いっ刻こくも早はやく、追おい出ださなくては。

　そう思おもい、二にノの宮みやは、薬くすり屋やに向むかって手てを払はらう仕し草ぐさをしてみせた。

「さあ、とっとと出でていってくれ。仕し事ごとのじゃまだ」

「……そうですか」

　薬くすり屋やは、すなおにうなずくと、小こビンをもとどおりカバンにしまった。

　店みせの出で口ぐちに向むかう薬くすり屋やを見み送おくりながら、二にノの宮みやはホッと息いきをつく。

　だが、そこでふと、二にノの宮みやはあることを思おもいついた。

　にやり、と小ちいさく笑わらって、二にノの宮みやは言いった。

「……ああ、そうだ。薬くすりを売うっているというのなら、客きゃくになりそうなやつを知しってるよ。ここからすぐ近ちかくにある、いちのせ紅こう茶ちゃ店てん、という店みせに行いってみるといい。そこの店てん主しゅの親おやが、今いま、重おもい病やまいをわずらっているんだ」

「……そうですか」

　薬くすり屋やは、帽ぼう子しをゆらし、二にノの宮みやに向むかって頭あたまを下さげた。

「いちのせ紅こう茶ちゃ店てん、ですね。では、今いまからそこへうかがってみます」

　そう言いい残のこし、真まっ暗くらな顔かおの薬くすり屋やは、ニノミヤ紅こう茶ちゃ店てんを出でていった。







「薬くすりは、いりませんか？　とてもよく効きく薬くすりですよ」

　その奇き妙みょうな来らい客きゃくを、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんの店てん主しゅ、一いち之の瀬せは、少すこし戸と惑まどいながらもむかえ入いれた。

「訪ほう問もん販はん売ばいですか？　薬くすりの？　……ええと。薬くすりというのは、いったいなんの薬くすりなのでしょう？」

「はい。こちらの品しなは、どんな病やまいもケガも治なおすことのできる、『万ばん能のう薬やくになる液えき体たい』です」

「なんですって……？」

　一いち之の瀬せは、息いきをのんで、薬くすり屋やの顔かおを見みつめた。

　けれども、そこに「顔かお」と言いえるものはなかった。

　帽ぼう子しとマフラーの間あいだにあるその空くう間かんは、いくら目めをこらして見みても真まっ暗くらで、そこにはただ影かげの塊かたまりがあるだけだった。

　帽ぼう子しをゆらりとゆらして、真まっ暗くらな顔かおの薬くすり屋やは、一いち之の瀬せのほうへと一歩ぽ、近ちかづいた。

「なんでも、こちらに、重おもい病やまいをわずらっているお方かたがいらっしゃるとか。そこの二にノの宮みやさんに、先さきほどそうお聞ききしまして……」

「二にノの宮みやさん？　ニノミヤ紅こう茶ちゃ店てんの……？」

　それを聞きいて、どうしよう、と一いち之の瀬せは迷まよう。

　この客きゃく人じんは、あまりにも得え体たいが知しれない。

　もしかしたら、これは人ひとですらないのかもしれない。

（でも……二にノの宮みやさんが、せっかく紹しょう介かいしてくれたのだし）

　二にノの宮みやは、近きん所じょに店みせを持もつ同どう業ぎょう者しゃで、古ふるい顔かおなじみだ。あの人ひとの紹しょう介かいでやってきた薬くすり屋やだというならば、追おい返かえすのは気きが引ひける。

　……それに。

（どんな病やまいも治なおす、万ばん能のう薬やく。──その話はなしが、もしも本ほん当とうだったら）

　母ははの病やまいは治なおる見みこみがなく、もう先さきは長ながくないだろう。

　医い者しゃにもそう告つげられていた一いち之の瀬せは、今いま、わらにもすがりたい気き持もちだった。

（もし、この人ひとの売うる薬くすりで、母ははの病びょう気きを治なおすことができるなら。……たとえ、この人ひとが「人ひと」でなくても。たとえば、悪あく魔まであったとしても──……）

　母はは親おやの顔かおを思おもい浮うかべて、一いち之の瀬せは、ぐっと口くち元もとを引ひき結むすんだ。

　そして。

「どうぞ、上うえへ。この店みせの二階かいが自じ宅たくになっています。そこに、病びょう人にんが──母ははが、いますので」

　と、薬くすり屋やを家いえへと招まねき入いれたのだった。

「入にゅう院いんしていても、病びょう気きがよくなることはないと言いわれましてね。母ははは今いま、この家いえで、私わたしといっしょに暮くらしています」

　そう話はなしながら、一いち之の瀬せは、薬くすり屋やを母はは親おやの寝ねている部へ屋やに通とおした。

　ベッドの上うえでまどろんでいた母はは親おやは、一いち之の瀬せが声こえをかけると、けだるそうに目めを開あけた。

　それから、やつれた顔かおを向むけ、一いち之の瀬せのとなりに立たつ薬くすり屋やの姿すがたを見みるなり、

「ずいぶんと、妙みょうな客きゃくをつれてきたもんだね」

　と、眉まゆをひそめた。

　けれども薬くすり屋やは、母はは親おやのそんな態たい度どをものともせずに、一いち礼れいする。

「どうも、薬くすり屋やです。本ほん日じつは、とてもよく効きく薬くすりをお持もちしました」

　そうあいさつをしたあと。

　薬くすり屋やは、おもむろにカバンを開あけて、中なかから小こビンを取とり出だした。

「このビンの中なかには、『万ばん能のう薬やくになる液えき体たい』が入はいっています。この液えき体たいを、水みずやお茶ちゃに落おとしてまぜて飲のむだけで、どんな病やまいもケガも、たちどころに治なおすことができるのですよ」

「ふん。見みた目めのとおり、うさんくさい代しろ物ものを売うってるね」

「まあ、そう言いわずに。……薬くすりの効きき目めが信しん用ようならないというのなら、この場ばで少すこし、ためしてみてはいかがです？」

　薬くすり屋やは、一いち之の瀬せのほうをふり向むいて、「何なにか、飲のみ物ものをいただけますか？」と聞きいた。

　一いち之の瀬せはうなずいて、すぐに紅こう茶ちゃを用よう意いした。

　店みせにまだ残のこっていた、ジンジャー・レモンのフレーバーティー。

　それを淹いれて、二つのティーカップに分わけて注そそぐと、一つのカップを母はは親おやの前まえに、もう一つのカップを薬くすり屋やの前まえに置おいた。

「おや。飲のみ物ものは、お母かあさまのぶんだけでよかったのですが」

「いえいえ。お茶ちゃを淹いれておいて、それをお客きゃくさまにお出だししないというわけにも」

「……それはどうも。では、お言こと葉ばに甘あまえていただきます」

　真まっ暗くらな顔かおの薬くすり屋やは、どこにあるのかわからない口くちで、紅こう茶ちゃをこくりと一ひと口くち飲のんだ。

「ああ、おいしいです。とても、よい香かおりのお茶ちゃですね」

「ありがとうございます。うちの店みせのフレーバーティーは、どれも母ははが作つくったものなんですよ。……でも、こうして母ははが倒たおれてしまって。私わたし一人ひとりでは、母ははのものと同おなじお茶ちゃを、どうしても作つくることができなくて……」

　一いち之の瀬せは、力ちからなくうなだれ、深ふかいため息いきをついた。

　母ははの命いのちがもう長ながくないことは、それだけで、たまらなくつらいことだった。

　けれど、別わかれのつらさに加くわえてもう一つ、一いち之の瀬せの心こころに重おもくのしかかっている問もん題だいがある。

　それは、母ははからゆずり受うけたこの店みせ、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんの行ゆく末すえだ。

「母ははがいなくなってしまったら、今いまの私わたし一人ひとりでは、きっとこの店みせを続つづけることはできません。ただでさえ、この近きん所じょにはうちのほかにもう一つ、紅こう茶ちゃ専せん門もん店てんがありますし」

　話はなしながら、一いち之の瀬せは、その目めに涙なみだをにじませた。

「私わたしは、自じ分ぶんの実じつ力りょくが足たりないことが、情なさけない。……ニノミヤ紅こう茶ちゃ店てんのご店てん主しゅは、お一人ひとりで、あれだけのお店みせを切きり盛もりしているというのに。それにくらべて、私わたしときたら──……」

「……大だい丈じょう夫ぶですよ、一いち之の瀬せさん」

　やさしい声こえでそう言いって、薬くすり屋やは、一いち之の瀬せの前まえに小こビンをかざした。

「この薬くすりを使つかえば、お母かあさまの病びょう気きはよくなります。お母かあさまの病びょう気きが治なおれば、お母かあさまのもとで、あなたがフレーバーティーの作つくり方かたを教おそわる時じ間かんも、まだまだたくさんありますよ」

「……本ほん当とうですか？」

「ええ。それでは、今いまからこの薬くすりの効きき目めをお見みせしましょう」

　薬くすり屋やは、小こビンのフタをキチリ、と回まわした。

　そうして、フタをはずした小こビンを、母はは親おやの前まえに置おいたカップの上うえでかたむけて。





　ぽとり、ぽとり






　と、ビンの中なかの液えき体たいを、紅こう茶ちゃに垂たらした。

「さあ。これを、飲のんでみてください」

　薬くすり屋やは、液えき体たいのまざった紅こう茶ちゃ入いりのカップを、母はは親おやに差さし出だす。
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　母はは親おやは、ためらいがちにそれを受うけ取とり、疑うたがわしげにカップの中なか身みをじいっとにらんだ。

　そのまま、母はは親おやはしばらくの間あいだ、カップに口くちを付つけることなくそうしていた。

　カップの中なかの紅こう茶ちゃに映うつる、病やまいでやせおとろえた自じ分ぶんの顔かおに、目めを落おとしていた。

　母はは親おやは、カップと紅こう茶ちゃがぬるくなるまで、そうしていたが。

　やがて、一つ大おおきく息いきをつき。

　どうにでもなれ、とでもいうように、とうとうカップの中なか身みを飲のみ干ほした。

　そのとたん。

「……あれ、まあ。なんだか、本ほん当とうに、気き分ぶんがよくなってきたような……」

　そう言いって、母はは親おやは目めを丸まるくした。

　母はは親おやの変へん化かは、はた目めにもあきらかだった。

　ついさっきまで、紙かみのように血ちの気けの失うせていたその肌はだに、今いまはほんわりと赤あかみがさしている。

　一いち之の瀬せとその母はは親おやは、二人ふたりで顔かおを見み合あわせた。

　そのあと、二人ふたりいっしょに、薬くすり屋やのほうへと目めを向むけた。

　顔かおの見みえない薬くすり屋やは、ほほ笑えむように帽ぼう子しをゆらして、

「どうです、よく効きく薬くすりでしょう？」

　と、得とく意いげに言いった。

「ただ、これっぽっちの薬くすりの量りょうでは、お母かあさまの病やまいを完かん治ちさせるとまではいきません。一いち時じ的てきに、少すこし体からだが楽らくになるだけで、薬くすりの効きき目めはじきに消きえてしまいます。命いのちにかかわるほどの病やまいやケガを治なおすためには──そうですね。この小こビンの半はん分ぶんほどの量りょうの薬くすりを、使つかわなければなりません」

　薬くすり屋やのその言こと葉ばに、一いち之の瀬せとその母はは親おやは、ごくりとのどをならして小こビンを見みつめた。

　一いち之の瀬せは、おそるおそる、薬くすり屋やにたずねた。

「この薬くすりは……ひとビン、おいくらなんですか？」

　その問といに、薬くすり屋やは「そうですねえ」と、少すこし考かんがえるそぶりを見みせたあとで、こう答こたえた。

「お金かねは、いりません。その代かわり、このお店みせのおいしい紅こう茶ちゃを一つ、いただけますか？　仕し事ごと仲なか間まが好すきそうなお茶ちゃを、みやげに持もって帰かえりたいんです」

「……え。そんな、いいんですか？」

　一いち之の瀬せは、おどろいて聞きき返かえす。

　てっきり、とびきり高たかい金きん額がくを示しめされるとばかり思おもっていたのに。

　けれども薬くすり屋やは、本ほん当とうに、お金かねを一円えんも受うけ取とらなかった。

　一いち之の瀬せに小こビンを手て渡わたしながら、薬くすり屋やは、

「ああ、そうそう。言いい忘わすれていましたが、この薬くすりの名な前まえは──」

　と、何なにやら奇き妙みょうな響ひびきを持もった、その薬くすりの名な前まえを口くちにした。

　それから薬くすり屋やは、薬くすりの使つかい方かたと注ちゅう意い事じ項こうを、一いち之の瀬せに告つげた。

「この薬くすりは、ふつうの薬くすりではありえないような、特とく別べつな性せい質しつを持もっています。だから、使つかい方かたを、かならず覚おぼえておいてくださいね」──と、前まえ置おきして。

　その話はなしは、たしかにほかでは聞きいたこともないような、不ふ思し議ぎで奇き妙みょうなものだった。

　そうして、真まっ暗くらな顔かおの薬くすり屋やは、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんを出でていった。

　薬くすりと引ひき換かえに、薬くすり屋やが持もって帰かえったのは、ラズベリー・クリームの香かおりの紅こう茶ちゃだった。







　薬くすり屋やが店みせを去さったあと。

　一いち之の瀬せは、さっそく新あたらしい紅こう茶ちゃを淹いれて、薬くすり屋やに説せつ明めいされたとおりのやり方かたで、母はは親おやのために「薬くすり」を用よう意いした。





　ぽとり、ぽとり、ぽとり……

　ぽとり、ぽとり、ぽとり……

　ぽとり、ぽとり






　と、ビンの中なかの液えき体たいの、約やく半はん分ぶんの量りょうを入いれて、まぜこんだ紅こう茶ちゃ。

　それを飲のみ干ほすと、母はは親おやの顔かお色いろは、みるみるうちに良よくなった。

　今いまはやせこけてはいるものの、その顔かおには、病やまいに倒たおれる前まえの母ははの面おも影かげが、たしかに戻もどってきたようだった。

　それを見みて、一いち之の瀬せは思おもわず涙なみだぐむ。

　そんな一いち之の瀬せに、母はは親おやは、ふん、と鼻はなをならしてこう言いった。

「ところでね、あんた。……言いっておくがね。あたしは、あたしの作つくるフレーバーティーを、あんたに継ついでほしいなんて思おもっちゃいない。あたしがいなくなったあと、あんたにこの店みせを守まもり続つづけてほしいなんてことも、ぜんぜん思おもっちゃいないからね」

「えっ……？」

「だってさ。たとえ我わが子こでも、あたしの自じ慢まんのフレーバーティーを、ほかのだれかが真似まねできちまうなんて、くやしいじゃないか」

　母はは親おやは、一いち之の瀬せを見みてにやっと笑わらった。

「まあ、それでもあんたが、あたしが作つくるのとおんなじフレーバーティーや、それ以い上じょうのフレーバーティーを作つくりたいって言いうのなら。どうやら、もうしばらくの間あいだ、きたえてやる時じ間かんはありそうだ。だからせいぜい、がんばるといいさ」

「……母かあさん」

　一いち之の瀬せは、母はは親おやに笑わらい返かえして、あふれてきた涙なみだをそっとぬぐった。
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　それから、何なん日にちかたったあと。

　ニノミヤ紅こう茶ちゃ店てんの二にノの宮みやは、またしても思おもわぬ知しらせを聞きいた。

　それは、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんの元もと店てん主しゅが、すっかり元げん気きになったといううわさ。

　──二にノの宮みやにとっては、よくない知しらせだった。

　それを聞きいた二にノの宮みやは、はたしてその話はなしが本ほん当とうなのかどうか、自じ分ぶんの目めでたしかめるため、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんへとおもむいた。

　するとそこには、うわさのとおり、以い前ぜんのように店みせで働はたらく、元もと店てん主しゅの姿すがたがあったのだった。

「やあ。──どうも、おひさしぶりです。もう、すっかりお元げん気きそうですね」

　おどろきながらも、二にノの宮みやはなんとか笑え顔がおを作つくり、元もと店てん主しゅにあいさつした。

　元もと店てん主しゅは、生いき生いきとした顔かおを二にノの宮みやに向むけて、笑わらって言いった。

「おや。これはこれは、二にノの宮みやさん。ええ、もうね。治なおるはずないと言いわれていた病やまいが治なおって、医い者しゃにもおどろかれちまいましたよ。二にノの宮みやさんには悪わるいけど、このいちのせ紅こう茶ちゃ店てん、ニノミヤ紅こう茶ちゃ店てんの目めの上うえのたんこぶとして、まだまだここに居い座すわらせてもらいますよ」

「か、母かあさん、よしなよ。失しつ礼れいだろ」

　あわてて元もと店てん主しゅをたしなめて、一いち之の瀬せ店てん主しゅは、ぺこりと二にノの宮みやに頭あたまを下さげた。

「すみません、母ははは負まけずぎらいの性しょう分ぶんなもので……。病びょう気きが治なおったのも、二にノの宮みやさんのおかげだっていうのに」

「──私わたしの？」

「ええ。あなたが、あの薬くすり屋やさんを紹しょう介かいしてくれたおかげです」

　そう言いって、一いち之の瀬せは、店みせの奥おくからガラスの小こビンを持もってきた。

　まだ中なか身みの半はん分ぶん残のこっている薬くすりビン。

　それはまさしく、二にノの宮みやの店みせに来きたあの薬くすり屋やが、二にノの宮みやに見みせたものと同おなじだった。

「この薬くすりのおかげで、母はははこうして、また店みせで働はたらけるようになりました。本ほん当とうに、ありがとうございます、二にノの宮みやさん……！」

　一いち之の瀬せ店てん主しゅは、あらためて、二にノの宮みやに深ふか々ぶかと頭あたまを下さげた。




（ちくしょう、なんてこった！）

　二にノの宮みやは、はげしく後こう悔かいした。

　あんな不ふ吉きつな薬くすり屋やの売うる薬くすりは、きっと何なにかろくでもない、不ふ幸こうをもたらすものだとばかり思おもっていたのに。だからこそ、あの薬くすり屋やに、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんのことを教おしえたのに。

（まさか、あの小こビンの薬くすりが本ほん当とうに、人ひとの命いのちを救すくう万ばん能のう薬やくだったとは──）

　自じ分ぶんの店みせに帰かえってから、二にノの宮みやは、店みせの奥おくで頭あたまを抱かかえた。

　こんなことなら、あの薬くすり屋やを、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんに行いかせるんじゃなかった。

　よけいなことをしなければ、いちのせ紅こう茶ちゃ店てんの元もと店てん主しゅは、あのまま病やまいで──……。

（ああ、くそ！　せっかく、目めの上うえのたんこぶが消きえてくれるとこだったってのに！）

　抱かかえた頭あたまに、血ちがのぼる。

　そのとき。ふいに、くらり、とめまいがした。

　……なんだか、近ちかごろやけに、こんなめまいが多おおい気きがする。







　それからしばらくして、二にノの宮みやは、病びょう院いんへ行いって検けん査さを受うけた。

　その結けっ果か、二にノの宮みやの体からだに、とある病やまいが見みつかった。

　それは、ほうっておけば命いのちにかかわる病やまいだった。

　けれど、さいわいなことに、病びょう院いんで治ち療りょうを受うければ治なおすことのできる病やまいということだ。

　医い者しゃからそう告つげられて、二にノの宮みやはとりあえずホッとした。

　とはいえ、だ。

　病やまいが治なおるまで、これからしばらく病びょう院いんに通かようとなれば、お金かねもかかるし時じ間かんも取とられる。

　店みせの仕し事ごとにも、支し障しょうが出でてしまうかもしれない……。

　病びょう院いんで検けん査さ結けっ果かを聞きいた帰かえり道みち。つらつらと、そんなことを考かんがえながら。

　二にノの宮みやは、真まっ暗くらな顔かおの薬くすり屋やが売うっていた、あの薬くすりのことを思おもい出だしていた。

　どんな病やまいもたちどころに治なおすことができる、万ばん能のう薬やく──。

（俺おれも、あの薬くすり屋やから、薬くすりを買かっておけばよかっただろうか。……一いち之の瀬せのように）

　二にノの宮みやは、また後こう悔かいした。

　あの薬くすりさえあれば、自じ分ぶんの病やまいも、てっとり早ばやく治なおすことができただろうに。

　……と。

　そこで、二にノの宮みやはあることを思おもいついた。

（そうだ。いちのせ紅こう茶ちゃ店てんには、まだあの薬くすりが残のこっているんじゃないか？）

　だったら、事じ情じょうを話はなして一いち之の瀬せに頼たのんで、あの薬くすりをわけてもらうことはできないだろうか。

　……いや、だめだ。

　貴き重ちょうな薬くすりを、そう簡かん単たんにわけてくれるとは思おもえない。

　それに、何なにより。二にノの宮みやは、一いち之の瀬せに頭あたまを下さげて頼たのみ事ごとなど、したくなかった。

　と、なれば。

　残のこる手しゅ段だんは、一つだった。







　それから数すう日じつ後ご。

　二にノの宮みやは、真ま夜よ中なかにこっそりいちのせ紅こう茶ちゃ店てんをおとずれ、店みせの鍵かぎをこわして忍しのびこんだ。

　店みせの奥おくに入はいって戸と棚だなをあさると、ほどなくして、あのガラスの薬くすりビンが見みつかった。

　ビンの中なか身みは、前まえに見みたときと同おなじで、まだ半はん分ぶんほど残のこっている。

　それを確かく認にんしてから、二にノの宮みやはビンをポケットに入いれて、店みせを出でようとした。

　しかしそのとき、うっかりそこらにあるものに足あしをぶつけて、大おおきな物もの音おとを立たててしまった。

　上うえの階かいから、物もの音おとに気きづいた家いえの者ものが起おき出だす気け配はいがした。

　二にノの宮みやは、姿すがたを見みられる前まえに、あわてて店みせから逃にげ出だした。




　そうして、自じ分ぶんの店みせに戻もどってきた二にノの宮みやは、

「たしか、この薬くすりは……水みずやお茶ちゃにまぜて飲のむもの、だったよな」

　薬くすり屋やが言いっていた、その説せつ明めいを思おもい出だして、さっそく自じ分ぶんの店みせにあった紅こう茶ちゃを淹いれた。

　ポットで蒸むらした紅こう茶ちゃをカップに注そそいで、小こビンのフタをキチリ、と回まわす。

「いちのせの元もと店てん主しゅは、病びょう気きを治なおすために、この小こビンの半はん分ぶんを使つかったんだろうか。命いのちにかかわる病びょう気きを治なおすためには、そのくらいの量りょうの薬くすりが必ひつ要ようなのか……？」

　そう考かんがえつつ、二にノの宮みやはビンのフタを開あけ、ビンの中なか身みを紅こう茶ちゃの入はいったカップに垂たらす。





　ぽとり、ぽとり、ぽとり、ぽとり……

　ぽとり、ぽとり、ぽとり……

　ぽとり、ぽとり






　九滴てき落おとしたところで、ビンの中なかはほとんど空からになり、そこで垂たれ落おちるしずくは止とまった。

　二にノの宮みやは、スプーンでカップの中なか身みをよくかきまぜて、あたたかい紅こう茶ちゃをゆっくりと飲のんで、飲のみ干ほした。

（……さて。薬くすりの効きき目めは、どれくらいで現あらわれるものなんだろうか。あの薬くすり屋やは、「たちどころに」と言いっていたが）

　効きき目めの実じっ感かんを待まちわびながら、二にノの宮みやは、ふう、と紅こう茶ちゃの温おん度どが残のこる吐と息いきをついた。

　ところが。

　その、直ちょく後ごのこと。

「……うっ!?」

　突とつ然ぜん、胸むねにはげしい痛いたみが走はしって、二にノの宮みやはティーカップを手てから落おとした。

（な……なんだ!?　いったい、これは──）

　痛いたみのあまり、二にノの宮みやはイスから転ころげ落おち、床ゆかに倒たおれてのたうち回まわる。

　苦くるしい。息いきができない。視し界かいがどんどんかすんでいく。

（なんで──……どうして──……）

　そのとき。店みせの入いり口ぐちのほうで、声こえがした。

　それは、一いち之の瀬せ店てん主しゅの声こえだった。

　一いち之の瀬せは、呼よんでも二にノの宮みやの返へん事じがないとわかると、店みせの裏うらの窓まどをやぶって、むりやり中なかに入はいってきた。

　そうして、中なかで倒たおれている二にノの宮みやと、薬くすりの小こビンを見みつけた一いち之の瀬せは、

「……ああ。……二にノの宮みやさん。……どうして」

　かすれた声こえで、呆ぼう然ぜんとしたようにつぶやいた。

「あの薬くすりのビンが、なくなっていたから……。あの薬くすりが、あそこにあることを知しっている人ひとは、かぎられていたから……。もしやと思おもって、ここに来きてみれば」

　一いち之の瀬せは、ふらふらと店みせの電でん話わをさがしに行いって、すぐに救きゅう急きゅう車しゃを呼よんだ。

　そのあと、救きゅう急きゅう車しゃが来くるのを待まちながら、一いち之の瀬せは二にノの宮みやのそばに座すわりこみ、悲かなしそうにこう言いった。

「二にノの宮みやさん、どうしてこんなことを。どうして、あの薬くすりを盗ぬすんだりなんか。あまっていた薬くすりなんて、二にノの宮みやさんが必ひつ要ようだというなら、わけて差さし上あげたのに。……そうしていれば、この薬くすりの〈使つかい方かた〉を、教おしえることもできたのに」

　……使つかい方かた？

　……この薬くすりは、水みずやお茶ちゃにまぜて飲のむ、万ばん能のう薬やくではなかったのか？

　苦く痛つうに顔かおをゆがめながら、うすれゆく意い識しきの中なかで、二にノの宮みやは疑ぎ問もんを抱いだく。

　それに答こたえるかのように、一いち之の瀬せは続つづけた。

「この薬くすりは、【ひとつでふたつの飲のみ薬ぐすり】という名な前まえの薬くすりなんです。その名な前まえの意い味みは──二滴てき、四滴てき……偶ぐう数すう滴てきなら『薬くすり』になるけれど、一滴てき、三滴てき……奇き数すう滴てきなら『毒どく薬やく』になる。つまり、これ一つで二つの効きき目めを使つかいわけられる。そういう薬くすりだったんです。

　私わたしの母ははは、ビンの中なか身みの約やく半はん分ぶんを、偶ぐう数すう滴てきで使つかいました。それが、命いのちを救すくうために必ひつ要ような、薬くすりの量りょうでした。けれど、それと同おなじくらいの量りょうの薬くすりを、もし奇き数すう滴てきで使つかってしまったら──……」

　一いち之の瀬せは、テーブルの上うえにあった薬くすりのビンを手てに取とった。

　そして、ティーポットに残のこっていた紅こう茶ちゃをカップに注そそぎ、その上うえでビンを逆さかさにした。

「この薬くすりが、せめて二滴てき残のこっていれば、応おう急きゅう処しょ置ちに使つかえるかもしれないのですが……」

　一いち之の瀬せの、その声こえを聞きく二にノの宮みやの目めの前まえは、すでに真まっ暗くらになっていた。





　ぽとり






　と、一回かいだけ、カップの中なかにしずくが落おちる音おとが聞きこえた。

　二つ目めのしずくが落おちる音おとは、いつまでたっても聞きこえることなく、二にノの宮みやの意い識しきは遠とおのいていった。
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　その二人ふたりの子こどもは、夕ゆう暮ぐれの電でん車しゃに乗のって、少すこし遠とおい町まちを目め指ざしていた。

　二人ふたりは、ほかの乗じょう客きゃくに聞きこえないよう、順じゅん番ばんに耳みみ打うちをして言いい交かわす。

「付つき合あわせることになっちゃって、ごめんね雲くも里り。電でん車しゃ代だいだって安やすくないのにさ」

「そんなこと、気きにしないで。……成せい功こう、するといいね。日向ひなたの復ふく讐しゅう」

　日向ひなたはうなずき、上うわ着ぎの大おおきなポケットの中なかに手てを入いれた。

　その指ゆび先さきが、ポリ袋ぶくろの上うえから「凶きょう器き」に触ふれる。

　緊きん張ちょうと興こう奮ふんで、呼こ吸きゅうが乱みだれた。

　となりに立たつ雲くも里りが、ポケットに入いれたのと反はん対たいのほうの日向ひなたの手てを、ぎゅっとにぎった。

　寄より添そうようにならんで、手てをつなぐ二人ふたり。

　電でん車しゃはまた一つ、西にし日びに染そまった町まちを通とおりすぎた。
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　さかのぼること半はん年とし前まえ。

　日向ひなたと雲くも里りは、小しょう学がっ校こうからの帰かえり道みち、ドラッグストアの店みせ先さきで、何なにやら奇き妙みょうな自じ動どう販はん売ばい機きを見みつけた。

「ねえー、雲くも里り。見みて見みて。これ、なんだと思おもう？」

「なあに？　……【ケガはがしクリーム】？」

　自じ動どう販はん売ばい機きの窓まどをのぞきこんで、二人ふたりはいっしょに首くびをかしげた。

　その自じ動どう販はん売ばい機きで売うられているのは、その一種しゅ類るいの商しょう品ひんだけのようだった。

　窓まどの中なかの商しょう品ひんサンプルは箱はこ入いりの状じょう態たいで、その箱はこの表おもてに、商しょう品ひん名めいだけが書かかれている。

「傷きず薬ぐすりなのかなあ。傷きずが、はがしたみたいにきれいに治なおる！　みたいな？」

「……うーん」

「これ、買かって帰かえったら、喜よろこばれるんじゃない？　ほら、小ちいさい子ことか、やっぱりちょくちょくケガすることあるし。それに──」

「どうかな。これ、値ね段だんがたったの百円えんだし。傷きず薬ぐすりにしては安やすすぎて、ちょっと怪あやしい」

　冷れい静せいな雲くも里りの言こと葉ばに、日向ひなたは「そっかあ」とうなずいた。

　雲くも里りは小ちいさく笑わらってうなずき返かえし、さらにこう付つけ加くわえた。

「それに、こういうのは、わたしたちが買かうようなものじゃないと思おもうよ。医い務む室しつに行いけば、ちゃんとした薬くすりがあるんだから」

「んー。まーね……」

　それもそうか、と思おもうものの。日向ひなたは、なんとなくなごりおしい気き持もちだった。

「行いこう、日向ひなた」

「うん……」

　雲くも里りにうながされ、日向ひなたは、自じ動どう販はん売ばい機きに背せを向むけた。

　しかし、そのとき。

「えー？　【ケガはがしクリーム】、買かわないのー？」

　いきなり話はなしかけてきた、聞きき覚おぼえのないその声こえに、日向ひなたはおどろいてふり向むいた。

　そこにいたのは、やけに派は手でな格かっ好こうをした女おんなの子こだった。

　まぶしいくらいのまじりっけない銀ぎん髪ぱつに、ショッキング・ピンクのパーカー。右みぎ目めには、パーカーとおそろいの色いろをした、ハートにバッテンマークを重かさねた柄がらの眼がん帯たい。年としは、自じ分ぶんたちと同おなじくらいか、少すこし年とし上うえの中ちゅう学がく生せいくらいだろうか、という感かんじの子こ。

「この【ケガはがしクリーム】は、すごいんだよ？　ケガしたところにこれを塗ぬるだけで、どんなケガでも、ぺろんっと体からだからはがれちゃうんだから。どんなにひどいケガでも。──どんなに古ふるいケガでもね」

　そう言いって、その女おんなの子こは、にやっと笑わらった。

　その瞬しゅん間かん。日向ひなたは、カッと頭あたまに血ちが上のぼるのを感かんじた。

　女おんなの子こが、雲くも里りの顔かおを見みて、それを言いって笑わらったように見みえたからだ。──雲くも里りの顔かおにある、大おおきな古ふるいやけどの痕あとを見みて。
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（どんなケガでも、塗ぬるだけで体からだからはがすことのできるクリーム？　そんなもの、この世よにあるわけない……）

　そうだ。この子この言いってることは噓うそっぱちだ。

　問もん題だいは、なんでこの子こがそんな噓うそをつくのかってこと。

（雲くも里りのやけどの痕あとを見みて、そんな作つくり話ばなしでからかったっていうなら──ゆるせない）

　日向ひなたは、すばやくポケットから小こ銭ぜに入いれを取とり出だすと、百ひゃく円えん玉だまを自じ動どう販はん売ばい機きに突つっこんだ。

「ちょっと、日向ひなた──」

　雲くも里りが呼よびかけるのにもかまわず、日向ひなたは商しょう品ひん購こう入にゅうボタンを押おす。

　そして、出でてきた商しょう品ひんの箱はこをつかみ取とり、女おんなの子こに向むかって、その箱はこをふり上あげた。

「あんたの話はなしが本ほん当とうなら、今いまここでケガすることになっても、どうってことないよね。わたしが買かったこのクリーム、使つかわせてあげるからさ。そしたら、ケガなんて怖こわくないよね？」

　いつでも箱はこをふり下おろせるそのポーズで、日向ひなたは女おんなの子こをにらみつける。

　けれど、女おんなの子こは口くち元もとに余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべたまま、おもしろそうに目めを細ほそめた。

「そのクリーム、きっと、もう二に度どと手てに入はいらない貴き重ちょう品ひんだよ。無む駄だづかいしないほうがいいよ」

「そんなこと言いって。やっぱり、ケガするのが怖こわいんでしょ」

「だって、あとからケガをはがせても、ケガしたときに痛いたいことは痛いたいもん」

　しれっとそう返かえされて、日向ひなたは、ぐっと言こと葉ばを詰つまらせた。

　日向ひなたは箱はこをつかんだ手てを下おろし、舌した打うちする。

　女おんなの子こは、一歩ぽうしろに下さがって、くすくすと笑わらった。

「クリームの話はなしは、うそじゃないよ。せっかく買かったんだから、使つかってみなよ」

「……あんた、いいかげんに」

「使つかってみればわかるって。──いい買かい物ものしたよ、日向ひなたちゃん」

　胸むねがざわつくような声こえで、そう言いい残のこし。

　女おんなの子こは、変かわったデザインのキャスター付つきトランクをカラコロ引ひいて、去さっていった。

　その後うしろ姿すがたを見みつめつつ、日向ひなたは、自じ分ぶんの胸むねを押おさえた。

　──もう痛いたみもしないくらい、古ふるい傷きずのある、その場ば所しょを。
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　日向ひなたと雲くも里りは、今いま暮くらしている児じ童どう養よう護ご施し設せつで出で会あった。

　二人ふたりとも、それぞれの親おや元もとにいたとき、その親おやから暴ぼう力りょくを受うけていた。そのために保ほ護ごされて、今いまの施し設せつにやってきたのだ。

　親おや元もとから離はなれ、二人ふたりが施し設せつで暮くらし始はじめたのは、もう何なん年ねんも前まえのこと。

　けれど、二人ふたりの体からだには、それぞれ今いまも消きえない傷きずがある。

　雲くも里りの顔かおには、古ふるい大おおきなやけどの痕あとが。

　そして──日向ひなたの胸むな元もとには、古ふるい大おおきな痣あざが。

　雲くも里りと違ちがって、自じ分ぶんのそれを、日向ひなたはいつもかくしていた。襟えりぐりの大おおきく開ひらく服ふくは、胸むねの痣あざが見みえてしまうから、けっしてそういう服ふくは着きないようにしていた。

　人ひとに見みられたくない、自じ分ぶん自じ身しんでも見みたくない傷きず。

　それを消けすことができないのなら、かくすしかない。

　……そう思おもっていたのだけれど。








【ケガはがしクリーム】の使つかい方かたと注ちゅう意い点てん

　このクリームをケガにぬることで、ケガを体からだからはがし取とることができるようになります。

　クリームは、すり傷きず、切きり傷きず、痣あざ、やけど、その他たのあらゆるケガに使し用ようできます。


注ちゅう意い①ケガをはがし取とるときには、付ふ属ぞくのピンセットをご使し用ようください。




また、はがし取とったあとのケガにも、けっして素す手ででふれないでください。




注ちゅう意い②はがし取とったあとのケガは、清せい潔けつな状じょう態たいで安あん全ぜんな場ば所しょに保ほ管かんしてください。




ケガの種しゅ類るいと保ほ管かんの状じょう態たいによっては、はがし取とったあとのケガを通とおして、

 そのケガの持もち主ぬしの体たい内ないに、ばい菌きんなどが入はいってしまう危き険けんがあります。

（「ケガの持もち主ぬし」とは、そのケガを最さい後ごに体からだに付つけていた人ひとのことです）











　日向ひなたが買かって帰かえった、その商しょう品ひんの箱はこの中なかには、そんな説せつ明めい書しょが入はいっていた。

　自じ分ぶんたちの部へ屋やにもどってから、それを読よんでみて、日向ひなたと雲くも里りは顔かおを見み合あわせた。

「……あの女おんなの子こ、いたずらであんなこと言いったわけじゃ、なかったんだ」

「本ほん当とうに、こういう商しょう品ひんなんだね。それでも、書かいてることは、ちょっと信しんじられないけど」

「うん。……だよね。……でも、ドラッグストアの自じ販はん機きで売うってたんだし。少すくなくとも、ケガの薬くすりには違ちがいないだろうし……」

「使つかってみるの？　日向ひなた」

「ま、まあ、せっかく買かったんだから。……ためすだけは、ためしてみようかなって」

　ということで。日向ひなたは、さっそく自じ分ぶんの胸むねの痣あざに、そのクリームを使つかってみることにした。

「く……雲くも里り！　わたしの前まえで、その鏡かがみ、持もってて！」

「はい、はい。……これでいい？」

　日向ひなたと雲くも里りは、二人ふたり部べ屋やでいっしょに生せい活かつしているルームメイトだ。

　そのおかげで、今いまこの部へ屋やに、日向ひなたと雲くも里りのほかにはだれもいない。

　だから、日向ひなたはためらいなく、胸むねの痣あざを服ふくの外そとにさらすことができた。

（う……）

　鏡かがみに映うつった痣あざを見みて、一いっ瞬しゅん、息いきが止とまる。

　ふだん、自じ分ぶんでもなるべく見みないようにしている痣あざだ。それをまともに目めにしたことで、日向ひなたの中なかに、言こと葉ばにできないぐしゃぐしゃした感かん情じょうがわいてくる。

　どうしようもなく、手てがふるえてしまう。

「日向ひなた。だいじょうぶ？」

「……雲くも里りが、そこにいてくれるから、だいじょうぶ」

　日向ひなたがそう答こたえると、雲くも里りは、ふっと口くち元もとをゆるめて笑わらった。

　その笑えみを見みて、日向ひなたの手てのふるえは止とまった。

　日向ひなたは、クリームのケースを箱はこから出だして、そのフタを開あけた。

　指ゆびの先さきを、クリームの中なかに沈しずみこませて、いくらかのクリームをすくい取とる。

　そうして、深しん呼こ吸きゅうをしたあと、鏡かがみを見みながら胸むねの痣あざのすみずみまで、ひんやり冷つめたいそのクリームをぬりこんだ。
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（……まさか……まさかね……）

　ほんのちょっとの期き待たいを抱いだいて、日向ひなたは、付ふ属ぞくのプラスチックのピンセットをにぎった。

　ピンセットの先さきで、そっと、痣あざの端はじっこをつつく。

　──ペリ、と。

　皮ひ膚ふから、それがはがれる感かん覚かくがあった。

（────え）

　おどろきのあまり、息いきが止とまった。そのあと、心しん臓ぞうがドキドキし始はじめた。

　軽かるく力ちからをこめて、日向ひなたはピンセットの先さきを合あわせる。

　はさんだそれを、ゆっくりと慎しん重ちょうに引ひっぱっていく。

　ペリ、ペリ、ペリ……と。音おとこそしなかったが、シールがはがれていくようなそんな感かん触しょくが、皮ひ膚ふの上うえに広ひろがっていった。

　やがて、痣あざのいちばん端はじっこが、軽かるい手てごたえと共ともに皮ひ膚ふから離はなれた。

　日向ひなたは、鏡かがみの中なかにいる自じ分ぶんを見みつめた。

　その胸むな元もとに、痣あざはもう、ひとかけらも残のこっていない。

「……っ」

　のどの奥おくが、ぐっと詰つまったようになって、涙なみだがこみ上あげた。

　にじむ視し界かいの中なかの鏡かがみを、それでも日向ひなたは見みつめ続つづけた。

「……よかったね、日向ひなた」

　しばらくして、雲くも里りが少すこし呆ぼう然ぜんとした声こえで、そう言いった。

「すごいね、このクリーム。こうして目めの前まえで見みても、まだ信しんじられないや。これ、ふつうの商しょう品ひんじゃないよ。──なんていうか、まるで」

　そこまで言いいかけて、雲くも里りは、ふと口くちをつぐんだ。その続つづきは、口くちにしなかった。

　代かわりに、雲くも里りは鏡かがみを置おくと、【ケガはがしクリーム】の箱はこの中なかから、ポリ袋ぶくろを一枚まい取とり出だした。

　ファスナー式しきの袋ふくろの口くちを広ひろげて、雲くも里りは、それを日向ひなたに差さし出だす。

　日向ひなたは、ピンセットでつまんだ痣あざを、袋ふくろの中なかにぽとりと落おとした。

「……これで」

　ひきつる声こえを押おし出だして、日向ひなたは、のどまで流ながれてきた涙なみだの味あじを飲のみこんだ。

「これで、あとは……。この痣あざを、清せい潔けつで安あん全ぜんな場ば所しょに、保ほ管かんしておけばいいんだよね。……それって、机つくえの引ひき出だしとかでも、だいじょうぶかなあ？　雲くも里り、どう思おもう？」

「うん、そうだね。密みっ封ぷうできる袋ふくろに入いれたんだから、とりあえず、それで『清せい潔けつ』って条じょう件けんはクリアしてるんじゃないかな。あまり神しん経けい質しつになる必ひつ要ようはないと思おもう」

「そっか。袋ふくろがやぶれないように保ほ管かんしてれば、だいじょうぶってこと？」

「たぶんね。それに、説せつ明めい書しょの注ちゅう意い事じ項こうは、すり傷きずとか切きり傷きずとか、傷きず口ぐちがまだあたらしいケガについての注ちゅう意いな気きがするし」

「……たしかに。そういうケガならふつうでも、傷きず口ぐちを洗あらって消しょう毒どくして、清せい潔けつにしておかないとだもんね」

　日向ひなたは、納なっ得とくしてうなずいた。

「うん、それじゃ。わたしのケガは、これでいいとして──」

　袋ふくろのファスナーを、きゅっと端はしまで閉しめ合あわせ。

　日向ひなたは、まだフタの開あいているクリームのケースを、雲くも里りに向むかって差さし出だした。

「はい。次つぎは、雲くも里りの番ばん！」

　このクリームで、本ほん当とうに、どんなケガでもはがし取とれるとわかったからには。

　雲くも里りもまた、このクリームを使つかって、やけどの痕あとを自じ分ぶんの顔かおからはがし取とりたいはず。

　日向ひなたは、当とう然ぜんのようにそう思おもっていた。

　けれど。

　意い外がいなことに、雲くも里りはクリームを受うけ取とることなく、ゆっくりと首くびを横よこにふった。

「いいよ、わたしはべつに」

「えっ……どうして？　雲くも里りのぶんにと思おもって、クリーム、これだけ残のこしておいたんだよ。遠えん慮りょしなくても」

「ううん、そうじゃない。……えっとね、日向ひなた」

　日向ひなたの目めを、まっすぐに見みつめて、雲くも里りは言いった。

「わたしの望のぞみは、このやけどの痕あとが、わたしの顔かおから消きえてなくなることじゃない」

「……そうなの？」

「うん。わたしの望のぞみはね、世せ界かいが変かわることだから。体からだのどこに、どんな傷きずがあったとしても、そのことで、周まわりからいやな思おもいをさせられずにすむ。そんなふうに、この世せ界かいが変かわればいいと思おもってる。──だから、わたしのこの傷きずはこのまま、変かえないつもり」

　それを聞きいて、日向ひなたは、言こと葉ばも出でないほどおどろいた。

　雲くも里りの言いうことは、日向ひなたにとって、これまで考かんがえたこともなかった発はっ想そうだった。

「……すごいなあ、雲くも里りは」

　長ながい沈ちん黙もくのあと、日向ひなたは、ぽつりとそうこぼした。

「世せ界かい、かあ。雲くも里りは、そんなことまで考かんがえてるんだね。わたしなんて、自じ分ぶんのことばっかり。自じ分ぶんが楽らくになることしか、考かんがえてなかった。……なんていうか、低ていレベルだね、わたし」

　自じ分ぶんのことが恥はずかしく思おもえて、日向ひなたはうなだれた。

　けれど、そんな日向ひなたのことを、雲くも里りは小ちいさく笑わらい飛とばした。

「ねえ、日向ひなた。わたしの望のぞみと日向ひなたの望のぞみが同おなじじゃないのは、いちばんつらいと思おもうことが、わたしと日向ひなたで違ちがってるから。ただ、それだけ。そこに、レベルの高たかいも低ひくいもないよ」

「……雲くも里り」

「日向ひなたの望のぞみがかなって、わたしは、すごくうれしい」

　そう言いって、雲くも里りは顔かおをほころばせた。

（ああ……そうだ。雲くも里りは、こういう子こなんだ）

　同おなじ年としとは思おもえないくらい、自じ分ぶんの考かんがえというものを、すごくしっかり持もっていて。

　でも、自じ分ぶんが平へい気きだから、がまんできるからといって、ほかの人ひとにもその苦く痛つうを押おしつけるようなことは、絶ぜっ対たいしない。

　そんな雲くも里りを、日向ひなたは心こころの底そこから尊そん敬けいしている。

　そんな雲くも里りと、こうして友ともだちになれたことが、日向ひなたは本ほん当とうにうれしかった。

（わたしの人じん生せいは、あんな親おやのもとに生うまれた時じ点てんで、クソッタレな運うん命めいからの始はじまりだけど。でも、親おやがあんなだったから、わたしはこの施し設せつに入はいって、雲くも里りと出で会あえた。それだけで、ここに来くる前まえの人じん生せいの不ふ幸こうは、ぜんぶチャラにしてもいい）

　そう思おもうくらい、日向ひなたの中なかで、雲くも里りは大おおきな存そん在ざいだった。

「あのね、雲くも里り──」

　日向ひなたは、痣あざの入はいったポリ袋ぶくろを床ゆかにほうって、目めの前まえにいる雲くも里りに抱だきついた。

「この世せ界かいがどういう世せ界かいでも、わたし、雲くも里りのことが、世せ界かい一いち大だい好すき」

「ありがとう。わたしは、日向ひなたのこと、宇う宙ちゅう一いち大だい好すき」

　さらりとそう返かえしてくれた雲くも里りを、日向ひなたは、ますます強つよく抱だきしめた。

（……ん？　でも、「世せ界かい」と「宇う宙ちゅう」って、どっちのほうが大おおきいんだろう？）

　ふと、それを疑ぎ問もんに思おもって、日向ひなたは雲くも里りの顔かおを見みた。

　すると雲くも里りは、日向ひなたの考かんがえていることを見み透すかしたように、いたずらっぽくクスリと笑わらった。

　ああ、もう──こういうところも、大だい好すきだ。

　そう思おもいながら、日向ひなたはもう一いち度ど、思おもいっきり雲くも里りを抱だきしめた。
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　次つぎの日ひ。

【ケガはがしクリーム】を売うっていた自じ動どう販はん売ばい機きは、ドラッグストアの店みせ先さきから消きえていた。

「このクリーム、あの女おんなの子こが言いってたとおり、もう、二に度どと手てに入はいらないのかな」

「かもね。残のこったクリームは、何なにかあったときのために、大だい事じにとっておいたほうがいいかも」

　ということで、二人ふたりは残のこったクリームの存そん在ざいを、二人ふたりの秘ひ密みつにしておくことにした。

　いつかだれかが、大おおきなケガをしたときに。

　体からだから消きえないケガで、悩なやんでいる人ひとがいたときに。

　そういうときに、このクリームをまた使つかおうと、二人ふたりは約やく束そくした。




　けれど、ある日ひ。

　二人ふたりは、比ひ較かく的てき小ちいさなケガに、そのクリームを使つかうことになった。

　同おなじ施し設せつで暮くらしている年ねん少しょうの子こが、庭にわで転ころんで、ひざをひどくすりむいたのだ。

　そのときその場ばにいたのは、たまたま日向ひなたと雲くも里りだけだった。

　ケガをした子こは、医い務む室しつに連つれていけばいい。でも、自じ分ぶんたちよりずっと小ちいさな子このケガは、見みているだけで痛いた々いたしかった。

　このくらいの年としの子こなら、不ふ思し議ぎなクリームのことも、どうにかしてごまかせるかも。

　そう思おもいつつ、早はやくなんとかしてあげたくて、日向ひなたはクリームを使つかってその子このひざのケガをはがした。

　しかし──あせっていたせいで、うっかりピンセットを使つかうのを忘わすれてしまった。

　その結けっ果か。

「いたっ……」

「日向ひなた、だいじょうぶ？　……あ！」

　素す手でではがし取とったその子このケガは、ケガをさわった日向ひなたの手てに、貼はりついてしまったのだ。

　年ねん少しょうの子こを部へ屋やまで送おくっていったあと、日向ひなたは、ケガにもう一いち度どクリームをぬった。

　そして、今こん度どはちゃんとピンセットでそれをはがした。

「そういえば……。はがしたケガは、素す手ででさわらないようにって、説せつ明めい書しょに書かいてあったっけ」

「あ、待まって日向ひなた。ポリ袋ぶくろに入いれる前まえに、水すい道どうでケガを洗あらって、消しょう毒どくしないと。傷きず口ぐちに土つちが付ついてるから、ばい菌きんが入はいったら大たい変へんだよ。破は傷しょう風ふうとか、怖こわいんだから」

　雲くも里りに言いわれ、日向ひなたはあわててそのとおりにした。

　はがれたケガは、いったん日向ひなたの手てに貼はりついたことで、日向ひなたに痛いたみをもたらす「日向ひなたのケガ」になった。でも、それをまたクリームではがすと、その瞬しゅん間かんに痛いたみは消きえた。そのはがしたケガを、念ねん入いりに洗あらっても消しょう毒どくしても、水みずや消しょう毒どく液えきがしみる痛いたみは感かんじなかった。

　そのあと日向ひなたは、ケガに大おおきめの絆ばん創そう膏こうを貼はって、ポリ袋ぶくろに入いれて保ほ管かんした。

　そのケガは、ポリ袋ぶくろの中なかでだんだんと薄うすく、小ちいさくなっていき。

　やがて、ふつうにそのくらいのすり傷きずが治なおるのと同おなじくらいの時じ間かんが経たつと、すっかり消きえてなくなった。

「ケガを治なおしてる間あいだ、痛いたみを感かんじなくていいなんて、便べん利りだね、【ケガはがしクリーム】って」

　雲くも里りの言こと葉ばに、日向ひなたは「そうだね」とうなずいた。

　でも、そのとき日向ひなたは、それとはまた別べつの「クリームの使つかい方かた」について考かんがえていた。

　それは──。

（そっか……。【ケガはがしクリーム】を使つかえば、ケガを「ほかの人ひとに移うつす」ことが、できるんだ）
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　そして、【ケガはがしクリーム】を手てに入いれてから、半はん年としほど経たったある日ひのこと。

　日向ひなたと雲くも里りは、その日ひ、小ちいさな神じん社じゃの裏うらの公こう園えんで遊あそんでいた。

　町まちはずれの奥おくまった場ば所しょにあるため、そこは、めったに人ひとの来こない公こう園えんだった。

　その公こう園えんの隅すみの、ちょっとした草くさむらの中なかに入はいりこんだとき。

　日向ひなたは、地じ面めんに開あいていた窪くぼみの中なかに、足あしをすべらせ、転ころんでしまった。

　それだけならば、どうということはなかったが。

　悪わるいことに、窪くぼみの中なかには、たくさんの割われたガラスビンが捨すててあったのだ。

　そのガラスで、日向ひなたは、足あしをざっくりと深ふかく切きってしまった。

「──あ」

　傷きず口ぐちから、どくどく血ちがあふれ出だす。

　それを目めにしたとたん、思おもい出だしたように痛いたみがおそってきた。

「うわっ……。ちょっ……。どうしよう、これ……」

「日向ひなた！　クリーム、クリーム！　あれ、いつも持もち歩あるいてるって言いってたよね？」

「あっ……ああ……」

　雲くも里りの言いうとおり、日向ひなたはそのときも、【ケガはがしクリーム】のセットを持もっていた。

　おかげで、その大おおケガは、すぐに日向ひなたの足あしからはがし取とることができた。

　けれどそのためには、たっぷりの量りょうのクリームが必ひつ要ようだった。深ふかい傷きずだったので、傷きずの奥おくまでしっかりクリームをぬりこまないと、それをはがすことはできなかったのだ。

　結けっ局きょく、日向ひなたはそのケガのために、残のこっていたクリームをぜんぶ使つかい切きってしまった。

「あー、これで終おわりかあ。貴き重ちょうなアイテムなのに、なんか、もったいないことした気き分ぶん……」

「何なに言いってるの。そのクリームは、『何なにかあったときのために』って大だい事じに取とっておいたんでしょ。こんな大おおケガ、これ以い上じょうないほどの『何なにか』だよ」

「まあ、そうだけどさあ……」

　ケガをはがし取とった瞬しゅん間かん、例れいによって痛いたみはなくなり、ケガからの出しゅっ血けつもぴたりと止とまった。

　あとは、前まえやったように、ケガを洗あらって消しょう毒どくして、ふつうのケガにするような手て当あてをしつつ、袋ふくろに入いれて保ほ管かんしておけばいいだけだ。

　──しかし。

「……ねえ、雲くも里り」

　ピンセットでつまんだ、その深ふかい傷きずを見みつめて。

　日向ひなたの頭あたまに、ある一つの「計けい画かく」が浮うかんだ。
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　この傷きずを使つかって──復ふく讐しゅうする。

　自じ分ぶんをひどい目めにあわせてきた、あの親おやに。

　思おもいついたその計けい画かくを、日向ひなたは、すぐにその場ばで雲くも里りに話はなした。

「推すい理り物ものの漫まん画がとか見みるとさ。探たん偵ていが、犯はん行こうに使つかわれた凶きょう器きを見みつけて、それを証しょう拠ことして犯はん人にんに突つきつける……みたいなパターン、多おおいじゃない？　その点てん、【ケガはがしクリーム】ではがし取とったこのケガなら、完かん全ぜん犯はん罪ざいを可か能のうにする凶きょう器きになると思おもうんだ」

「……たしかに。このケガを、相あい手ての首くび筋すじねらって貼はり付つければ、物ぶっ的てき証しょう拠こを残のこすことなく、相あい手てののどをかき切きることができるかもね。──でも、日向ひなた」

「雲くも里りは、復ふく讐しゅうとか、そういうことは……するべきじゃない、って思おもう？」

　眉まゆを寄よせた雲くも里りの顔かおの、そこにあるやけどの痕あとを見みつめて、日向ひなたはたずねた。

　雲くも里りは、首くびを縦たてにも横よこにもふらず、ななめにかたむけて目めをふせた。

「それは、わからない。……わたしは、わたしにこのやけどを負おわせた親おやに対たいして、復ふく讐しゅうしたいとかよりも、もう二に度どと関かかわりたくないっていう思おもいしかないし。……でも、日向ひなたの復ふく讐しゅうしたいっていう思おもいも、それはそれで、当とう然ぜんのことだと思おもう」

「じゃあ……。雲くも里りは、わたしのやろうとしてること、止とめるつもりはない？」

「ない、かな。そもそも、わたしにそれを止とめる権けん利りはないし。……ただね、日向ひなた。強きょう力りょくな武ぶ器きや凶きょう器きは、もろ刃はの剣つるぎだよ」

「？　どういうこと？」

「武ぶ器きや凶きょう器きは、相あい手てにうばわれるリスクがあるってこと。だれにでも扱あつかえて、簡かん単たんに人ひとを傷きずつけられる道どう具ぐであればあるほど、ひとたびそれが相あい手ての手てに渡わたってしまえば、今こん度どはあなたの身みがあぶなくなる」

　わたしは、それが心しん配ぱいなの。

　そう言いって、雲くも里りはさらに眉み間けんのしわを深ふかくした。

　日向ひなたは、うつむいて口くちをつぐんだ。

　雲くも里りの言いうことは、よくわかる。その心しん配ぱいはもっともだ。

　でも……この〈傷きず〉を手てに入いれたことは、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだ。

「完かん全ぜん犯はん罪ざいで復ふく讐しゅうをとげられるチャンスなんて、きっと一いっ生しょうに一いち度ど、あるかないかだもん。わたしはどうしても、このチャンスに賭かけたい。復ふく讐しゅうはしたいし、犯はん罪ざい者しゃにもなりたくない」

　それは、虫むしのいい考かんがえだろうか？

　復ふく讐しゅうをとげたいのなら、せめて、法ほうで裁さばかれる覚かく悟ごは背せ負おうべきだろうか？

　でも──そんなの、不ふ公こう平へいだ。

　自じ分ぶんはただ、与あたえられたものを、与あたえ返かえしたいだけ。

　うばわれたものを、うばい返かえしたいだけなのに。

「あいつのところにいた間あいだ、わたしの命いのちと運うん命めいは、ずっとあいつに支し配はいされてた。だから今こん度どは、わたしがあいつの命いのちと運うん命めいを、支し配はいし返かえす。……そうしないと、わたしはいつまでたっても、わたしの人じん生せいを取とり戻もどせない。そんな気きがするんだ」

　日向ひなたのその言こと葉ばに。

　雲くも里りは、ただ「そっか」とうなずいた。

　日向ひなたは、歯はを食くいしばり、涙なみだをこらえながら、うなずき返かえした。




　それから、いったん施し設せつにもどった日向ひなたは、ありったけのおこづかいと、ついでに机つくえの引ひき出だしに入いれていた〈痣あざ〉を持もって、ふたたび外そとに出でた。

　ぐずぐずしてはいられなかった。

　クリームではがし取とったケガは、体からだから離はなれたその状じょう態たいでも、だんだん治なおっていってしまう。

　だから。せっかく手てに入いれた大おおケガの、その深ふかい傷きず口ぐちが、ふさがらないうちに。一いっ刻こくも早はやく、計けい画かくを実じっ行こうに移うつさなければならなかった。

　雲くも里りは、何なにも言いわずにいっしょについてきてくれた。

　二人ふたりはまっすぐ駅えきへと向むかい、切きっ符ぷを買かって電でん車しゃに乗のった。

　目もく的てき地ちは、復ふく讐しゅうのターゲット──日向ひなたは、それをもう「親おや」とも呼よびたくなかった──の住すんでいる町まち。

　そこまでの片かた道みち切きっ符ぷを買かっただけで、二人ふたりの所しょ持じ金きんは、ほとんど底そこをついた。でも、かまわなかった。復ふく讐しゅうさえ成せい功こうすれば、そのあとのことはどうでもいいと、日向ひなたは思おもった。

　二人ふたりを乗のせた電でん車しゃは、夕ゆう暮ぐれの町まちを、いくつも通とおりすぎて。

　そしてやがて、目もく的てきの町まちへとたどり着ついた。
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　勤つとめ先さきが変かわっていなければ、ターゲットは、その駅えきを使つかって通つう勤きんしているはずだった。

　駅えきの外そとの、人ひと目めにつかない場ば所しょにかくれて、日向ひなたは駅えきから出でてくる人ひとたちの顔かおを、一人ひとり一人ひとりチェックした。

　何なん本ぼんかの電でん車しゃを見み送おくったあと。

　日向ひなたは、人ひとごみの中なかに、忘わすれたくても忘わすれられないその顔かおを見みつけた。

　行いき当あたりばったりの計けい画かく。にもかかわらず、待まち伏ぶせが成せい功こうしたことに、日向ひなたはホッとした。

　それと同どう時じに、ターゲットが、本ほん当とうに以い前ぜんと変かわらない暮くらしをしているのかと思おもうと、はらわたが煮にえくり返かえるような気き分ぶんだった。

「……よし。向むこうは、こっちに気きづいてない。……じゃあ、あとを付つけるね、雲くも里り」

「了りょう解かい。……それで、どうする？　必ひつ要ようなら、わたしがあの人ひとに話はなしかけて、隙すきを作つくろうか？」

「ううん。何なにがあるかわからないし、雲くも里りにあぶないことさせられない。これは、わたしの問もん題だいだしね。……雲くも里りは、少すこし離はなれてそばにいて」

　雲くも里りが、そこにいてくれる。

　そう思おもうだけで、心こころ強づよい気き持もちになる。一人ひとりではくじけそうになる心こころを、支ささえていられる。

　だから、それでじゅうぶんだ。

「……行いくね」

　駅えき前まえの人ひとごみにまぎれて、日向ひなたはターゲットの尾び行こうを開かい始しした。

　いくらかの距きょ離りを空あけて、雲くも里りもそのあとを追おってくる。

　ときどき日向ひなたがふり返かえると、そのたび雲くも里りはしっかりと目めを合あわせて、ほほ笑えんでくれた。

　あたりはもう暗くらく、駅えきからの大おお通どおりは人ひとも多おおいので、尾び行こうがばれる可か能のう性せいは低ひくそうだった。それに、ターゲットは背はい後ごを気きにする様よう子すもない。今いまさらこうして「復ふく讐しゅう者しゃ」があらわれるなんて、考かんがえてもいないのだろう。そののんきな背せ中なかを、日向ひなたは反吐へどが出でる思おもいでにらみつけた。

　やがて、ターゲットは人ひと通どおりの少すくない枝えだ道みちに入はいった。

　日向ひなたは、いっそう慎しん重ちょうに尾び行こうを続つづけた。……そして。

（……そろそろか？）

　ほかの通つう行こう人にんや、道みち端ばたの人ひと目めがなくなったあたりで、日向ひなたはタイミングを計はかり始はじめた。

　今いま、走はしって一いっ気きに距きょ離りをつめ、ターゲットに飛とびかかれば──。

　一いっ瞬しゅんの隙すきでいい。ターゲットの首くび筋すじに「傷きず」がくっ付つきさえすれば──それで終おわる。

　だが、日向ひなたは、なかなかうまくタイミングをつかむことができなかった。

　そうこうするうち、ターゲットは細ほそい枝えだ道みちを抜ぬけてしまった。

　けれど、その先さきで、絶ぜっ好こうのチャンスがおとずれた。

　ターゲットが公こう園えんに入はいり、自じ動どう販はん売ばい機きで飲のみ物ものを買かって、ベンチに腰こしを下おろしたのだ。

　具ぐ合あいのいいことに、今いまは強つよい夜よ風かぜが吹ふいていた。

　ベンチの近ちかくにある木き々ぎが、風かぜでざわざわと葉はを鳴ならし、多た少しょうの足あし音おとはかき消けしてくれる。

　日向ひなたは、ターゲットに気きづかれないよう、なんとかベンチのうしろに回まわりこんだ。

　上うわ着ぎのポケットから、ゆっくりと、二つのポリ袋ぶくろを取とり出だす。

　一つは、昼ひる間まにはがし取とった、深ふかい切きり傷きずの入はいった袋ふくろ。

　もう一つは、半はん年とし前まえにはがし取とった、古ふるい痣あざの入はいった袋ふくろ。

　半はん年としぶりに机つくえの引ひき出だしから取とり出だした痣あざは、今いまさらうすれているということもなく、日向ひなたの胸むねにあったときと、まったく変かわっていなかった。

　日向ひなたはまず、痣あざの入はいった袋ふくろを開あけた。

　ピンセットを使つかって、袋ふくろから痣あざを取とり出だす。

　それを、ベンチに座すわるターゲットへと近ちかづけて──その首くびのうしろに、日向ひなたはふわり、と痣あざを貼はりつけた。

（──や……やった……！）

　チャンスがあれば、ついでにこいつも「返かえして」やろう。

　そう思おもって、ここまで持もってきた痣あざ。

　これでもう、痣あざは日向ひなたのものではない。晴はれてターゲットの痣あざとなったのだ。

　痣あざを貼はりつけられたことに、ターゲットは気きづかないようだった。とうに痛いたみを感かんじなくなった、古ふるいケガだから、体からだに貼はりついても感かん触しょくがないのだろう。

　日向ひなたは、息いきを整ととのえることもままならず、もう一つの袋ふくろを開ひらく。

　さっきと同おなじように、ピンセットで、袋ふくろから傷きずを取とり出だす。

　それを、ターゲットの首くび筋すじへ──……。

　けれど、そのとき。

　電でん灯とうの明あかりに照てらされた、痣あざ。

　それを見みて、日向ひなたの手てが、震ふるえた。

　今いましがた、自じ分ぶんでターゲットに貼はりつけたものなのに。はがし取とった状じょう態たいのケガよりも、人ひとの肌はだの上うえにあるそれは、ずっと生なま々なましくて。

　心しん臓ぞうが、大おおきく縮ちぢんで。その振しん動どうがそのまま、ピンセットを持もつ日向ひなたの手てを、震ふるわせたのだ。

（────あ……）

　ピンセットの先さきから、傷きずがはなれて、落おちた。

　その傷きずは、舞まい散ちった木この葉はと共ともに、夜よ風かぜに吹ふかれて飛とんでいった。

（……ああ。……うそ。──そんな！）

　日向ひなたは、頭あたまの中なかが真まっ白しろになった。

　あの傷きずは、まだ「自じ分ぶんの傷きず」なのだ。

　もし、あれをなくすようなことがあったら──……。

（早はやく……早はやく……拾ひろわなきゃ……）

　日向ひなたは、這はうようにしてその場ばからはなれ、風かぜに飛とばされた傷きずを追おった。

　傷きずが飛とんでいったのは、ターゲットがいるのとは反はん対たいの方ほう向こうだった。そのおかげで、ターゲットの前まえに姿すがたを見みせずにすんだのは幸さいわいか。だがそれは、傷きずが公こう園えんの外そと──道どう路ろへと飛とんでいってしまったことを意い味みしていた。

　道どう路ろに出でると、少すこしはなれたところに、雲くも里りがいた。

「雲くも里り……っ。わたし……あの傷きずを……お、落おとしちゃった……！」

　駆かけ寄よってきた雲くも里りに、日向ひなたは、小こ声ごえで叫さけぶようにそのことを伝つたえた。

　雲くも里りは青あおざめて、それでも、しっかりと落おち着ついた声こえで日向ひなたに言いった。

「さがそう、なんとしても。傷きずを落おとしたのは、このあたりなの？」

「……風かぜで、飛とんでいっちゃったから。……でも、たぶん、こっちのほうに……」

「二人ふたりで手て分わけすれば、きっと見みつかるよ。……傷きずを見みつけても、あわてて素す手ででさわらないように、気きをつけるんだよ、日向ひなた」

　日向ひなたはうなずき、雲くも里りといっしょに、傷きずを捜さがし始はじめた。

　暗くらい夜よるの道どう路ろに、二人ふたりは必ひっ死しで目めをこらす。ちょっとでもそれらしいものがあれば、その場ばにしゃがんで目めを近ちかづける。

　けれど、傷きずかと思おもったものは、道どう路ろのヒビだったり、汚よごれだったりした。

　しばらくして、一台だいの車くるまが、クラクションを鳴ならし近ちかづいてきた。

　二人ふたりは、道どう路ろの端はしに寄よって車くるまをよける。

　そのとき。

　車くるまのヘッドライトに照てらされて、道どう路ろの上うえに、見み覚おぼえのある形かたちの傷きずが、はっきりと見みえた。

　その傷きずは、車くるまが通とおりすぎた風ふう圧あつで、ふわりとアスファルトから舞まい上あがった。

　そこに、折おり悪わるく風かぜが吹ふく。宙ちゅうに浮ういた傷きずを、夜よ風かぜは遠とおくへと運はこぶ。

　日向ひなたと雲くも里りは、傷きずを見み失うしなうまいとそれを追おった。

　けれども、傷きずは。

　日向ひなたたちが追おいつく前まえに、飛とんでいった道どう路ろの脇わきの、用よう水すい路ろの中なかに──音おともなく落おちた。

「…………あ」

　日向ひなたは、体からだ中じゅうの力ちからが抜ぬけるのを感かんじた。

　コンクリートでおおわれた、町まちなかの用よう水すい路ろ。どぶ川がわと言いってもいいその水みずの中なかには、どれだけのばい菌きんがいるか知しれない。そこに、「自じ分ぶんの傷きず」を落おとしてしまった。

　その傷きず口ぐちから、ばい菌きんは、自じ分ぶんの体からだに入はいりこむ。

　それは、じわじわと血ちの中なかに毒どくを流ながしこまれるようなものだ。

　一分ぷん一秒びょうでも早はやく、川かわの中なかから、傷きずを見みつけて拾ひろわないと。

　でも、夜よるの川かわに落おちた、あんなうすっぺらい傷きずなんか、簡かん単たんに見みつかるはずも──……。

　日向ひなたが、そう絶ぜつ望ぼうしかけた、そのときだった。

　雲くも里りが、ガードレールを乗のり越こえて、ばしゃん、と川かわの中なかに飛とびこんだ。

「……くも……り……！」

　日向ひなたは、ふらふらと川かわに近ちかづき、ガードレールから身みを乗のり出だす。

　川かわは、せいぜいひざまで浸つかるくらいの、浅あさい川かわのようだった。流ながれもかなりゆるやかだ。

　そんな川かわの水みずに、雲くも里りは両りょう手てを突つっこんでいた。

　傷きずが落おちたあたりの水みずの中なかを、ゆっくりとさぐるように、雲くも里りは手てを動うごかす。

　次つぎの瞬しゅん間かん。

　月つき明あかりの下したで、ひと固かたまりの川かわの水みずが、色いろを変かえたように見みえた。

　その色いろづいた水みずの中なかから、雲くも里りは手てを引ひき抜ぬいた。

「──見みつけたよ！」

　片かた手てを高たかく上あげ、雲くも里りは、それを日向ひなたに掲かかげて見みせた。

　手ての平ひらに貼はりついた、ざっくりと深ふかいその傷きずを。
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「だって、ああするしか、思おもいつかなかったんだもの。あの状じょう況きょうで、一いっ刻こくも早はやく傷きずを拾ひろうには、体からだに傷きずを貼はりつけるしか──……」

　公こう園えんの水すい道どうで、「雲くも里りの」手ての平ひらの傷きずを洗あらったあと。

　日向ひなたと雲くも里りは、駅えきの近ちかくにあった病びょう院いんを目め指ざして、ならんで歩あるいた。

　歩あるきながら、日向ひなたは泣なきっぱなしだった。震ふるえっぱなしだった。

【ケガはがしクリーム】は、もう残のこっていない。

　雲くも里りの手ての平ひらに貼はりついた傷きずを、ふたたびはがし取とることは、もうできない。

「こんな……ことに、なるなら……。復ふく讐しゅう、なんて……考かんがえなきゃ、よかった……」

　自じ分ぶんのせいで。過か去このことを、復ふく讐しゅうしようなんて考かんがえたせいで。

　関かん係けいのない雲くも里りに、こんなにも深ふかい傷きずを負おわせてしまった。

　それなのに、雲くも里りは。

「うーん、どうだろうね。……わたしは、『失しっ敗ぱい』と『間ま違ちがい』って、同おなじではないと思おもうけど。どれだけ正ただしいことだって、失しっ敗ぱいしちゃうことはあるもの。だから、逆ぎゃくに言いえばさ。失しっ敗ぱいしたからといって、その行こう動どうや考かんがえが、間ま違ちがってたって決きめるつけることは、ないんじゃないかな」

　雲くも里りは、ひどい痛いたみに耐たえているはずなのに、それをまったく態たい度どに出ださずに話はなしていた。

　ぽた、ぽた、と。雲くも里りのほうからは、絶たえず水みず音おとが聞きこえてくる。

　地じ面めんにしたたり落おちているのは、服ふくに染しみた川かわの水みずだけではない。

　日向ひなたは、うめき声ごえをもらして、はげしく何なん度どもかぶりをふった。

「……間ま違ちがいだよ。──こんなふうに、雲くも里りを傷きずつける結けっ果かになったなら！　それは、最さい初しょから何なにもかもが、大おお間ま違ちがいだったってことなの……！」

　のどが破やぶれんばかりに、日向ひなたは叫さけんだ。

　そんな日向ひなたの横よこで。

　雲くも里りは、こまったように小ちいさく笑わらった。
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　……ねえ。聞きいてる？　日向ひなた。

　……はい、はい。わかったよ。わたしが何なにをどう言いっても、あなたは、このことを後こう悔かいし続つづけるんだろうね。一いっ生しょう、ずっと？　……そっか。はあ。

　……ねえ。

　あの【ケガはがしクリーム】ってさ。

　あれ、もしかしたら、悪あく魔まの売うる商しょう品ひん──だったりしたのかな。

　ほら、物もの語がたりで、よくあるじゃない。この世よのものとは思おもえない、不ふ思し議ぎで奇き妙みょうな商しょう品ひんを手てに入いれた人にん間げんの話はなし。

　悪あく魔まの売うる商しょう品ひんは、基き本ほん的てきに、人にん間げんに不ふ幸こうをもたらすようにできててさ。

　悪あく魔まの思おも惑わくどおり、その商しょう品ひんを買かった人にん間げんが不ふ幸こうになれば、悪あく魔まの勝かち。

　悪あく魔まの思おも惑わくに打うち勝かって、その商しょう品ひんを買かった人にん間げんが幸しあわせになれば、人にん間げんの勝かち。

　だとしたら、これは、日向ひなたの負まけだよね。「こんなことになるなら、あんなもの買かわなきゃよかった」って、日向ひなたが後こう悔かいし続つづけるなら。

　……でもね。

　もし、あのクリームを買かってたのが、わたしだったら。

　そしたら、わたしの。人にん間げんの、勝かちだったよ。

　今いまのこの状じょう況きょうと、まったく同おなじ結けつ末まつになってたとしても。

　……だって。

　日向ひなたにとって、復ふく讐しゅうが、どれだけ大たい切せつなことなのか……わたしは、よく知しってるつもり。

　その大たい切せつな復ふく讐しゅうを、「間ま違ちがい」にしちゃうくらい……それくらい、日向ひなたの中なかで、わたしは大おおきな存そん在ざいなんだ、って思おもうとね。

　日向ひなたは、こんなにも苦くるしんでるのに。

　わたしは今いま、笑わらうのが我が慢まんできないくらい、心こころの底そこからうれしくて──幸しあわせなんだもの。
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　もと影かげ欠かけ村むらは、市し街がい地ちから車くるまで二時じ間かんほど走はしったところにある、小ちいさな田舎いなか町まちだ。

　そこが「影かげ欠かけ村むら」という地ち名めいでなくなったのは、駈かけるが生うまれるよりも少すこし前まえのこと。今いまから十年ねんとちょっと昔むかしである。まわりにあるいくつかの市し町ちょう村そんと合がっ併ぺいしたとき、その中なかのある市しの名ながそこらの地ち区く全ぜん体たいの地ち名めいとなり、「影かげ欠かけ村むら」の地ち名めいは地ち図ずから消きえた。

　でも、その場ば所しょの今いまの名な前まえを、駈かけるはなかなか覚おぼえられない。

　自じ分ぶんがそこに住すんでいるわけではないし。それに、駈かけるの親おやが、今いまもそこを影かげ欠かけ村むらの名なで呼よんでいるからだ。

「だって、そのほうが呼よびなれてるしねえ。駅えき名めいやバス停ていや、地じ元もとの学がっ校こうなんかの名な前まえには、まだ『影かげ欠かけ』が残のこってるところもいっぱいあるし。母かあさんに荷に物もつを送おくるときとか、いまだに住じゅう所しょを間ま違ちがえそうになったりして、こまったもんだわー」

　車くるまを走はしらせながら、母かあさんはそう言いった。

　もと影かげ欠かけ村むらは、母かあさんの生うまれ故こ郷きょうだ。

　母かあさんの母かあさん──つまり駈かけるの祖そ母ぼの住すむ家いえは、いわゆる「いなかのばあちゃんち」。

　夏なつ休やすみ、家か族ぞく三人にんでそこに泊とまりに行いくのが、駈かけるは毎まい年とし楽たのしみだった。

　今こ年としもまた、山やまで虫むし捕とりして……川かわで魚さかなを捕とって……裏うらの井い戸どで冷ひやしたスイカを三さん角かくに切きったやつを、大おお皿ざらからどんどん取とって食たべて……お盆ぼん祭まつりに行いって、トウモロコシを焼やいたの食たべて……近きん所じょのえっちゃんとりょーくんと、ばあちゃんにもらった花はな火びをして……。

　ばあちゃんちで過すごす夏なつ休やすみの数すう日じつ間かんは、いつも、たのしい思おもい出ででいっぱいになる。

　──去きょ年ねんの夏なつは、一つ、悲かなしいこともあったけど。

　でも、いいのだ。ばあちゃんちに行いけば、今こ年としもまた「友ともだち」に会あえるから。

　みんな、元げん気きにしてるだろうか。

　えっちゃんとりょーくんと……それから──……。

　すれちがう車くるまもないバイパスを、駈かけるたちを乗のせた車くるまは、ぐんぐん走はしる。

「影かげ欠かけ村むらの地ち名めいがなくなったの、今いまさらだけど、残ざん念ねんだよ」

　助じょ手しゅ席せきに座すわる父とうさんが、ため息いきをついてそう言いった。

「地ち名めいっていうのは土と地ちの歴れき史しを表あらわすものだから、むやみに変かえたり消けしたりするものじゃあ、ないと思おもうがなあ」

「そういえば、『影かげ欠かけ』って、変かわった地ち名めいだね。……どういう意い味みがあるの？」

　後こう部ぶ座ざ席せきの駈かけるは、車しゃ内ないテレビの音おん声せいにかき消けされないよう、少すこし声こえを張はり上あげてたずねる。

　母かあさんは、それに答こたえて言いった。

「影かげ欠かけ村むらは……そのまんま、文も字じどおり、影かげの欠かける村むらなのよ。そういう話はなしがね、昔むかしっからよくあんの。影かげの濃こい夏なつ場ばなんかは、とりわけよ。よく晴はれた昼ひる間まに、ふっと足あし元もとを見み下おろすと、自じ分ぶんの影かげがちょこっと欠かけてたりするんだわ。……あんたは、そういう影かげ、見みたことないかね」

　たずね返かえされて、駈かけるは少すこし、どきりとした。

　母かあさんの語かたるような「欠かけた影かげ」は、見みたことがないけれど。でも──。

「ふーん、それが『土と地ちの歴れき史し』？　でも、それってただの、怪かい談だん話ばなし？　じゃないの？」

　ごまかすように、駈かけるは早はや口くちでそう返かえした。

　母かあさんは「まあねえ」と笑わらった。

　三人にんを乗のせた車くるまは、山やまをつらぬく長ながいトンネルの中なかへと入はいっていった。




　ばあちゃんちに行いくときには、いつも同おなじ橋はしを通とおる。

　駈かけるたちにとっては、そこがもと影かげ欠かけ村むらの、入いり口ぐちだ。

　その橋はしのかかる川かわが、以い前ぜんは、村むらとその外そととの境さかいになっていたという。

　駈かけるたちを乗のせた車くるまは、いつものように、その橋はしを渡わたって境さかいを越こえた。

　──そのとたん。

（……なんだ？）

　駈かけるは、なんともいえない、いやな感かんじを覚おぼえた。

　思おもわず、車くるまの窓まどに張はりついて、外そとを見みる。……何なにか変へんだ。景け色しきが、妙みょうにうす暗ぐらいような気きがする。まだ昼ひる間まだし、空そらはよく晴はれているのに。

　景け色しきをながめていた駈かけるは、さらに、おかしなことに気きがついた。

　たまに車くるまとすれちがう人ひとたちが、みんな、じっとこちらを見みているのだ。

[image: ]

　バス停ていにいる人ひとも。スーパーの駐ちゅう車しゃ場じょうにいる人ひとも。道みちを歩あるいている人ひとも、一人ひとり残のこらず。

　その人ひとたちの目めつきは、なんだかやけにうつろだった。

　それだけではない。その人ひとたちの姿すがたには、どこか強きょう烈れつな違い和わ感かんがある。

　でも、その違い和わ感かんの原げん因いんが、駈かけるにはわからなかった。




　三人にんを乗のせた車くるまは、いつもどおりの道みちを通とおって、やがてばあちゃんちに着ついた。

　母かあさんと父とうさんが車くるまのドアを開あける。クーラーのきいた車しゃ内ないに、一いっ気きに熱ねつが入はいりこむ。

　木き々ぎや土つちや川かわのにおいが濃こい、田舎いなかの夏なつの空くう気き。

　けれど、いつもとちがって、それがどことなく肌はだ寒ざむく感かんじられた。

「駈かける、どうした？　荷に物もつ持もってくれよ」

　車くるまを降おりた父とうさんが声こえをかける。

　駈かけるは、自じ分ぶんものろのろと車くるまの外そとに出でて、父とうさんの顔かおを見み上あげた。

「……ねえ。……町まちの人ひとたち、なんか、今日きょう、変へんじゃなかった？」

「……駈かけるも、そう思おもったか」

　父とうさんの返へん事じに、駈かけるは少すこしホッとした。

　自じ分ぶんだけじゃない。父とうさんも、町まちの異い変へんに気きづいていたのだ。

　母かあさんはどうだろう、と駈かけるは聞きこうとした。でも、家いえの呼よび鈴りんを押おしてもばあちゃんが出でてこないようで、母かあさんはばあちゃんを探さがしに、店みせのほうへ行いってしまった。

　ばあちゃんはおもちゃ屋やをやっていて、家いえは店みせとくっついた形かたちになっているのだ。

「何なにか……この町まちで、あったのかな。大おおきな事じ件けんとか……？」

「どうだろうな。おばあちゃんに聞きいてみるか？」

「あ、そうだね。この町まちに住すんでるばあちゃんなら、何なにか知しってるか──」


「なあんもないよ、べつに」



　割わって入はいったのは、ばあちゃんの声こえだった。

　いつの間まにか、ばあちゃんがすぐ近ちかくに立たっていた。


「よく来きたねえ。さ、さ。そんなとこにいないで、中なか入はいって。暑あついでしょ」



　ばあちゃんは、にこにこ笑わらって駈かけるたちに言いう。

　けれども、その様よう子すがなんだか……おかしい。

　動うごきがないのだ。しゃべるのに合あわせて、口くちだけは動うごいているけれど、そのほかの部ぶ分ぶんがピクリとも動うごかない。

「あ、母かあさん。そっちにいたの？　ただいまー」

　と、母かあさんが戻もどってきて、ばあちゃんに駆かけよる。

　ばあちゃんは笑え顔がおのまま、母かあさんをふり向むいた。


「ああ、おかえり。さ、荷に物もつ下おろして、中なか入はいってゆっくりしなさい」



「あ……。ありが……と……」

　ばあちゃんにうながされ、持もっていたバッグを渡わたしながら、母かあさんは眉まゆをひそめた。

　母かあさんも、ばあちゃんの様よう子すのおかしさに、すぐ気きがついたらしい。

　口くち以い外がいを動うごかしても、ばあちゃんの動うごきは、やっぱりひどく不ふ自し然ぜんだった。無む意い識しきに首くびをゆらしたりとか、意い味みもなく手てを動うごかしたりとか、そういう「無む駄だな動うごき」がいっさいない、といえばいいのだろうか。

　その人ひとのくせとか、ついついしてしまう動どう作さが、いっさい失うしなわれてしまった感かんじなのだ。


「さ、おいでおいで。よーく冷ひえたスイカ、切きったげる」



　右みぎ手てだけをゆらして手て招まねきするばあちゃんは、やる気きのない人にん形ぎょう劇げきみたいだった。

　やがて、手て招まねきをやめたばあちゃんは、小ちいさな門もんを通とおって庭にわに入はいった。

　母かあさんと父とうさんは、とまどった顔かおをしながらも、ばあちゃんを追おって歩あるき出だす。

　駈かけるも、とりあえず、二人ふたりについていこうとした。

　──が。

　そのとき、ざわり、と寒さむ気けが走はしった。

（……あれ？　……今いま、たしか──）

　門もんを通とおりぬけて、庭にわに入はいっていく母かあさんと父とうさん。

　その二人ふたりの足あし元もとから、道どう路ろに向むかって伸のびる、二つの影かげ。

（……変へんだ、そんなの。……だって）

　同おなじように、門もんを通とおって庭にわに入はいっていったばあちゃんには──。

　その足あし元もとには、道どう路ろのほうへ伸のびる影かげなんて、なかったのに。

（……そうだ。そういえば。車くるまに乗のってるときすれちがった、町まちの人ひとたちも）

　気きづいて、駈かけるはぞっとする。

　あの町まちの人ひとたちの姿すがたに、何なにか強きょう烈れつな違い和わ感かんを覚おぼえた、その理り由ゆうは。

（ずっと、日ひは照てってたのに。みんな、影かげがなかったんだ、あの人ひとたち……！）

　白しら々じらと照てりつける日ひ差ざしの中なか、くらり──と、景け色しきがゆがんだ。







「……暑あついなあ」

　顔かおの汗あせをぬぐって、カラカラにかわいたのどに、駈かけるはむりやりつばを流ながしこむ。

　駈かけるは庭にわの外そとで、母かあさんか父とうさんが出でてきてくれないだろうかと、待まっていた。

　何なにがどうなっているのか。何なにをどうすればいいのか。それはぜんぜん、わからない。

　でも、とにかく。あの「影かげのないばあちゃん」がいる家いえの中なかには、入はいりたくなかった。家いえの外そとから母かあさんや父とうさんに声こえをかけるのも、怖こわかった。もし、ばあちゃんが出でてきたらと思おもうと。

（……何なにか、飲のみたい。リュックの中なかに、飲のみ物もの、入いれとけばよかったな……）

　車くるまの中なかには、クーラーボックスに入はいったジュースやお茶ちゃが、たしか残のこっていたはずだけど。車くるまのキーがないと、それも取とり出だせない。

「……うう」

　駈かけるは、ばあちゃんの家いえの門もんに近ちかづいて、そこからそっと庭にわと玄げん関かんをのぞきこんだ。

　だれもいないのをたしかめて、庭にわに入はいる。

　草くさ木きのある庭にわは、道どう路ろよりはいくらか涼すずしい。

　その庭にわの隅すみにある井い戸どに、駈かけるは近ちかづいた。この井い戸どの中なかで、よくスイカやビンジュースを冷ひやしたりしているのだが……井い戸どの中なかをのぞいてみても、今いまは何なにも入はいっていない。でも、ひんやりと水みず気けを含ふくんだ空くう気きが、いいにおいだ。

「……ここの井い戸ど水みずは、そのまま飲のみ水みずにはできないって、ばあちゃん言いってたよなあ」

　冷つめたい水みずが、すぐそこにあるというのに。けど、生なま水みずでおなかを壊こわしてもこまる。

　近ちかくで自じ動どう販はん売ばい機きでも探さがしたほうがいいかもな。そう思おもいながら、駈かけるは井い戸どに背せを向むけた。

　そのとき。

　庭にわにある犬いぬ小ご屋やが目めに入はいって、駈かけるはハッとした。

「……あ！　そういや、クロスケは」

　クロスケ。駈かけるが生うまれる前まえからばあちゃんちにいる、黒くろい犬いぬ。

　毎まい年としここにきて会あうのを楽たのしみにしていた、その「友ともだち」のことを、駈かけるはそこでようやく思おもい出だした。

「クロスケっ……。いないのか……？」

　犬いぬ小ご屋やに向むかって呼よびかけるが、反はん応のうはない。

　駈かけるは犬いぬ小ご屋やに近ちかづいて、しゃがみこみ、中なかをのぞきこんだ。けれど、小こ屋やの中なかには汚よごれた毛もう布ふと、からっぽのエサ入いれの皿さらとかわいた水みず入いれの皿さらが、しまわれているだけだった。

「……ここには、いないのかな」

　立たち上あがって、駈かけるはあたりを見み回まわす。

　そして、もう一いち度ど、クロスケの名な前まえを呼よぼうとしたときだった。


「かーけーる、くーん。来きてたんだねー」

「ひっさしぶりー。待まってたよー、駈かける」



　二人ふたりの子こどもが、庭にわの門もんから顔かおをのぞかせた。

「……えっちゃん。……りょーくん」

　かすれる声こえで、駈かけるは二人ふたりの名なをつぶやいた。

　ばあちゃんちの近きん所じょに住すんでいる、友ともだち。

　めったに会あえないけれど、その顔かおを忘わすれるなんてことはない。でも──。

　うつろな目めをして、お面めんのように笑えみを貼はりつけた目めの前まえの二人ふたりは、駈かけるの知しっているえっちゃんとりょーくんとは、まるで別べつ人じんのように見みえた。

　二人ふたりが、庭にわの中なかに入はいってくる。

　その足あし元もとに目めをやると……やっぱり、そこには影かげがなかった。

　近ちかづいてくる二人ふたりから、駈かけるはあとずさる。

　しかし、そのとき。

　玄げん関かんの戸とが開あいて、家いえの中なかから、三人にんが現あらわれた。

　ばあちゃんと──母かあさんと、父とうさんが。


「駈かける。いつまで外そとにいるの。早はやく、入はいってきなさいよ。──だいじょうぶ。おばあちゃんはべつに、なんでもないから」

「やあ、えっちゃんとりょーくんも、ひさしぶり。──この町まちは、いつ来きても、変かわりないね」



「…………母かあさん。…………父とうさん」

　駈かけるは、その場ばにくずれ落おちそうになる。

　二人ふたりは、ばあちゃんと同おなじになっていた。えっちゃんとりょーくんと、同おなじになっていた。

　うつろな目め。貼はりつけたような笑えみ。体からだのほとんどがピクリとも動うごかない、へたくそな人にん形ぎょう劇げきじみた動うごき。

　その二人ふたりの影かげもまた、失うしなわれていた。

（──そんな）

　やっぱり、そうなのだ。

「影かげを取とられた」ら、こうなってしまう。

　まるで、魂たましいを抜ぬき取とられたみたいに、何なにか「別べつのもの」になってしまう──。

　影かげのない五人にんが、駈かけるの周まわりを取とりかこみながら、近ちかづいてくる。


「さ。駈かけるも、いいかげんその荷に物もつ下おろして──」



　ばあちゃんが、駈かけるの背せ負おっているリュックに手てを伸のばす。

　駈かけるはそれをよけて、

「……クロスケ」

　ふるえる声こえで、その「友ともだち」の名なを呼よんだ。

　ばあちゃんも、えっちゃんもりょーくんも、母かあさんも父とうさんも。みんな、得え体たいの知しれないものに変かわってしまった。みんな、いなくなってしまった。

　でも、クロスケなら。あいつなら、きっと──。

「……クロスケ。……どこにいるんだ!?　……出でてきてよ！　クロスケ──えええ！」


「……何なに言いってんの、駈かける」



　ばあちゃんが、不ふ思し議ぎそうに首くびをかしげた。


「クロスケは──……去きょ年ねんの夏なつに、死しんだじゃないの」



　そう言いうと、ばあちゃんは、駈かけるのリュックをつかんだ。

　駈かけるは、無む我が夢む中ちゅうでその手てをふりはらった。

　そして、母かあさんと父とうさんを突つき飛とばして、走はしって、戸とが開ひらきっぱなしになっていた玄げん関かんに飛とびこんだ。

　すばやく戸とを閉しめて、内うち側がわからカギをかける。

　外そとで駈かけるを呼よぶ、ばあちゃんたちの声こえ。いくつもの手てで、戸とをたたく音おと。

　それらに背せを向むけて、駈かけるは土ど足そくのまま、家いえの奥おくへとまた走はしり出だした。

　走はしりながら、さっきのばあちゃんの言こと葉ばを思おもい返かえす。

　クロスケが、去きょ年ねんの夏なつに、死しんだって？




　──そんなこと、わかっている。
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　一年ねん前まえ。

　駈かけるたちがばあちゃんの家いえに泊とまりにいった、ちょうどその日ひに、クロスケは死しんだ。

　寿じゅ命みょうだった。クロスケは、駈かけるよりいくつも年とし上うえの、もう老ろう犬けんだったから。

　物もの心ごころついたころから、クロスケは駈かけるの友ともだちだった。

　駈かけるの夏なつの思おもい出での中なかには、いつだってクロスケがいた。

　めったに会あえなくても、クロスケは、ぜったい駈かけるのことを忘わすれなかった。

　そんな友ともだちとの別わかれが、つらくて、悲かなしくて。

　母かあさんと父とうさんが、庭にわにクロスケの墓はかの穴あなを掘ほっている間あいだ、駈かけるは、クロスケのなきがらの前まえでずっと泣ないていた。

　そのとき。

　駈かけるの前まえに、一人ひとりの女おんなの子こが現あらわれたのだ。

　着きている服ふくは、ショッキング・ピンクのパーカー。右みぎの目めには、ハートにバッテンを重かさねた柄がらがついた、パーカーとおそろいの色いろの眼がん帯たい。髪かみの毛けは、まじりっけない銀ぎん髪ぱつ。──見み知しらぬその女おんなの子こは、この田舎いなか町まちにはめずらしい、派は手でな格かっ好こうをした子こだった。

　女おんなの子こは、庭にわの外そとから、そっと駈かけるを手て招まねきした。

　そして、一つの小ちいさな黒くろい箱はこを、「あげる」と駈かけるに手て渡わたした。

　箱はこには【影かげ細ざい工くセット】と書かかれたラベルが貼はられていた。

　箱はこを開あけてみると、中なかには白しろい針はりと、黒くろい糸いとと、白しろい刃はの小ちいさなハサミが入はいっていた。

「……何なに？　これ」

　と、駈かけるが箱はこから顔かおを上あげたとき、女おんなの子この姿すがたは、もうどこにもなかった。

（……なんだったんだ？　あの子こ。……【影かげ細ざい工くセット】って、いったい……？）

　不ふ思し議ぎに思おもいながら、駈かけるは、クロスケのなきがらのそばに戻もどってきた。

　夕ゆう暮ぐれ時どきだった。

　地じ面めんに目めを落おとすと、クロスケのなきがらから、影かげが伸のびていた。

　横よこたわるクロスケの体からだよりも、長ながい影かげ。

　──影かげ、か。

　クロスケを墓はかに埋うめたら、この影かげも、永えい遠えんに消きえてなくなってしまうのか。

　ふと、そんなことを考かんがえて、駈かけるはたまらなくさびしくなった。

（……【影かげ細ざい工くセット】……か）

　駈かけるは、女おんなの子こに渡わたされたその箱はこの中なかから、ハサミを取とり出だした。

　白しろい刃はが、光ひかりを反はん射しゃしているのではなく、まるで光ひかりそのものでコーティングしているような。そんな、不ふ思し議ぎな輝かがやきを宿やどしたハサミ。

　もし、このハサミで、本ほん物ものの影かげを切きることができるなら。

　クロスケを土つちの中なかに埋うめたあと、その影かげだけでも、そばに置おいておくことができる。

　……なんてことを、冗じょう談だん半はん分ぶんで考かんがえながら。

　駈かけるは、ハサミの刃はをクロスケの影かげの端はしに入いれ、ショキ、とその刃はを合あわせた。

　奇き妙みょうな手てごたえがあった。

　紙かみを切きったのとも、布ぬのを切きったのとも違ちがう感かん触しょく。

　それと同どう時じに、影かげの端はしに、切きれ目めが入はいった。

　──まさか、そんな。

　おどろきながらも、駈かけるはさらに、ショキ、ショキ、とハサミを動うごかす。

　その刃はの動うごきにともなって、クロスケの影かげは、どんどんその体からだから切きり離はなされていった。

　やがて、ハサミの刃はは、影かげの端はしまで行いきついた。

　次つぎの瞬しゅん間かん。

　完かん全ぜんに体からだから切きり離はなされた、クロスケのその影かげが、起おき上あがった。

　それは、犬いぬの形かたちをした、光ひかりのない空くう間かんの塊かたまりだった。

「……クロスケ？」

　駈かけるが呼よびかけると、その影かげは、しっぽをふってじゃれついてきた。

　生いきていたころのクロスケと、同おなじように。

　クロスケは、もともと真まっ黒くろな犬いぬだった。

　そのせいで、影かげだけになったそれも、本ほん物もののクロスケとあまり変かわらなく見みえた。

　──クロスケが、戻もどってきてくれた。

　そう思おもって、駈かけるはうれしくなった。

　また、クロスケと遊あそべる。それに、影かげだけになったクロスケは、もう生いき物ものじゃない。だったら、このクロスケは、死しぬこともない。ずっとずっと、ここにいてくれる──……。

　涙なみだと笑えみをこぼして、駈かけるは、影かげのクロスケを抱だきしめた。







　影かげのクロスケは、駈かけるの前まえにしか姿すがたを現あらわさなかった。

　でも、クロスケはばあちゃんの犬いぬだ。クロスケがばあちゃんちに居い続つづけるなら、そのうち、ばあちゃんの前まえにも出でてくるかもしれない。

　そう思おもって、駈かけるはばあちゃんに、影かげのクロスケと【影かげ細ざい工くセット】のことを話はなしておいた。

　ばあちゃんは、その話はなしを、あまり信しんじているふうではなかったけれど。

「影かげを切きれるハサミ、ねえ。……もしかしたら、それをくれたのは、千ち影かげさまかもしれないね」

　と、ほほ笑えんで言いった。

「ちかげさま？」

「影かげ欠かけ村むらの、土と地ち神がみさまの名な前まえだよ。村むら境ざかいの川かわのへりの竹たけやぶに、その神かみさまを祀まつった祠ほこらがある。千ち影かげさまは、影かげを操あやつり、つかさどる力ちからを持もった神かみさまだって、言いい伝つたえられててね……」

　それを聞きいて、ふうん、と駈かけるはうなずいた。

　影かげを操あやつり、つかさどる。そんな力ちからを持もった神かみさまなら、たしかに、【影かげ細ざい工くセット】なんてものを持もっていても、おかしくないかもしれない。

　……でも。【影かげ細ざい工くセット】をくれた、あのピンクのパーカーの女おんなの子こ。

　あの子こが、影かげ欠かけ村むらの土と地ち神がみさまっていうのは、どうもピンとこなかった。
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　千ち影かげさま。その名な前まえを、駈かけるはひさびさに思おもい出だした。

（そんな神かみさま、本ほん当とうにいるのかな……？）

　もし、いるとしたら。

　この町まちで人ひと々びとの影かげがなくなることと、その神かみさまとは、何なにか関かん係けいがあるんだろうか？

　そんなことを思おもいつつ、駈かけるは、このあといったいどうしようかと考かんがえる。

　とりあえず、ばあちゃんの家いえに逃にげこんだものの。それだけでは、よくて時じ間かんかせぎにしかならないだろう。玄げん関かん以い外がいの戸とや窓まどの鍵かぎが開あいているかもしれないし、ばあちゃんは家いえの鍵かぎを持もっているかもしれない。外そとにいる〈影かげなし〉たちが、いつ中なかに入はいってくるかわからない。

（あいつらに捕つかまったら……ぼくも、影かげを取とられちゃうのか？）

　ほかのみんなみたいに。あんなふうに、魂たましいを抜ぬき取とられたようになるのだろうか。

　いやだ、いやだ……。

　早はやく、ここを出でて、逃にげないと。あいつらの追おってこないところまで。

（どこから出でよう。ばあちゃんちなら、出で入いり口ぐちはいっぱいある。裏うら口ぐちか、縁えん側がわか……）

　考かんがえているうちに、廊ろう下かの突つき当あたりにたどり着ついた。

　そこから、廊ろう下かは左さ右ゆうに分わかれている。

　左ひだりに行いけば、縁えん側がわに。右みぎに行いけば、家いえとつながった店みせに出でる。

　お盆ぼんの今いまの時じ期き、ばあちゃんは店みせを閉しめているはずだ。店みせのシャッターも、きっと閉しまっている。シャッターを開あけたら、その音おとで〈影かげなし〉たちに気きづかれてしまうかもしれない。

　駈かけるは、廊ろう下かを左ひだりに曲まがって、縁えん側がわに出でた。

　すると、そこには。

「……クロスケ！　ここにいたのか」

　陽ひの当あたる縁えん側がわに、犬いぬの形かたちをした影かげの塊かたまりが、ちょこんと座すわっていた。

　その影かげは、駈かけるの声こえにふり向むいて、しっぽを振ふりながら駆かけ寄よってきた。

[image: ]

「あはは……。よかった。やっぱり、クロスケは無ぶ事じだったんだね。そうだよね。影かげだけのクロスケが、影かげを取とられるなんてことは、ないもんね……」

　駈かけるはホッとして、影かげのクロスケの頭あたまをなでようと、右みぎ手てを伸のばした。

　その、瞬しゅん間かん。

　影かげのクロスケは、大おおきく口くちを開あけて──駈かけるの右みぎ手ての影かげに、かみついた。

「…………え」

　駈かけるは、自じ分ぶんの影かげを見み下おろした。その右みぎ手ての影かげは、手て首くびから先さきが、消きえてなくなっていた。

　クロスケが、影かげを食くいちぎったのだ。

「…………クロスケ？」

　影かげのクロスケは、しっぽをふりながら駈かけるを見み上あげ、駈かけるのまわりをぐるぐる回まわる。

　それは、クロスケが「もっとちょうだい」とエサをねだるときのくせだった。

「……そんな」

　駈かけるは、右みぎ手てを動うごかそうとした。けれど、影かげがちぎれた手て首くびから先さきが、おかしな感かん覚かくだ。

　動うごかないわけではない。でも、なんだか。

　右みぎの手て首くびから先さきは、もう、「自じ分ぶんのものではなくなった」。そんな感かんじがした。

　頭あたまの中なかが、ぐわんぐわんとゆれるようだった。

　考かんがえたくない。でも、考かんがえなければならない。

　影かげのクロスケは、影かげを食たべる……？

　影かげのクロスケは、おなかをすかせていた……？

　じゃあ。それじゃあ。

　町まちの人ひとたちの。ばあちゃんの。えっちゃんとりょーくんの。母かあさんと父とうさんの。

　みんなの、影かげは。

「……クロスケ。……おまえが？」

　影かげのクロスケは、うれしそうにしっぽをふる。ごちそうを前まえにしたときみたいに。

　駈かけるは、それを見みつめながら、背せ負おっていたリュックを下おろした。

　大おおきなそれは、ばあちゃんちに泊とまりに来くるときくらいしか、使つかわないリュックだ。

　それを開あけて、中なかに手てを突つっこむ。

　着き替がえや、歯は磨みがきセットや、携けい帯たいゲーム機きなどが詰つまったリュック。

　そのいちばん底そこに、一つの箱はこが入はいっていた。

　去きょ年ねんの夏なつ、このリュックに入いれて、ずっとそのままになっていた、【影かげ細ざい工くセット】の箱はこ。

　駈かけるは、その箱はこを開あけて、ハサミを手てに取とった。

　影かげのクロスケが、大おおきく口くちを開あけて、駈かけるの影かげに向むかって牙きばをむく。

　駈かけるは、ハサミをふり下おろした。

　影かげのクロスケの、その頭あたまめがけて、思おもいきり。

「──ごめん！　──ごめん、クロスケっ……！」

　何なん度ども、何なん度ども。続つづけざまに、駈かけるはハサミをふり下おろす。

　犬いぬの形かたちをした影かげの塊かたまりは、白しろい刃はに切きり裂さかれ、ちぎれ、だんだんと形かたちをくずしていく。

　やがて、影かげの塊かたまりは、かんぜんにその形かたちを失うしない散ちり散ぢりになって──。

　その真まっ黒くろな破は片へんは、縁えん側がわに差さす夏なつの日ひ差ざしの中なかに、かけらも残のこさず溶とけて消きえた。

「…………うっ。…………うう」

　駈かけるは、その場ばにひざをついて、ぽたり、ぽたり、と板いた敷じきの床ゆかに涙なみだを落おとした。

　クロスケは、また、いなくなってしまった。

　自じ分ぶんの手てで、消けしてしまった。

　でも……。これで、もう──。

「……──え？」

　そのとき、視し界かいの端はしで、何なにか大おおきなものが動うごいた。

　駈かけるは顔かおを上あげ、庭にわのほうをふり向むく。

　そこには、夜よるのように暗くらい空くう間かんの、塊かたまりがあった。

　庭にわからはみ出でて、道どう路ろとその向むかいにある畑はたけまで覆おおってしまうくらいの──影かげの、塊かたまり。

　影かげは、縁えんの下したからどんどんすべり出でて、小こ山やまのように大おおきく盛もり上あがっていく。

　こんな巨きょ大だいな影かげが、今いままで、この縁えんの下したにかくれていたのか……？

「……もしかして」

　影かげの山やまを見み上あげながら、駈かけるは、呆ぼう然ぜんとしてつぶやいた。

〈人ひとの影かげを食たべる影かげ〉──その「本ほん体たい」は、この巨きょ大だいな影かげの塊かたまりだったんじゃ、ないだろうか。

　さっきの影かげのクロスケは、この巨きょ大だいな影かげの塊かたまりの、ほんの一いち部ぶ──ちょっとした、コブのようなものにすぎなくて。それを切きり刻きざんだとしても、本ほん体たいを「倒たおした」ことになんて、ならなくて。

　だから、つまり。

〈人ひとの影かげを食たべる影かげ〉は、まだ──……。

　駈かけるは、息いきをつめて、巨きょ大だいな影かげを見みつめた。

　けれど、巨きょ大だいな影かげは、駈かけるにおそいかかってくることはなかった。

　影かげは、ゆっくりとどこかへ去さって行いった。駈かけるが持もっている、影かげを切きることのできるハサミを、警けい戒かいしているのかもしれなかった。

（でも……あんな大おおきな影かげ相あい手てに、こんな小ちいさなハサミ一つじゃ……）

　あまりにも、たよりなさすぎる。

　もし、何なにかの拍ひょう子しにあの巨きょ大だいな影かげの気きが変かわって、ふたたびおそいかかってこられたら。

　そうなったら今こん度どこそ、なすすべなくきっと、自じ分ぶんも影かげを食くわれてしまう。

（……逃にげなきゃ。やっぱり、とにかくまずは──この町まちの外そとへ！）

　けれども、駈かけるがそう思おもって歩あるき出だそうとした、その矢や先さき。

　庭にわのほうから、駈かけるを呼よぶばあちゃんたちの声こえと、足あし音おとがした。

〈影かげなし〉たちが、近ちかづいてくる。

　影かげを食くわれた人ひとたちは、魂たましいを抜ぬき取とられて、あの巨きょ大だいな影かげにあやつられているような状じょう態たいなのだろうか。だとしたら、そいつらの目もく的てきは、ハサミをうばうことかもしれない。

（ぼくがハサミを手て放ばなしたら……。あの大おおきな影かげは、もう迷まようことなく、ぼくの影かげを食たべにくるかもしれない……）

〈影かげなし〉たちからも、逃にげなければ。でも、できるだろうか。向むこうには数かずがいる。ばあちゃんたち五人にんだけではない。この家いえから脱だっ出しゅつできたとしても、町まちの中なかにもまだ、〈影かげなし〉たちがどれだけいるかわからないのだ。

（──そうだ！　逃にげるのがむずかしいなら、いっそ……）

　とっさに思おもいついた、それは、いちかばちかの賭かけだった。

　駈かけるは、白しろく光ひかるハサミの刃はで、すばやく足あし元もとの影かげを切きり取とった。

　自じ分ぶん自じ身しんの、影かげを。

　そうして、自じ分ぶんの体からだから切きりはなしたその影かげを、駈かけるは【影かげ細ざい工くセット】の黒くろい糸いとで縛しばって小ちいさく丸まるめて、ポケットの中なかに押おしこんだ。


「──あら、駈かける」



　と。影かげをかくした、ちょうどその直ちょく後ご。

　ばあちゃんたちが、庭にわから縁えん側がわのところにやってきた。

　ばあちゃんたちは、陽ひの当あたる縁えん側がわに立たつ駈かけるの、その足あし元もとを見みて、にいっと笑わらった。


「──なあんだ。駈かけるも、もう、影かげがなくなったんだねえ」






　……うまくいった。

　ばあちゃんたちは、影かげのない駈かけるを「仲なか間ま」だと思おもいこんでくれたようだ。

　えっちゃんとりょーくんは、自じ分ぶんたちの家いえに帰かえっていった。ばあちゃんと母かあさんと父とうさんは、それぞれ居い間までテレビを観みたり、お茶ちゃを飲のんだりし始はじめた。

　みんなは相あい変かわらず〈影かげなし〉のままだが、駈かけるに何なにもしてこない。

　駈かけるは、三人にんの〈影かげなし〉がいる家いえの中なかで、しばらく自じ分ぶんも〈影かげなし〉のふりをした。テレビを観みつつお茶ちゃを飲のみながら、へたくそなあやつり人にん形ぎょうのような動うごきを、なるべくまねした。

　それから、ほかの三人にんのすきを見みて。

　まず、仏ぶつ間まに行いって、マッチの箱はこを手てに入いれて。

　そのあと、ばあちゃんの店みせ──おもちゃ屋やの、その倉そう庫こに入はいって。そこにどっさりある「影かげを倒たおすための武ぶ器き」を、中なか身みをぜんぶ出だして空からにしたリュックに、めいっぱいつめこんだ。

（相あい手ては、影かげだから……火ひや、明あかりや、光ひかりは、武ぶ器きになるかもしれない……）

　それを持もって、駈かけるは、ばあちゃんちをこっそり抜ぬけ出だした。




　駈かけるは、町まちの外そとを目め指ざして歩あるいていった。

　その途と中ちゅうで、何なん人にんもの〈影かげなし〉とすれちがったが、自じ分ぶんの影かげをかくしている駈かけるのことは、誰だれも気きに留とめていないようだった。

　ところが、しばらくして。

　自じ分ぶんで切きり取とった自じ分ぶんの影かげが、ポケットの中なかで、もぞもぞと暴あばれ出だしたのだ。

（わっ……。な、なんだこれ……）

　ポケットから取とり出だしてみると、駈かけるの影かげは、今いまにも黒くろい糸いとをほどいてしまいそうだった。

　自じ分ぶんの影かげに逃にげられるのは、たぶん、とてもまずい。

　クロスケの体からだから離はなれたあの影かげだって、あんなことになってしまったのだ。

　あせるものの、駈かけるは、どうしたらいいかわからずに。

　思おもわず──小ちいさく丸まるめた自じ分ぶんの影かげを、ぱくりと口くちに入いれて、飲のみこんだ。

　でも、その行こう動どうは、一いっ種しゅの本ほん能のうのようなもの、だったのかもしれない。

　自じ分ぶんで自じ分ぶんの影かげを食たべたあと。ほどなくして、駈かけるの足あし元もとからは、影かげが生はえてきたのだから。

　もとどおりになった自じ分ぶんの影かげを見み下おろして、駈かけるはホッとした。

　だが、それもつかの間ま。


「おや。あんたまだ、影かげがあるじゃないか」

「影かげがある？　そりゃいかん。ちょっときみ、こっちにきなさい」

「ところで、その大おおきなリュックには、何なにが入はいってるのかな？　かしてごらん、ほら──」



　影かげがもとどおりになったとたん、町まちの中なかにいる〈影かげなし〉たちが、次つぎ々つぎと駈かけるに近ちかづき、話はなしかけ、【影かげ細ざい工くセット】と武ぶ器きが入はいったリュックに、手てを伸のばしてくるようになったのである。

　駈かけるは、リュックをつかもうとする〈影かげなし〉たちの手てをふりはらって、逃にげ出だした。

　ぎこちない動うごきの〈影かげなし〉たちの足あしは、さいわい、あまり速はやくない。

　それに、逃にげ切きらなければならない距きょ離りも、残のこりわずかになっていた。

（……も……もうすぐだ。……町まちの外そとまで。境さかいの橋はしまで、あと、ちょっと……）

　ここに来くるとき車くるまで通とおった、その橋はしを目め指ざして、駈かけるは必ひっ死しに走はしった。

　しかし。

　橋はしの手て前まえまで来きた駈かけるは、そこで、ギクリとして足あしを止とめた。

　橋はしには、数すう人にんの〈影かげなし〉がいた。やつらは先さき回まわりして、駈かけるのことを待まちかまえていたのだ。

　これでは、橋はしを渡わたって町まちの外そとに出でることができない。

　かといって、ここから道みちを引ひき返かえせば、そこにも駈かけるを追おってきた〈影かげなし〉たちがいる。

（どうしよう……。どうすれば……）

　迷まよっている間あいだにも、駈かけるを追おってきた〈影かげなし〉たちの足あし音おとが、せまってくる。

（とりあえず、どこかに、かくれなきゃ……）

　駈かけるはあたりを見み回まわした。

　そうして、目めに留とまったのは、川かわべりにある竹たけやぶだった。

　駈かけるは夢む中ちゅうで、その竹たけやぶの中なかへと、飛とびこんだ。
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　竹たけやぶの中なかを、いくらか進すすんで。

　少すこし開ひらけた場ば所しょにたどり着ついた駈かけるは、そこに腰こしを下おろして、足あしを休やすめることにした。

〈影かげなし〉たちは、とりあえずどうやら、ここまで追おってくる気け配はいはない。

「……でも。……これから、どうしよう」

　うなだれて、ため息いきをついた、そのときだった。

　竹たけやぶの中なかを、ざあっと風かぜが通とおりぬけ、舞まい散ちる竹たけの葉はに、駈かけるは思おもわず目めをつぶった。

　そして、ふたたび目めを開あけたとき。

　駈かけるの前まえに、一人ひとりの男おとこが立たっていた。

「……え？　……あ」

　駈かけるは、とまどいながら、その男おとこの姿すがたを見みつめる。

　一いっ瞬しゅん前まえまで、たしかに、そこにはだれもいなかったはず。いったい、いつの間まに。……それも気きになったが、とまどった理り由ゆうは、それだけではない。

　その男おとこは、真まっ黒くろな着き物もの姿すがたで、古ふるぼけた首くび飾かざりを、じゃらりと首くびに巻まきつけていた。

　こんな格かっ好こうで出で歩あるく人ひとはめずらしい。若わかい人ひとならなおさらだ。

　でも、ぎこちなさのない、ゆるりとしたその着き方かたは、和わ服ふくをとても着きなれている感かんじがした。

「……ひさびさに、人ひとの顔かおを見みた」

　着き物もの姿すがたの若わかい男おとこは、ぽつりとそう言いった。

　涼すずしげなその目めが、じっと駈かけるを見みつめ返かえす。駈かけるは、つい目めをふせた。

　下さげた視し線せんは、無む意い識しきに、男おとこの足あし元もとに向むいた。

　瞬しゅん間かん。──駈かけるはハッとして、男おとこに背せを向むけ、走はしり出だした。

　しかし。

「──うわっ!?」

　走はしり出だしたその方ほう向こうに、いつの間まにか、男おとこが立たちふさがっていた。

　おどろいた駈かけるは、その場ばに転ころんで尻しりもちをついた。

　着き物ものの男おとこは、駈かけるを見み下おろし、不ふ思し議ぎそうに首くびをかしげた。

「なんだ、どうした。なぜ逃にげる」

「……だ、だって。……あんた、影かげが──影かげが、ないじゃないか！」

「ああ？　影かげ？　……おっと。そういや、そうだった。けどな、俺おれの影かげなんざ──」

　男おとこが、うすく笑えみを浮うかべた、次つぎの瞬しゅん間かん。

　男おとこの足あし元もとから、するすると影かげが生はえてきた。

　かと思おもうと。その影かげは、地じ面めんに大おおきく広ひろがり、四つに増ふえ、八つに増ふえ、男おとこを中ちゅう心しんにぐるぐると地じ面めんを回まわり──最さい後ごには、木この葉はほどの破は片へんとなって、ぱらりとあたりに飛とび散ちった。

「見みてのとおり。俺おれの影かげなんざ、あってないようなもんだ。気きにするな」

　男おとこは、地じ面めんに向むかって、かき集あつめるように手てをふった。

　その動うごきに合あわせて、舞まい落おちる竹たけの葉はの影かげにまぎれた影かげの破は片へんが、動うごき出だす。

　影かげの破は片へんは、つむじ風かぜに吹ふかれたように渦うずを巻まきながら、男おとこの足あし元もとに吸すいこまれていった。

　駈かけるは、尻しりもちをついたまま、ぽかんとして男おとこを見み上あげた。

（……なんだ、今いまの。……この人ひと。……影かげを、操あやつれるのか──……？）

　そこで、駈かけるは、ふと思おもい出だした。

　そんな話はなしを、たしか以い前ぜんに、聞きいたことがある。

　そうだ。ばあちゃんが、言いっていたっけ。この土と地ちには、影かげを操あやつり、つかさどる神かみさまがいると。その神かみ様さまを祀まつる祠ほこらが……村むら境ざかいだった川かわのへりの、竹たけやぶに──……。

　駈かけるは、男おとこの背はい後ごに目めをやった。

　そこには、竹たけの枯かれ葉はに埋うもれかけた、小ちいさな祠ほこららしきものがあった。

　やっぱり、そうなのだ。ということは、この人ひと──いや。人ひと、ではなく。

「土と地ち神がみの……千ち影かげ、さま？」
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「ほう。俺おれの名な前まえを、知しってるのか」

　男おとこは、少すこし意い外がいそうな顔かおをした。

　でも、認みとめた。自じ分ぶんが神かみさまであることを。

　それを聞きいた駈かけるは、胸むねの底そこから、大おおきく息いきをはき出だした。

「……で。おまえは、こんなとこまで何なにしに来きた。俺おれに、何なにか用ようか？」

「……な……何なにか用ようか、って」

　駈かけるは、ふらつきながら立たち上あがった。

　そして、ぎゅっとこぶしをにぎり、「千ち影かげさま」をにらみつけた。

「なんで、そんなにのんきなんだよ！　あんた、この土と地ちを守まもる神かみさまじゃないのか!?　町まちが、大たい変へんなことになってるのに──……なんで、ぜんぜん、助たすけに来きてもくれなかったんだよ！」

「えっ……。いや、それは……その……」

　千ち影かげさまは、駈かけるの剣けん幕まくにけおされた様よう子すで、少すこし言こと葉ばをつまらせたあと、

「……寝ねてた」

　と、決きまり悪わるそうに言いって、頭あたまをかいた。

　その答こたえに、駈かけるは、あきれて肩かたを落おとす。

「寝ねてた、って……」

「だって、だれも起おこしに来こなかったから……。何なん日にちでも何なん年ねんでも、人ひとに呼よばれなきゃ、ずっと寝ねてるぞ、俺おれは」

「そ、そんな。それでも、土と地ち神がみ──」

「まあ、そう言いうな」

　千ち影かげさまは、くわあと大おおきくあくびをし、駈かけるに向むかって笑わらいかけた。

「おまえがこうして呼よびに来きた以い上じょう、今いまからでも、土と地ち神がみとしての仕し事ごとはするさ。──何なにがあったか、話はなしてみな」







　影かげのない人ひとたちのこと。クロスケの影かげのこと。

　駈かけるが語かたるそれらの話はなしを、ひととおり聞きいたあと、千ち影かげさまは言いった。

「そうか。〈影かげ喰くい〉が出でたか。これまたひさびさだな」

「……え。前まえにも、こんなことがあったの？」

「ああ、何なん度どもな。昔むかしから、ここはそういう土と地ちだから。とはいえ、これほどまでに大おお食ぐらいの〈影かげ喰くい〉は、めずらしい。……なきがらの影かげを、人ひとの手てで切きり離はなすと、こういうことになる」

　千ち影かげさまの言こと葉ばに、駈かけるは息いきをのんだ。

　重おもくのしかかるその言こと葉ばで、押おしつぶされたように、胸むねが苦くるしくなる。

「……やっぱり。ぼくが、クロスケの影かげに、あんなことをしたから」

　うつむいて、駈かけるは小ちいさくふるえた。

　ただ、クロスケがいなくなってしまうのが、いやだった。それだけだった。

　でも、自じ分ぶんの軽かるはずみな行こう動どうのせいで、この町まちは……。みんなは……。

「……千ち影かげさま。さっきは、ごめんなさい。もとはといえば、ぼくのやったことが原げん因いんで、こんなことになったのに。千ち影かげさまがなまけてたせいだ、みたいに言いっちゃって……」

「気きにするな。俺おれがなまけ者ものなのは、そのとおりだ。──それよりも」

　千ち影かげさまが、ふと声こえを落おとした。

　駈かけるは、にじんだ涙なみだをぬぐって顔かおを上あげる。

「気きになるのは、おまえに『影かげを切きることのできるハサミ』を渡わたしたやつのことだ」

「……そういえば。あの銀ぎん髪ぱつの子こは、結けっ局きょく、千ち影かげさまじゃなかったんだね」

「ああ。俺おれも、そいつと似にたような道どう具ぐは持もってるが。……ちょっと、そのハサミ、見みせてくれるか」

　駈かけるはうなずいて、リュックから【影かげ細ざい工くセット】の箱はこを取とり出だし、千ち影かげさまに渡わたした。

　千ち影かげさまは箱はこを開あけて、その中なか身みを手てに取とり、しげしげとながめた。

「これを持もっていた子こども、か。──ひょっとしたら、そいつは【魔ま】というやつかもしれん」

「ま？　……それって、魔ま物ものとか、悪あく魔まのこと？」

「そうだなあ。聞きいた話はなしでは、【魔ま】ってのは、人にん間げんの〈失しつ望ぼう〉を集あつめているやつらのことらしい。〈望のぞみ〉を持もった人にん間げんに近ちかづいて、人にん間げんにこの世よならぬ道どう具ぐを渡わたして使つかわせて、その〈望のぞみ〉を〈失しつ望ぼう〉に変かえる──……そんなやつに、おまえは、ねらわれたのかもしれないな」

　望のぞみ……。「クロスケと、もっといっしょにいたい」という望のぞみ。

　それはいったん、かなったかのように思おもえたのに。

　望のぞみの果はてにたどりついた結けっ果かは、最さい悪あくな形かたちになってしまった。

【魔ま】というやつの、ねらいどおりに。

　だが、奥おく歯ばをかむ駈かけるに向むかって、千ち影かげさまは言いった。

「まあ待まて。失しつ望ぼうするのは、まだ早はやいぞ」

「……千ち影かげさま」

「今いまからでも、すべて、もとどおりになればいいだけだろう？」

「──できるの!?」

　駈かけるの問といかけに、千ち影かげさまは、涼すずしい顔かおで笑わらってみせた。

「おまえは、ここで待まってろ。この竹たけやぶの中なかは俺おれの縄なわ張ばりだ。〈影かげ喰くい〉も〈影かげなし〉も、ここに入はいってくることはない。……あ。この道どう具ぐは、借かりてくぞ」

　じゃあな、と。千ち影かげさまは、【影かげ細ざい工くセット】を持もって、歩あるき出だした。

　その後うしろ姿すがたは、ざあっと吹ふいた風かぜに、駈かけるが思おもわず目めを閉とじた、その一いっ瞬しゅんで消きえていた。
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　一いっ方ぽう、そのころ。

　もと影かげ欠かけ村むらの空そらには、一いっ風ぷう変かわった色いろの蝶ちょうが一匹ぴき、飛とんでいた。

　黒くろ地じの羽はねに、ショッキング・ピンクの文もん様ようが入はいった蝶ちょう。

　それは、駈かけるに【影かげ細ざい工くセット】を渡わたした少しょう女じょの〈右みぎ眼めの蝶ちょう〉だった。

「うーん。これはなかなか、面おも白しろいことになってるみたいだなー」

　右みぎの目めに眼がん帯たいをつけた少しょう女じょは、〈右みぎ眼めの蝶ちょう〉を通とおして町まちの様よう子すをながめながら、にんまりと笑えみを浮うかべる。

　少しょう女じょの名なは、のぞめ。人にん間げんの失しつ望ぼうを集あつめる【魔ま】の者ものだ。

　のぞめは今日きょう、相あい棒ぼうのニエノと、一年ねんぶりにこの町まちをおとずれていた。

「去きょ年ねん【影かげ細ざい工くセット】をあげたあの子こが、今いまこの町まちに来きてるなら、そろそろ〈失しつ望ぼう〉が手てに入はいる頃ころ合あいだろうけど。……さて、どうだろ」

　つぶやきながら、のぞめは、自じ分ぶんのトランクを開あけた。

　その中なかから、一冊さつの真まっ黒くろな本ほんを取とり出だし、ページをめくる。

　それは、人ひとならぬ者ものだけに読よむことを許ゆるされた、世よにも奇き妙みょうな商しょう品ひんカタログだった。

　カタログの目もく次じには、五つの商しょう品ひん名めいと、一つの試し供きょう品ひん名めいがならんでいる。

　そのうち、商しょう品ひん名めいの横よこにはすべて、少しょう女じょの眼がん帯たいの柄がらと同おなじ、ハートにバッテンを重かさねたマークがついている。試し供きょう品ひん名めい──【影かげ細ざい工くセット】の横よこには、まだ、そのマークはない。

　そのマークは、人にん間げんの〈望のぞみ〉を〈失しつ望ぼう〉に変かえることでスタンプされる、失しつ望ぼうマークだ。

　あと一つ、試し供きょう品ひん名めいの横よこにもそれがスタンプされれば、このカタログの六つのマークがぜんぶそろう。そうなれば、『特とく典てん』が手てに入はいる。カタログの所しょ有ゆう者しゃであるのぞめの、その望のぞみをかなえることのできる、オリジナルアイテムが。

「いっつも試し供きょう品ひんで失しっ敗ぱいしちゃうけど、今こん回かいは、いつになくうまくいきそうじゃん！」

　町まちにはびこる〈影かげなし〉たちを蝶ちょう越ごしにながめ、のぞめは声こえをはずませる。

　のぞめの望のぞみ。それは、「人にん間げんだったころの自じ分ぶん自じ身しんを消けすこと」なのだが──……。

　相あい棒ぼうで、やはり【魔ま】であるニエノはというと、人にん間げんだったころの記き憶おくを失うしなっている。

　のぞめにしてみれば、それはちょっとうらやましいことだった。

〈人ひとならぬ者もの〉の中なかでも、とりわけ【魔ま】というのは、『人ひとの世せ界かいにいたとき、まわりから幸しあわせを望のぞまれなかった者もの』。そのせいで、『人ひとの幸しあわせを望のぞめなくなった者もの』のなれの果はてだ。

　だから、人ひとの世せ界かいにいたときのことや、どうして〈人ひとならぬ者もの〉になったのか──それを覚おぼえていないなんて、ある意い味み、幸しあわせだとも言いえる。

　もっとも、ニエノ本ほん人にんは、人ひとだったころの記き憶おくを思おもい出だしたいようだけど。

　そんなの、きっとぜったい、ろくな記き憶おくじゃないのになあ……と、のぞめは思おもっていた。

「あー、それにしても……。空くう気きがおいしいなー。夏なつの田舎いなかって、最さいっ高こうー！」

　まぶしい日ひ差ざしを浴あびながら、のぞめは、思おもいっきり深しん呼こ吸きゅうした。

「まだ失しつ望ぼうマークもつかないみたいだし……。しばらく、この町まちでのんびりしちゃおっかなー。きれいな川かわで遊あそんだりー、星ほしを見みたりー。お祭まつり……は、町まちの人ひとたちがあんな状じょう態たいじゃ、無む理りかもだけどさー」

　ねえ、ニエノさん──。

　と、のぞめは、となりにいるニエノをふり向むいた。

　ところが。

　ニエノは、いつの間まにかその場ばにうずくまって、丸まるめた背せ中なかをふるわせていた。

「…………気き分ぶんが、悪わるい」

　しぼり出だすような声こえで、ニエノは言いった。

　ニエノの表ひょう情じょうや顔かお色いろは、見みえないからわからない。

　それは、うずくまっているからでも、帽ぼう子しをかぶっているからでもない。

　ニエノの頭あたまは、影かげだから。ニエノ自じ身しんの影かげから切きり取とった頭あたまの影かげを、首くびの上うえに載のせて、黒くろい糸いとで縫ぬいつけているだけの。──ただ真まっ暗くらな空くう間かんの塊かたまりだから。

　でも、顔かおなんて見みえなくても、今いまのニエノがひどくつらそうなのは、じゅうぶんわかった。

（……そういえば。去きょ年ねんも、ニエノさん、この町まちに着ついたとたん、こうなってたな）

　のぞめは思おもい出だした。

　それで、去きょ年ねんこの町まちに来きたときは、さっさと町まちを出でてしまったのだ。

　あのときは、たまたまだと思おもったけれど……。

「……ニエノさん。だいじょうぶ？　私わたしの扉とびらで、どっか別べつのとこ行いって、休やすんだら？」

「……ええ。……そうですね」

　ニエノは、自じ分ぶんの行ぎょう商しょうカバンを持もって、ふらりと立たち上あがった。

　のぞめは、自じ分ぶんのキャスター付つきトランクの前まえにしゃがみこむ。

　そのトランクの正しょう面めんに付ついている「扉とびら」を開あけると、中なかにある果はてしない空くう洞どうから、闇やみ色いろの手ての群むれが伸のびてきた。道みち引びき手て。この世よならぬその手ての群むれは、この世よのどこでも異い界かいでも、行いきたい場ば所しょへと連つれて行いってくれる、便べん利りな手て。のぞめのトランクのオプションだ。

「……それじゃ。……すみませんが。……お先さきに、失しつ礼れいします」

　ニエノは、力ちからなくのぞめに頭あたまを下さげて、道みち引びき手てに自じ分ぶんの手てを伸のばした。

　そのときだった。

　ふいにのぞめは、首くびのうしろがざわっと泡あわ立だつような、気け配はいを感かんじた。

　──次つぎの瞬しゅん間かん。

「うわっ、何なに!?」

「……っ！」

　のぞめとニエノの目めの前まえに、とつぜん大おおきな影かげの塊かたまりが、伸のびてきた。

　その影かげは、あっという間まにのぞめのトランクを吞のみこんだ。

　のぞめとニエノはあとずさる。だが、のぞめは勢いきおいあまって転ころんで、尻しりもちをついた。

「いった……。何なにこれ。この町まち、こんなものが出でるの……？」

　のぞめはごくりとつばを飲のむ。

　よく見みれば、トランクに伸のびてきているのは、影かげの塊かたまりのほんの一いち部ぶ。影かげの本ほん体たいは、思おもいきり首くびをそらして見み上あげなければならないほどに、巨きょ大だいなものだった。

　今いままで、どこかにかくれていたのだろう。さっき〈右みぎ眼めの蝶ちょう〉で町まちを見みたときには、こんなもの見みかけなかった。

　影かげの一いち部ぶが、するりとのぞめのほうに伸のびてきて、その手ての影かげにからみつく。

　のぞめは、とっさにそれをふりはらう。

　けれども、影かげが離はなれたあと、のぞめの左ひだり手ての影かげは、半はん分ぶんくらいちぎれてなくなっていた。

　影かげのちぎれた手ては、なんだか、自じ分ぶんのものではなくなったように感かんじられて……のぞめは、その手てに持もっていたカタログを、ばさりとその場ばに落おとしてしまった。

（……こいつ、影かげを食くうの？　ひょっとして、こいつが真まっ先さきに私わたしのトランクにおそいかかったのは、闇やみ色いろの道みち引びき手ての群むれが、うまそうな影かげの群むれに見みえたから……？）

　のぞめは、冷ひや汗あせをかきつつも、巨きょ大だいな影かげをにらみつけた。

　よくわからないが、こいつにこれ以い上じょう影かげを食くわれるのは、まずそうだ。

「に……ニエノさん。ここは、とにかく、いったん逃にげ──」

　と、のぞめがとなりを見みると。

　そこにはすでに、ニエノの姿すがたはなかった。

「…………へ？」

　ぐるり、と首くびを回まわして、のぞめはうしろをふり返かえる。

　すると、もうはるか遠とおくの向むこうに、小ちいさくなっていくニエノのうしろ姿すがたが見みえた。

　どうやらニエノは、自じ分ぶんのカバンだけ持もって、とっくに一人ひとりで逃にげ出だしていたらしい。

「……あ……あんのやろお～……」

　低ひくくうなって、のぞめは、跳はねるように立たち上あがった。

　そして、カタログを拾ひろう余よ裕ゆうも、トランクを取とり戻もどすすべもなく、手てぶらで全ぜん力りょくダッシュしてニエノを追おった。







　逃にげなければ……逃にげなければ……逃にげなければ……。

　走はしるニエノの頭あたまにあるのは、ただそれだけだった。

　他た人にんのことなどかまっていられない。だれを見みすててでも、逃にげなければならない。

　だれかのために、逃にげることを思おもいとどまるなんて、もういやだ。

　だれも助たすけてくれないのなら、今こん度どは自じ分ぶんが、だれより真まっ先さきに逃にげてやる。

　でないと……でないと……。

（また、ぼく一人ひとりだけ、逃にげおくれたら──……）

　どれくらい、走はしっただろうか。

　田た畑はたの中なかにある、ひと気けのない墓ぼ地ちまで来きたところで、ニエノは疲つかれて足あしを止とめた。

　墓ぼ地ちの中なかに切きり株かぶがあったので、倒たおれこむように、そこに腰こしを下おろす。

　……なんだか、頭あたまがぼんやりする。……何なにを、今いま、考かんがえていたっけ？

　……何なにか。……遠とおい、昔むかしのことを。……思おもい出だしかけて、いたような──……。

「に～え～の～さああああーん」

　ふいに、うしろから、帽ぼう子しごとガッと頭あたまをつかまれた。

　そこで我われに返かえったニエノは、あわてて立たち上あがり、声こえの主ぬしをふり向むいた。

「の……のぞめさっ……」

「よ～く～も～一人ひとりで先さきに逃にげたなああああ～」

「あ……あ……」

　立たち上あがった拍ひょう子しに帽ぼう子しは脱ぬげて、ニエノの影かげの頭あたまはあらわになった。

　のぞめは、その帽ぼう子しを片かた手てでぐしゃりとつかんだまま、ニエノをにらみ上あげる。

「あ……あの。……えっと。……す、すいません。本ほん当とうに……」

「──ふんっ。べつに、いいもんね！　もし、ニエノさんがいつかピンチになっても、助たすけてなんてやらないから！　そのときは、私わたしだって、ニエノさんのこと見みすてて逃にげちゃうもん！」

「うっ……」

　ぷいっとのぞめに横よこを向むかれて、ニエノは深ふかくうなだれた。

「……ごめんなさい。……ぼくは……のぞめさんの相あい棒ぼう、失しっ格かくですね……」

　ニエノが、力ちからなくそう言いうと。

　のぞめは、少すこし黙だまったあとで、ふん、と今こん度どは小ちいさく鼻はなを鳴ならした。

「……べつに、そんな、本ほん気きで怒おこってるわけじゃないよ？　まあ、もしものときは、私わたしもニエノさんのこと見みすてて逃にげるつもりだってのは、本ほん気きだけど」

「……やっぱり、怒おこってるじゃないですか」

「ちがうってばー。だってさ」

「……？」

　ニエノは、おそるおそる顔かおを上あげた。

　その影かげの顔かおを見みつめて、のぞめは、にやりと笑えみを浮うかべた。

「ニエノさんは、大だい事じな相あい棒ぼうだよ。でも、私わたしは、私わたしのことが世せ界かいでいちばん大だい事じだもん。……だから、それと同おなじようにさ。相あい棒ぼうの私わたしを迷まよわず見みすてて逃にげるくらい、ニエノさんが、ニエノさん自じ身しんのことを、いちばん大だい事じにしてるなら──私わたしは、それがすっごくうれしーの！」

　そのうれしさを、こらえきれないというように、のぞめは笑わらった。

　ニエノは言こと葉ばを失うしなった。

　胸むねの奥おくで、感かん情じょうがうず巻まく。ふくれ上あがったそれが、あふれ出だす。

　でも、その感かん情じょうの正しょう体たいが、ニエノにはわからない。

「──……」

　ぽたっ、と。

　うつむくニエノの足あし元もとに、しずくが落おちた。

　ニエノは、思おもわず空そらを見み上あげた。

「……今いま。雨あめ、落おちませんでした？」

「え、そう？　いい天てん気きだけどなー。ほら、雲くも一つない──」

　──真まっ青さおな、夏なつの空そら。

　その空そら一いち面めんが、とつぜん、巨きょ大だいな影かげでおおわれた。

「──え」

　影かげには、口くちがあった。牙きばをむく大おおきな口くちが、逃にげる間まもなく、おおいかぶさる。

　その口くちは、ニエノの「影かげの頭あたま」にかぶりついた。

　ニエノの頭あたまと体からだを、縫ぬいつけてつないでいた黒くろい糸いとが、ぶちぶちとちぎれる。

　巨きょ大だいな影かげは、ニエノの頭あたまを体からだから引ひきちぎって、吞のみこんだ。

「──ニエノさんっ……！」

　頭とう部ぶを失うしない、くずれ落おちるニエノの体からだを、のぞめはとっさに抱だき止とめる。

　だが、首くびから下しただけとはいえ、大人おとなの体からだだ。のぞめの力ちからでは、支ささえることもままならない。ましてや、ぐったり動うごかなくなったその体からだを、抱かかえて逃にげることなど、とうていできない。

　少すこし迷まよった。でも。

　ニエノの体からだを放ほうり出だして、自じ分ぶんだけでも、逃にげるしかない──。

　のぞめがそう思おもった、そのときだった。

　目めの前まえに、人ひと影かげが舞まい降おりた。

　巨きょ大だいな影かげと、ニエノの体からだを抱かかえるのぞめの前まえに、立たちはだかるように現あらわれた人ひと影かげ。

　それは、じゃらりと首くび飾かざりを巻まきつけた、黒くろい着き物もの姿すがたの男おとこだった。

　男おとこの手て元もとには、白しろい光ひかりがあった。その光ひかりを持もつ手てを、男おとこは、下したから上うえへとふり上あげた。

　白しろい光ひかりが、天てんに向むかって走はしるように、線せんを描えがいた。

　巨きょ大だいな影かげのその腹はらが、縦たて一いっ直ちょく線せんに、大おおきく切きり裂さかれる。

　裂さかれた腹はらの中なかから、無む数すうの影かげが、とめどなくあふれてすべり出でる。

　人ひとの形かたちの影かげ。足あしや、手てや、頭あたまなど、人ひとの体からだの一いち部ぶの形かたちをした影かげ。

　その中なかの一つを、男おとこはその手てでつかまえた。

　ほかの影かげたちは、するすると地じ面めんをはって、四し方ほう八はっ方ぽうへと散ちっていく。それぞれが、あるべきところへ帰かえって行いくように。

　それと共ともに、巨きょ大だいな影かげは、だんだんと小ちいさくしぼんでいった。

「──おい、おまえら」

　影かげの腹はらから出でてくる影かげが、出で尽つくしたころ。

　着き物もの姿すがたの男おとこは、のぞめたちをふり返かえった。

「これを人にん間げんに渡わたしたのは、おまえだな？　まったく、やっかいなことをしやがって……」

　苦にが笑わらいを浮うかべながら、男おとこは、【影かげ細ざい工くセット】の箱はこをのぞめに見みせた。
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　それから、男おとこは二人ふたりに近ちかづいて、一つ手てにつかんだ丸まるい影かげの塊かたまりを、ニエノの首くびの上うえにのせた。

（ニエノさんの、頭あたま……？　それを、返かえしてくれるの？　こいつ）

　この男おとこは何なに者ものなのか。敵てきか味み方かたか、それ以い外がいか。

　よくわからないので、のぞめはとりあえず、男おとこに疑うたがいの目めを向むけて言いった。

「ちょっと。それ、ちゃんと、ニエノさんの影かげの頭あたまなの？　別べつ人じんのだったりしない？」

「ああ。影かげを間ま違ちがえたりはしねえから、安あん心しんしろ」

　答こたえながら、男おとこは【影かげ細ざい工くセット】の箱はこから針はりと糸いとを取とり出だした。

　白しろい針はりに通とおした黒くろい糸いと。それを使つかって、男おとこはニエノの体からだと影かげの頭あたまを、手てぎわよく縫ぬい合あわせてつないでいく。

「なんだかずいぶん、手てなれてるね」

「まあな。同おなじような道どう具ぐは、俺おれも自じ前まえのものを持もってるから、使つかいなれてるんだ」

「……これと、同おなじような道どう具ぐを？」

「ああ。ただ、俺おれのは何なん百びゃく年ねんと使つかい続つづけて、ちと傷いたんできてたところでな。ちょうどいいから、この【影かげ細ざい工くセット】とやらを俺おれにくれよ。〈影かげ喰くい〉を倒たおして、こいつの頭あたまを取とり戻もどしてやったんだ。それくらい、いいだろう？」

　男おとこの要よう求きゅうに、のぞめは、しかたなくうなずいた。

「……ねえ。あなた、〈人ひとならぬ者もの〉だよね。ひょっとして、神かみさまってやつ？」

「ん。……一いち応おうな」

「【影かげ細ざい工くセット】を持もってた男おとこの子ことは、知しり合あいなの？」

「さっき、知しり合あいになった。おまえらにゃ悪わるいが、あの人にん間げんの〈失しつ望ぼう〉は、あきらめな」

　──これでよし。と、男おとこは、ニエノの影かげの頭あたまから最さい後ごの一ひと針はりを抜ぬき、糸いとを切きった。

「……ところでさ。こいつの名な前まえは、ニエノっていうのか？　こいつが、そう名な乗のったのか？」

「……だったら、何なに？」

「……いや」

　男おとこは、うろたえたように言こと葉ばをにごし、目めを細ほそめた。

　ニエノを見みつめる男おとこの、その表ひょう情じょうは、複ふく雑ざつだった。

　いやなものを見みるようでもあり、どこか悲かなしそうでもあり──ほかにも、いくつもの思おもいが、胸むねの中なかでない交まぜになっているような。そんな表ひょう情じょうだった。

「……なあ、【魔ま】の子こどもよ。扉とびら付つきのカバンと黒くろい本ほんは、そこまで運はこんできた。それを持もって、こいつといっしょにこの村むらから出でていけ。……二に度どと」

　──二に度どと、戻もどってくるなと言いったのに。

　押おし殺ころした声こえで、最さい後ごにそう言いって、男おとこはのぞめたちに背せを向むけた。

　男おとこは、動うごかなくなった影かげの化ばけ物ものを拾ひろい、それを引ひきずって去さって行いった。

　その姿すがたが、見みえなくなってから。

　のぞめは、もとどおりくっついたニエノの頭あたまに、持もっていた帽ぼう子しをかぶせた。

「ねえ、ニエノさん。あいつの最さい後ごの言こと葉ば──……私わたしじゃなくて、ニエノさんに向むかって言いってなかった？」

「……え？」

　頭あたまと意い識しきを取とり戻もどしたニエノは、自じ分ぶんで帽ぼう子しを直なおしつつ、とまどった声こえをもらした。

「あの神かみさま、ひょっとして、ニエノさんの知しり合あいだったりする？」

「……さあ。わかりません」

　ニエノは、黒くろい糸いとで縫ぬい合あわされた首くびを、ただかしげるばかりだった。
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　千ち影かげさまが、小ちいさくしぼんだ影かげ喰くいを引ひきずって、竹たけやぶに戻もどってきたとき。

　竹たけやぶは、近ちかくにある山やまの影かげの中なかに入はいって、まだ夕ゆう方がた前まえとは思おもえない暗くらさになっていた。

「このまま夜よるになれば、影かげ喰くいは闇やみに溶とけて、逃にげちまう。……その前まえにな」

　駈かけるは、千ち影かげさまに連つれられて、竹たけやぶを抜ぬけたところにある石いしだらけの河原かわらに出でた。

　千ち影かげさまは、そこで、引ひきずってきた影かげ喰くいを地じ面めんに下おろした。そして、駈かけるの持もってきたリュックの中なか身みを、切きり裂さいた影かげ喰くいの腹はらの中なかにつめこんで、腹はらを黒くろい糸いとで縫ぬい合あわせた。

　影かげ喰くいは、かすかに犬いぬの形かたちの面おも影かげが残のこる、もやもやとした暗くらい塊かたまりになっていた。

「千ち影かげさま。……この影かげは、もう、クロスケにはならないの？」

「最さい初しょから、別べつものだったんだ。影かげは影かげだ。おまえの友ともだちは、土つちの中なかに眠ねむってるんだろう？」

　千ち影かげさまのその言こと葉ばが、本ほん当とうのことなのか。それとも、友ともだちであるクロスケの影かげを化ばけ物ものにしてしまった、自じ分ぶんへのなぐさめなのか。駈かけるにはわからなかった。

　けれど、どちらにしろ。

　影かげ喰くいとなってしまった影かげを、このままにしておくわけにはいかない。それだけはわかる。

　千ち影かげさまが、影かげ喰くいの腹はらにつめこんだのは、たくさんの手て花はな火びだ。

　それは、駈かけるがばあちゃんちから逃にげ出だしたときに、持もって出でたものだった。ばあちゃんのおもちゃ屋やの倉そう庫こには、花はな火びの在ざい庫こがたくさんあった。

　残のこしておいた一本ぽんの花はな火びに、仏ぶつ壇だんから取とってきたマッチで、駈かけるは火ひをつける。

　火ひ花ばなの出で始はじめたそれを、縫ぬい目めのすき間まから、影かげ喰くいの腹はらの中なかに差さし入いれる。

　駈かけるは、目めを細ほそめて飛とびのいた。

　影かげ喰くいの腹はらの中なかで、次つぎ々つぎと花はな火びに火ひが移うつる。

　たくさんの花はな火びが火ひ柱ばしらとなって燃もえ上あがり、影かげの塊かたまりが、割われてはじけた。

　燃もえ残のこった影かげのかけらも、色いろとりどりの火ひ花ばなに焼やかれて、やがて残のこらず消きえていった。
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　影かげ喰くいが消きえて、町まちの人ひとたちにふたたび影かげが戻もどってきてから、数すう日じつ後ご。

　駈かけるは、町まちにある小ちいさな公こう民みん館かんの、読どく書しょコーナーにやってきた。

　その読どく書しょコーナーには、少すこしではあるが、郷きょう土ど資し料りょうの棚たながあった。

　そこにならんでいた一冊さつの本ほんを、駈かけるは手てに取とった。

　それは、この土と地ちにまつわる「影かげの怪かい異い」の話はなしを集あつめた本ほんだった。

　何なん百びゃく年ねんも昔むかしの話はなしから、わりと最さい近きん──といっても、本ほん自じ体たいがそれなりに古ふるいので、駈かけるが生うまれるよりはるか前まえの時じ代だいだが──の話はなしまで、その本ほんには本ほん当とうに、いろいろな話はなしが載のっていた。

　村むらの名な前まえの由ゆ来らいにもなった、影かげが欠かける怪かい異いの話はなし。

　二人ふたりの人にん間げんが、おたがいの影かげを取とり換かえる話はなし。

　木きが雷かみなりに打うたれて燃もえたあとも、その木きの影かげだけ残のこっていた話はなし。

　影かげ喰くいにまつわる話はなしも、いくつかあった。

　それから──……。

「よう。何なにを読よんでるんだ？」

　読どく書しょコーナーには、駈かけるのほかにだれもいなかったはずなのに。

　向むかいの席せきから、聞きき覚おぼえのある声こえをかけられて、駈かけるは顔かおを上あげた。

　そこにいたのは、やっぱり千ち影かげさまだった。

「あ……どうも！　おかげさまで、町まちのみんなも、すっかりもとどおりになって──」

「そうか、そいつはよかったな」

「ええ……でも。影かげをなくしてた人ひとに聞きいてみたら、影かげがなかった間あいだ、何なにをしたかとか、どこに行いったかとか、だれと会あったかとか……そういうことは、覚おぼえてるみたいなんですけど。そのとき、何なにを思おもったか、何なにを感かんじたかって部ぶ分ぶんは、空からっぽみたいなんです」

「影かげを食くわれた人にん間げんは、何なにかを思おもったり、感かんじたりはしないからな」

「はい。……影かげをなくしてた人ひとは、その間あいだ、ずっと空からっぽのままだった。本ほん当とうなら、うれしいことや楽たのしいことがあったかもしれないのに。一いっ生しょうに一いち度どの出で会あいや、大たい切せつな人ひととの別わかれがあったかもしれないのに」

　みんなが影かげを食くわれたのは、自じ分ぶんのせいだ。

　今いまさら、つぐない方かたなんてわからない。でも、せめて──。

「せめて……もう、同おなじ間ま違ちがいをしないように。この土と地ちのこと、ここで起おこる影かげの怪かい異いのこと、なるべくいろいろ知しっておきたくて」

「ほう、いい心こころがけだ。……その本ほんには、たとえば、どんな話はなしが載のってた？」

「えっと。今いま読よみ終おわったのが……『生いけ贄にえの影かげの首くびが切きれなかった話はなし』です」

　駈かけるは、そのページをざっと読よみ返かえしながら、その内ない容ようをまとめて語かたった。

「今いまから何なん百びゃく年ねんも昔むかし、影かげ欠かけ村むらの人ひとたちは、土と地ちの災わざわいを鎮しずめるために、神かみさまに生いけ贄にえをささげることにした。その生いけ贄にえは、儀ぎ式しきによって、首くびを切きり落おとされた……」

　語かたりながら、駈かけるは、暗くらい気き持もちになった。

　生いけ贄にえ。神かみさまにささげるために、人ひとの首くびを切きり落おとす。

　昔むかしのこととはいえ、この土と地ちで、そんなひどいことがあったなんて──。

　ひとつ息いき継つぎをして、駈かけるは、話はなしの続つづきにもどる。

「……でも。首くびを落おとしたはずの生いけ贄にえの、その影かげの首くびと胴どうは、なぜだかつながったままだった。影かげの首くびが切きれない生いけ贄にえは、死しぬことがなかった。かといって、首くびを落おとされた生いけ贄にえは、もう生いきてもいなかった。その生いけ贄にえは、生いきても死しんでもいない、人ひとではないものになってさまよい、ときどきふらりと村むらに現あらわれたりした。……そんな話はなしです」

　不ふ可か思し議ぎで、気き味みが悪わるくて、けれどなんだか哀かなしい話はなしだ。

　首くびをなくしてさまよう生いけ贄にえ。その影かげには、ちゃんと首くびの形かたちが残のこっているのに──……。

　話はなしを聞きいた千ち影かげさまは、「ふうん」とうなずいた。

　そして、駈かけるの持もっている本ほんへ、おもむろに手てを伸のばした。

　駈かけるが本ほんを渡わたすと、千ち影かげさまは、パラパラといくらかページをめくった。

　ほどなくして、手てを止とめたあと、千ち影かげさまは駈かけるに言いった。

「なあ。この『生いけ贄にえの影かげの首くびが切きれなかった話はなし』について、もっと詳くわしく教おしえてやろうか」







「その生いけ贄にえを、村むら人びとたちが、どうやって選えらんだかという話はなしだ。

　村むら人びとたちは、村むらのまずしい者ものを何なん人にんか見みつくろい、そいつらを一人ひとりずつ別べつ々べつの小こ屋やに入いれた。

　そして、その全ぜん員いんに一人ひとりずつ、同おなじことを伝つたえた。

『生いけ贄にえになりたくなければ、夜よが明あけるまでに、ここから逃にげればいい。

　夜よ明あけまで逃にげずにいた者ものは、みずから生いけ贄にえになることを望のぞんだものとする。

　ただし、一人ひとりも残のこらず逃にげ出だせば、いちばん最さい後ごに逃にげ出だした一人ひとりを生いけ贄にえにする。

　もしも、夜よ明あけまでに一人ひとりも逃にげ出だす者ものがいなければ、生いけ贄にえの儀ぎ式しきは行おこなわないことにする』

　……わかるか？

　自じ分ぶんもほかのやつらも逃にげずにいれば、だれも生いけ贄にえにされずにすむ。

　だが、一人ひとりでも裏うら切ぎって逃にげ出だせば、かならずだれかが生いけ贄にえにされる。

　けれども、確かく実じつに助たすかりたいと望のぞむなら、なるべく早はやく、ほかの者ものを裏うら切ぎって逃にげるべし。

　そういう話はなしだ。

　さて、はたして、夜よが明あけたとき──……。

　逃にげ出ださずに残のこっていたのは、ただ一人ひとりだけだった。

　そいつは一ひと晩ばん中じゅう、ずっと悩なやみ続つづけていたよ。

　そいつは最さい後ごまで、ほかのやつらを信しんじたかったんだ。ほかのやつらを裏うら切ぎることが、できなかったんだ。ほかのやつらを見み捨すてて逃にげることが、できなかったんだ。

　しかし、その思おもいは踏ふみにじられた。

　村むら人びとたちは、そいつを『みずから生いけ贄にえになることを望のぞんだ』として、神かみにささげた。

　そいつの親おやも、兄きょう弟だいも、友ともも、だれもそいつを助たすけなかった。

　そいつは、すべての村むら人びとから裏うら切ぎられ、見み捨すてられ、首くびを切きり落おとされたというわけだ。

　……なぜ、俺おれが、そんなことを知しっているかって？

　それはな。俺おれが、そのとき生いけ贄にえの首くびをささげられた、土と地ち神がみだからさ。

　今いま、俺おれの胴どうの上うえには、そのとき生いけ贄にえになった男おとこの首くびが載のっている。

　そいつが生いきていたころのそいつの記き憶おくが、頭あたまの中なかにつまった首くびが──な」







　まばたきをした間あいだに、駈かけるの前まえから、千ち影かげさまの姿すがたは消きえていた。

　机つくえの上うえには、駈かけるの読よんでいた本ほんが、閉とじられて置おかれていた。

　その本ほんには、影かげのかけらが挟はさまっていた。

　開ひらいてみると、それが挟はさまれていたのは、ちょうど駈かけるがそこまで読よんでいたページだった。

　千ち影かげさまが、しおり代がわりに残のこしていった、影かげのかけら。

　その黒くろい一ひと片ひらは、本ほんのページの谷たに間まにすべり落おちて、細ほそい一ひとすじの影かげに溶とけた。

















おまけ






「ニエノさんのおみやげの紅こう茶ちゃ、おいしいー！　ラズベリー・クリームの香かおりの紅こう茶ちゃって、はじめて飲のんだ！」

「よかった。のぞめさんが好すきそうなの、選えらんできたつもりだったので」

「ドンピシャだよー。これ、いちのせ紅こう茶ちゃ店てん、ってとこのフレーバーティーだっけ？」

「ええ。ご店てん主しゆの一いち之の瀬せさん、いい人ひとでしたよ」

「うん、うん。あの人ひと、早はやく立たち直なおって、お母かあさんに負まけないくらいのおいしいフレーバーティーを作つくれるようになれるといいねー」

「……まあ、そうですね。ぼくたちが言いえた義ぎ理りじゃないにも、ほどがありますけど」

「はー。ほんといい香かおり。……あ。ところで、ニエノさん」

「はい」

「あのさ。ニエノさんは、もと影かげ欠かけ村むらで会あった神かみさまのこと、どう思おもう？」

「……どうって。……そうだなあ。ぼくたち、影かげの化ばけ物ものといっしょに、あの神かみさまに退たい治じされたりしなくてよかったなー、って思おもいます」

「ま、まあ、たしかに。私わたしたち、【魔ま】だし、あの件けんの元げん凶きょうだもんね。……そういやさ。あの神かみさまに聞きかれて、ちょっと気きになったんだけど。『ニエノ』って、ニエノさんの本ほん名みょうなの？」

「……え？　いや、知しりませんけど。のぞめさんがそう呼よぶから、ぼくは、それが自じ分ぶんの名な前まえなのかなって」

「えー、うそ。ニエノさんが、自じ分ぶんでそう名な乗のったんだよ？　会あって間まもないころにさあ」

「そうでしたっけ？　……すみません、ぜんぜん覚おぼえてないです。あのころは、なんだか、頭あたまがぼーっとしていた気きがするし。適てき当とうなこと口くち走ばしっただけなのかも。……なんで、そんなこと言いったんだろうな、ぼく」

「…………。ねえ。やっぱりさ、ニエノさん、昔むかしのこと思おもい出ださないほうがいいんじゃない？」

「のぞめさんが、話はなしを振ふってきたんじゃないですか。──あ。紅こう茶ちゃのおかわり、どうします？」

「いるー！」
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